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      女難戦記③　温泉動乱編

      男女比１対10の女性上位の軍隊で、

エースパイロットの俺だけが男の話

      寒天ゼリヰ　著　　　　イラスト　よろづ

    


    
      
        序章　これまでのあらすじ

      

      　惑星センステラ・プライムの解放を目指し快進撃を続けていた皇国軍だったが、帝国軍の逆襲にあい退路を断たれてしまう。輝星の奮戦によりなんとか窮地を脱することに成功したものの、当の輝星は帝国艦隊の総司令官・ディアローズの卑劣な罠にはまり捕虜にされてしまう。

      　ディアローズの変態性癖に晒され、危うく貞操を失いかけた輝星だったが、そんな彼を救うものがいた。帝姫ヴァレンティナである。輝星を救出し勢いに乗るヴァレンティナは、ディアローズを討つべく反乱を扇動するのだが……。

      
        第一章　虜囚の帝姫

      

      　反乱軍といっても、元は帝国軍。装備はもちろん、国籍マークまで同じ部隊同士で交戦すれば同士討ちは避けられない。このまま戦ったところで無駄に泥沼化するだけだということは、彼我の指揮官はともに理解していた。反乱軍はすみやかに撤退し、帝国軍もそれを追うことはなかった。双方ともに、体勢を立て直す時間を必要としていたのである、

      　反乱軍が安全な領域に逃げ延びるころには、時刻は夜中になっていた。センステラ・プライムの二つの月に照らされる大海原に、真紅の戦闘艦艇群が停泊している。その隊列の中でも最も目立つ偉容を誇る巨艦に、輝星は乗っていた。

      「あー疲れた……」

      　その戦艦、《プロシア》の上甲板に、輝星はだらしなく寝そべる。生まれて初めてのＳＭプレイを強制されたあげく、クーデターにまで付き合わされたのだ。その疲れからか、いつになく身体が重く感じていた。

      「……」

      　無言で空を見上げる。軌道爆撃で吹き上がった粉塵がまだ残っているのか、あまり星は見えない。代わりに、ジャガイモのようないびつな形状の月が二つ、ぼんやりとした無機質な光を放っていた。

      「なに黄昏てるんデスか」

      　短いグレーの髪に赤いメッシュを入れた独特の容姿の少女が、皮肉げな笑みを浮かべて輝星を覗き込んだ。四天と呼ばれる帝国のトップエースの一人、《天轟》ことノラである。外の空気を吸いに行きたいと要求した彼に護衛を申し出たのが、彼女だった。反乱の首謀者であるヴァレンティナや、四天の一人でもある帝国の重鎮貴族テルシスなどの反乱軍の主要なメンバーは、今後の方針を話し合うために作戦会議室にこもっている。

      「いやさ、予想外のことばっかりで参っちゃうなって」

      「ハ、天下のエース様がずいぶんと情けないことを言うんデスねぇ？」

      　挑発的な口調でそう言いながら、ノラは輝星の隣に腰を下ろす。

      「まあね。さすがに鞭でシバかれるとは思わなかった」

      「ハハ、予想通りの真似をしてたみたいデスね、あの腐れ帝姫。さすがに同情しちゃいますね」

      　にやにやと笑って、ノラは輝星を鞭で叩く真似をする。そしてケラケラと笑うと、すぐに表情を真剣なものにして聞いてきた。

      「で、ケガとかはあるんデスか？」

      「ないよ。ちょっと跡が残ってるだけ」

      「ふうん、意外デスね。あのクソ女が手加減するとは」

      　鞭で打たれれば、普通は痛みで動けなくなるくらいのダメージは負うものだ。まだ打たれてから丸一日とたっていないのに輝星はケロリとしているので、ディアローズはかなり加減していたことがわかる。冷酷なサディストとして知られる彼女の知られざる一面に、ノラは嘲笑とともに肩をすくめる。

      　一方、輝星は意外そうな表情でノラをまじまじと見た。戦場で何度か戦ったとはいえ、自分とノラとは今日が初顔合わせのはずだ。しかし、今の彼女は戦場での荒々しい態度が嘘のように親身な様子で輝星と向き合っている。

      「心配してくれるとはありがたいね」

      「……っ」

      　輝星の何気ない一言に、思わずノラは口をへの字に曲げた。そして腕を組み、鼻息荒くそっぽを向く。

      「……下手にケガをして、操縦に障ったらマズイと思っただけデス。万全のアナタに勝つのが、ワタシの目的なんデスから」

      「いいねえ、そういうの。面倒なことが終わったら、相手になるよ」

      「ふん……」

      　不愉快そうな様子でノラは立ち上がり、輝星の襟をつかんで無理やり引き起こした。

      「んん!?」

      　突然のことに輝星は驚くものの、小さいとはいえノラはヴルド人であり貧弱地球人テランである彼がまともに抵抗できるはずもない。力ずくで、《プロシア》の主砲の裏側にある物陰へと連れ込まれた。

      「うわっ！」

      　そのまま輝星は床に押し倒され、その上にノラが馬乗りになった。淡い月光に照らされた彼女の顔は赤く染まっており、八重歯をむき出しにして獰猛な笑みを浮かべている。

      「だったら今すぐ相手になってもらいましょうか？」

      「ちょ、ちょっとこれは予想外だなあ……」

      　相手は自分より小柄な少女だ。あわてて体を起こそうとする輝星だが、ノラの圧倒的な膂力りょりょくがそれを許さない。地球人テランとヴルド人の筋力差は、多少体格に違いがあったところでひっくり返せるものではない。

      「小さいと思ってナメてたでしょ？ ワタシはこう見えて肉食なのよ」

      　妖艶な表情で、ノラは輝星ののど元に口を付けた。牙を押し付けるように、絶妙な力加減で甘噛みする。甘い痛みが走り、輝星は小さく声を上げた。

      「ワタシもディアローズを笑えないわ。そりゃあ目の前にこんなおいしそうな獲物があらわれたら、襲うなってほうが無理だもの」

      　口を離したノラはふだんのぎこちない敬語を捨て、ささやくような声でそう言う。獣じみた荒い吐息が頬にあたり、輝星は思わず顔を引きつらせた。逃れようと身をよじるが、ノラの拘束は極めて強力だ。その華奢な腕はびくともしない。

      「うっそだろ……」

      「無駄よ無駄。もうアナタは、ワタシから逃れられないの。わかる？」

      　優しい手つきで、ノラが輝星の胸元を撫でた。くすぐったさを覚えて身をよじらせる彼を押さえつけ、その唇を奪おうとするノラ。

      「……冗談デス」

      　が、その寸前で彼女は悪戯っぽく笑って動きを止めた。そして鼻と鼻が触れるほど近い輝星の顔を真っすぐに見ながら、言葉を続ける。

      「アナタ、無防備すぎるんデスよ。こんなガキ一人に抑え込まれるような貧弱なヤツの態度じゃないデス」

      「そ、それは……」

      　実際、フリとはいえこうして食べられかけたのだからその言葉は否定しにくい。本気でノラが輝星を襲うつもりだったら、どうしようもなかっただろう。悲鳴を上げて助けを求めようとしたところでこの距離と筋力差では口を抑え込まれて終わりだ。

      「アナタには、ワタシが勝つまで元気でいてもらう必要があるのデス。不用意な行動は避けるように」

      「はい……」

      　うなだれる輝星に、ノラが小さくため息を吐く。

      「ふん、わかればいいんデスよ。まったく……手間のかかる男デス」

      　そう言って悪戯っぽくほほ笑んだ彼女は顔をすこしずらした。先ほどの甘噛みと同じような動きで唇を輝星の頬に向け、そっとキスする。だが、彼女は即座に顔色を変えて体を起こした。

      「な、なんか滅茶苦茶熱いんデスけど!? 大丈夫なんデスかこれ？」

      「え……？」

      　どこかぼんやりとした様子で小首をかしげる輝星に、ノラは慌ててその額に手を当てる。明らかに尋常ではない熱さだ。興奮して体温が上がっている様子ではない。

      「や、やば……」

      　どうやら妙に言葉数が少なかったのは、たんに疲れていただけではないらしい。ノラは冷や汗をかきながら、輝星の身体を抱き上げて医務室へと向かうべく走った。

      
        

      

      

      
        

      

      「過労と風邪でしょう。命に別状はありませんので、ご安心ください」

      　年老いた軍医が、腕組みしながら言った。その隣にあるベッドでは、真っ赤な顔をした輝星が寝息を立てている。

      「無理をしすぎたか……やむを得まい。ほんの数日前までわが軍を相手に大立ち回りし、挙句に姉上の乱行だ。身体を壊すなというほうが無理がある……」

      　短くため息を吐き、ヴァレンティナが輝星の横たわったベッドに腰かけた。そして優しい手つきで彼の頭を撫でる。その腕を、あからさまに不機嫌な表情のノラが掴んだ。両者はしばしにらみ合ったが、文句が飛ぶ前にテルシスが咳払いする。

      「やめたまえ、君たち。病人の前で争うなど、騎士の行いではないぞ」

      「失礼」

      　表情を繕い、ヴァレンティナが手を引っ込める。ノラはぶぜんとした顔のまま、ベッドの彼女とは反対側に座った。ちょうど背中合わせの状態だ。

      「とりあえず、我が愛は大丈夫ということで間違いないんだね」

      　ヴァレンティナは軍医に念押しして聞いた。突然高熱を出したと聞いたので、ずいぶんと気をもんでいたのだ。ディアローズから受けた暴行は大したものではないが、なにしろ地球人テランは貧弱な生き物だ。万が一ということもある。

      「ええ、もちろんです。この《プロシア》は皇族の乗艦として設計されていますから、医療設備も専門の病院船並みのものを揃えています。怪我や病気を見逃すということは、あり得ませんよ」

      「ふむ……」

      　自らの顎を擦りながら、ヴァレンティナは唸る。

      「後で検査データを寄越してほしい。一応、しっかりした本格的な検査はしているんだろう？」

      「え？ ええ、まあ……」

      　輝星がヴァレンティナのお気に入りであることは知っているから、確かに不必要なほどの厳重な検査は行った。万一の診断ミスがあってはいけないからだ。現在の技術であれば、患者に負担をかけずに全身くまなく検査することも容易だ。

      　とはいえ、そのデータをヴァレンティナがほしがるというのは解せない。好きな男のデータを見て興奮する稀有なタイプの変態なのではないかと疑いつつも、結局上官に抗弁することのできない軍医は仕方なくうなずいた。

      「わかりました。後ほどまとめておきます」

      「ああ、助かる」

      　静かにうなずくヴァレンティナ。そんな彼女に、テルシスは肩をすくめて見せた。

      「しかし参ったな、ヴァレンティナ殿。連中……ディアローズ派との戦いは避けられん。せっかく轡くつわを並べて戦えると思ったのだが」

      「反乱に参加したのは本隊のせいぜい半分弱。まともに当たれば、まあ大きな被害は避けられないデスね」

      　同調したのはノラだ。四天でこの反乱に参加したのは彼女とテルシスのみ。向こうにはリレンとエレノール、そしてディアローズが居る以上、人材の質のアドバンテージもない。むしろ四天とヴァレンティナは乗機を失っているのにディアローズの《ゼンティス》は健在なのだから、向こうの方が有利だとすらいえる。

      「それについては、考えがある。わたしは最初から、我が愛の戦闘力を頼りにして作戦を立てようと考えていなかったからね」

      「ほう」

      　感心したようにテルシスが軽く笑う。しかし、それはヴァレンティナからすれば当然のことだ。彼女は以前、シュレーアを男の背中に隠れる情けない女だとなじっている。当然、シュレーアと同じ穴のムジナになるつもりなどなかった。

      「我が愛の身柄は皇国にいったん返す。『不埒なディアローズから君たちの代わりに救い出した』と言ってね……。そうすれば、彼女らも我々を攻撃するわけにはいかなくなる」

      「ハ、敵に迎合するわけデスか。いよいよ反乱軍らしいデスね」

      「そもそもわたしに、皇国と戦うメリットはまったくないからね。三つ巴など最初からするつもりはないんだよ。姉上……ディアローズという共通の敵がいるのだから、協力するのは当然の流れだとは思わないかい？」

      「道理ではある。しかし、率直に言えば……この姉あってこの妹あり、という感想になるな」

      　不満げなテルシスが鼻を鳴らしたが、さりとて彼女にもそれ以上のアイデアはない。ことを起こした以上、負けるわけにはいかないのだ。敵と手を組むのも致し方のないことだというのは、テルシスも理解していた。

      「ま、ワタシはなんでもいいデスよ。敵とか味方とか、どうでもいいデスし」

      　そう言ってノラは、ベッドに腰をかけたまま足をプラプラと振った。そして身をよじって輝星の顔をちらりと見ると、小さなため息を吐いて汗をハンカチで拭ってやる。

      「とにかく、さっさと終わらせるのが先決デス。苦戦でもしようものなら、病気だろうがお構いなくこの男が出撃してきそうデスし」

      　わずか二機で輝星たちが帝国の本陣に殴り込みをかけてきた事件は記憶に新しい。この男が必要とあらばどんな無茶だろうが実行してしまう類の人間であることは、ノラもはっきり理解していた。

      「確かにそれはあるね……まったく困ったものだ」

      　思わず苦笑するヴァレンティナだったが、突然鳴り響き始めた警告音に表情を引き締める。

      『皇国軍と思わしき艦影を確認。総員戦闘配置に就け』

      「噂をすれば影、か。話が早くて助かる」

      
        

      

      

      
        

      

      「白旗を上げた帝国機が飛んできたァ!?」

      　今まさに愛機へ搭乗しようとしていたシュレーアは、耳を疑う報告に目を剥いた。

      「今さら降伏しに来たわけでもないでしょう。いったいどういうつもりで……」

      「こっちの停戦破りを咎めに来たんじゃないっすかね？ あたしらがこんな戦闘態勢バリバリで接近したから」

      　ひどく疲れたような表情で、サキが言う。輝星を奪われて、すでにかなりの時間が経過している。二人とも、心配と自責からまともに寝られない日々を送っていた。さっさと輝星を助け出すべく、部隊を再編して（停戦を無視した）攻撃を仕掛けようとしていたのだが……。

      「はっ、停戦なんて向こうが一方的に言い出しただけじゃあないですか。律義に守ってやる必要性など、さらさら感じませんがね」

      　いつになくやさぐれた口調でシュレーアが吐き捨てた。サキとともに旗艦《レイディアント》に帰還してから、彼女はずっとこの調子だった。寝ても覚めても戦闘モードのままだ。自分のモノにすると決めた男が、自分のしくじりのせいで変態女の毒牙にかかっているのだから、それも仕方のないことだろう。

      「……で、どうするんです。まさか撃ち落とすわけにもいかんでしょう」

      「白旗ってアレですよね？ 地上から一人残らず殲滅するって意思表示。撃ち落としたってかまわないんじゃないですか？」

      「そりゃあたしらじゃない種族の流儀ですよ。ヴルド人同士なら戦闘の意志がないって表明に決まってんでしょうが」

      　対するサキも口調がとげとげしい。その理由もまた、シュレーアと同じものだった。

      「ちっ……仕方ないですね。とりあえず、着艦デッキに誘導しなさい。煮るか焼くかは話を聞いた後に判断します」

      　結局、そういうことになった。シュレーアはサキを伴い、自分も着艦デッキへと移動する。十分ほどすると、デッキにはストライカーサイズの白旗を掲げた《ジェッタ》が三機入ってくる。どうやら、武装はすべて降ろしているようだ。

      　誘導員に従い、《ジェッタ》はデッキの端へと移動する。そのまま降機姿勢に移ると、コックピットハッチが開く。その中から出てきた人物を見て、シュレーアは眉を跳ね上げた。

      「変態ストーカー女……！」

      《ミストルティン》のブラスターカノンで吹き飛ばしたばかりのヴァレンティナが、思った以上にピンピンした様子であらわれたものだから、シュレーアは思わず歯噛みした。無論コックピットは避けたので、死んだとは思っていなかったが……しかし、ケガ一つしていないというのは、悪運が強いとしか言いようがない。

      「やあ、久しぶりだね。ヒモ女……と、サムライくんか。先日はずいぶんと世話になったね」

      　軽薄な笑みとともにシュレーアたちに歩み寄ったヴァレンティナが、なれなれしい口調で言った。その後ろには、ノラとテルシスが続いていた。彼女らの周囲には、武装した憲兵たちが緊張した面持ちで銃を構えている。ヴァレンティナらが怪しげな行動をすれば、すぐさま発砲できる姿勢だ。

      「どういうつもりです？ 白旗を上げてわざわざこちらのフネに乗り込んでくるなど……」

      「わが愛を……北斗輝星を保護した。それを君たちに教えてあげようと思ってね」

      「保護ぉ!?」

      　何とも言えない渋い表情でシュレーアが唸った。彼を連れて行ったのは、お前たち帝国ではないかと言わんばかりの顔だ。

      「姉上と袂たもとを別ったのさ。卑劣な手段で彼を我が物にし、その薄汚い欲望をぶつける……まったく、おぞましい限りだ。付き合っていられないよ」

      「……」

      　ヴァレンティナの言葉に、シュレーアは腕を組んで口をへの字にした。彼女の言葉が本当なのか、判断しかねたからだ。確かにヴァレンティナはディアローズとは別の思惑で動いているフシがあるが、だからと言って彼女の言葉を全面的に信用することなどとてもできない。

      「では……輝星さんは無事なんですね」

      「安全な場所にかくまってはいる……だが」

      「だ、だが？」

      　不穏な言い方に、思わずシュレーアはヴァレンティナに詰め寄った。

      「最悪の事態はなんとか避けられたが……現在進行形で入院状態だ。わたしが遅れたばかりに……くっ」

      　後ろに控えていたノラが、えっという顔で口を開きかけた。確かに輝星は寝込んでいるが、ただの風邪だ。明らかにディアローズに余計な罪を押し付け、皇国側を煽ろうとしている。しかしノラが余計なことを言うより早く、サキの手がヴァレンティナの襟をつかんだ。

      「おい、どういうことだ！ アイツは無事なんだろうな！」

      「ちょ、ちょっと！ 待ちたまえ！」

      　泡を食ったヴァレンティナがテルシスに視線で助けを求めたが、彼女はへらへらと笑いながらそっぽを向いた。自業自得である。

      「だ、大丈夫だ！ わたしの艦でしっかり保護している！ 命に別状はないし、後遺症などもない！」

      「うるせー！ 傷ってのは身体にだけ付くものじゃねえんだぞこの野郎！」

      　自分よりかなり身長の高いヴァレンティナを馬鹿力でも持ち上げ、ガクガクと乱暴に揺すった。彼女は顔を真っ青にして弁明する。

      「すまない！ 少し話を盛った！ 過労で風邪を引いただけだ！ それまではピンピンしていた！」

      「紛らわしいこと言うんじゃねえよ！」

      　サキはぞんざいな手つきでヴァレンティナを突き飛ばす。さらに、その膝を無言でキレたシュレーアが蹴っ飛ばした。

      「ウワーッ！」

      　涙を浮かべつつ膝を押さえてぴょんぴょんとジャンプする上官の姿に、ノラとテルシスは顔を見合わせて大笑いした。当然だが、シュレーアとサキの暴力を咎める気など二人にはさらさらない。むしろいい気味というものだ。

      　それから数十分後。場所を会議室に移した一行は、ヴァレンティナから例の共闘案の説明を受けていた。皇国側はシュレーアとサキ、そして参謀のソラナという布陣だ。当然、帝国側は例の三人だ。

      「なるほど……ディアローズを討つために、我々に協力せよと」

      　ヴァレンティナの提案は、輝星の病室で話していた内容そのままだ。すなわち、皇国とヴァレンティナ派の共闘である。確かに彼女らと協力すれば、彼我のパワーバランスは一気にこちらに有利になる。なにしろ、ヴァレンティナの手勢はこの惑星にいる帝国軍の半分近い数なのだ。これに皇国が協力すれば、ディアローズごときに後れを取るはずもない。

      「しっかし、ずいぶんと都合のいい話だな。お前たちはこの国でずいぶんと好き勝手やってきたんだぜ？ そう簡単に仲良しこよしなんざ、できるはずがない」

      　サキが強張った表情で言う。確かに提案だけ見れば、劣勢の皇国軍としては渡りに船だ。しかし、都市部への軌道爆撃をはじめとする非人道的行為を繰り返した帝国軍と共闘するのは、感情的にはなかなか難しいものがあるのも事実だ。

      「確かにそれはその通りだ。しかし……」

      「ヴァレンティナ殿」

      　その言葉は予想通りだとばかりに滑らかな口調で何かを言おうとしたヴァレンティナだったが、それをテルシスが止めた。彼女は厳しい視線をヴァレンティナに向け、はっきりと言う。

      「理由はどうあれ、こちらは加害者なのだ。それを忘れてあれこれ言ったところで、向こうが納得するとは思えないが。話し合おうというのならば、まずは誠意を見せるべきなのではないか？」

      「うっ……」

      　道理である。過去の遺恨を捨てて手を取り合おう！ などと加害者の方から言ったところで、被害者側が納得するはずもない。

      「はん、帝国にもまともな神経をしてるヤツがいるじゃないか。あんた、名前は？」

      「テルシス・ヴァン・メルエムハイム。……おそらく、初対面ではないな。おそらく君は、あのサムライのような機体のパイロットだろう？ 雰囲気でわかる」

      「……んなっ!? お前、《天剣》かよ!?」

      　只者ではない雰囲気は出していたが、予想以上の大物が出てきたとサキは口をあんぐりと開けた。

      「拙者だけではない。ここにいるノラ卿も四天の一人、《天轟》だ」

      「最高戦力が次々離反ですか。帝国の内情もひどい有様ですね」

      　冷笑を浮かべながら、シュレーアが吐き捨てる。醜態を晒しまくっただけあって、ディアローズはずいぶんと部下から嫌われたようだ。

      「……戦うにしても、やり方がある。姉はそれを理解していなかったのだ」

      　反対に、ヴァレンティナは苦々しい表情でため息を吐いた。彼女としてはあんな奴の同類扱いはされたくないが、しかし皇国側から見れば、ヴァレンティナもディアローズも憎らしい仇敵には違いがないのだろう。ヴァレンティナは静かに立ち上がり、シュレーアたちに深々と頭を下げた。

      「軌道爆撃の件は、完全にこちらの落ち度だ。深く謝罪する」

      「……」

      　その言葉に、皇国軍の三人は無言で顔を見合わせた。ヴァレンティナはさらに言葉を続ける。

      「むろん、この戦いが終われば正式な謝罪文も出す。賠償金もだ。……謝って金を出せばそれで解決するような軽い問題ではないのは理解しているが……どうか我々に、罪を償う機会を与えてほしい」

      「口ではどうとでもいえますがね」

      　シュレーアは眉間に皺を寄せて唸った。ヴァレンティナ自身も言っているが、謝られたからと言って『ハイそうですか』と許してやれるほど両者の溝は浅くない。しかし、その因縁にとらわれてさらなる死者を出すのも考え物だ。彼女はちらりと後ろに控えた参謀のソラナに目配せした。ソラナは静かにうなずく。

      「まあ、いいでしょう。事実として、援軍も賠償もないよりはあった方が圧倒的によい。とりあえず、ことが終わるまではこの問題は棚上げということで」

      「感謝する」

      　再び頭を下げたヴァレンティナは、ほっと息を吐きながら席についた。

      「で、もうひとつ肝心なことを聞いておきます。あなた方は、輝星さんの身柄をどうするつもりなのですか？ まさか、この機に乗じて己のモノにしようだなどという不埒なことは考えていないでしょうね」

      「もちろんだとも。わたしを姉と一緒にするのはやめてもらおう。我が愛の容体が回復し次第、そちらに帰すつもりだとも」

      「我が愛？ ずいぶんと気持ちの悪いお方でありますね……」

      　ソラナがシュレーアに耳打ちした。彼女はその通りだと言わんばかりの表情でうなずいたが、幸いその内緒話はヴァレンティナには聞こえなかったようだ。

      「潔白の証明として、彼への見舞いも許可しよう。我々は淑女として恥ずべき行為など一切してないのだから、彼が何を話そうがまったく問題ないからね。質問の類も一切制限しないとも」

      　押し倒して額にキスをするのは、淑女として恥ずべき行為に入るだろうか？ ポーカーフェイスのまま、ノラは内心そんなことを考えた。何はともあれ、あとで輝星を口止めしておく必要がある。余計なことを話されて藪蛇になっても困るからだ。

      「そこまで言うならば、信じましょう」

      　そこまで言って、シュレーアは時計を一瞥いちべつした。すでに夜中といって差し支えのない時間だ。夜襲を仕掛けるべくヴァレンティナの部隊に接近したのがきっかけでこの会談が実現したわけだから、遅くなってしまったのは仕方がない。できれば今すぐ輝星の顔を見たいところだが、さすがにこの時間に押しかけるのは彼も迷惑だろう。

      「……しかし、今日はもう遅いですね。明日の朝、そちらの艦にお邪魔させていただきましょう」

      　結局、そういうことになった。

      
        

      

      

      
        

      

      　翌朝。皇国艦隊とヴァレンティナ派の艦隊が合流を果たした。昨日までは敵でしかなかった帝国の真紅の軍艦が平気な顔をして自分たちのすぐ横に停泊しているのだから、皇国兵たちは落ち着かないことこの上ない。もちろん事前の説明はあったが、だからといってすぐ納得できるようなものでもないからだ。

      「……格納デッキは、どこの国も変わりがないですね」

      　そんな微妙な雰囲気の中、シュレーアやサキたち一行はヴァレンティナの座乗する高速戦艦《プロシア》を訪れていた。もちろん、輝星を見舞うためである。

      《プロシア》の格納デッキは、面積こそかなり広いものの構造や設備としては《レイディアント》のものと大差ない。自国以外の軍艦に乗るのはほとんど初めてなシュレーアは興味深そうに周囲を見回していた。一晩ゆっくり寝たおかげで、ずいぶんと機嫌は改善されているようだ。

      「機体の塗り替えを行っているのは、敵味方識別のためですか？」

      　塗装作業中の《ジェッタ》を指さしながら、シュレーアは聞く。この作業を行っている機体はこれ一機ではなく、駐機中のほぼすべての機体で行われていた。換気装置が全力で稼働しているものの、溶剤特有のツンとする臭いがデッキ中に充満している。

      「ああ、同士討ちは困るからね。一目でこちらの味方と理解できるようにした方がいいだろう？」

      　皇国一行を先導していたヴァレンティナがにやりと笑い、タブレット端末を操作してシュレーアたちに見せた。そこには、機体の中央部に白いストライプ柄が追加された《ジェッタ》のＣＧ画像が表示されている。

      「本当なら全塗装で別の色に変えたいところだが、手間と時間がかかりすぎる。簡易的な処置だが……このストライプ柄の帝国機は、味方だと思ってくれたまえ」

      「なるほど、まあこれならば見間違いはしないでしょう」

      　電子的に敵と味方を判断してくれる敵味方識別装置IFFはどの機体にも標準装備されているものの、敵と味方でまったく同じ見た目では不測の事故が起こりかねない。こういった配慮は必要だろう。

      　そんなことを話しつつ、一行は輝星のいる医務室へと向かった。周囲を帝国兵に囲まれていることに居心地の悪さを感じるシュレーアだったが、意外と彼女らの視線に敵意らしいものはない。少なくとも、この共闘に反感を覚えているふうには見えなかった。

      「ここだ」

      　しばし歩き続けた後、ヴァレンティナは大きな扉の前で立ち止まった。その扉の両脇では、ライフルで武装した歩哨が二人たっている。ずいぶんと厳重な警備だ。

      　歩哨に一礼しつつ室内に入ると、消毒液の香りがかすかに混じった独特の空気が一行を出迎えた。医務室と言っても旗艦級の戦艦のものだけあって、ちょっとした診療所くらいの広さがあった。ヴァレンティナは挨拶に来る医官たちに笑顔を振りまきながら奥へと進んでいく。

      「我が愛の様子はどうかな？」

      「問題はありません。熱もある程度下がりましたし、意識もはっきりしていますよ」

      　本来、わざわざ入院させなくても薬を飲んで寝ていればすぐ直る程度の症状だったのだ。ここまで手厚く処置しているのは、単なるヴァレンティナの過保護にすぎない。医官の言葉にうなずいてから、医務室の最奥にある扉をノックした。

      「わたしだ。我が愛、入ってもいいかな？」

      「どうぞー」

      　返ってきた輝星の声は、しごく軽いものだった。それにシュレーアはほっと胸を撫でおろす。ドアを開けて中に入ると、そこはベッドが一つだけ置かれた広い個室になっていた。窓のような意匠の大型モニターが壁に設置されており、森の中の映像が表示されている。

      「ああ、久しぶり。ごめんよ、心配かけて」

      　シュレーアとサキの顔を見た輝星はベッドから起きようとしたが、慌ててそれを止めるシュレーア。

      「い、いや、大丈夫です！ 休んでいてください、輝星さん」

      　そう言って小走りでベッドに駆け寄る。サキもそれに続いた。輝星の顔はやや赤いものの、そこまで体調の悪そうな様子ではなかった。

      「皇国と合流するって聞いてたんで、ちょっとびっくりしてたけど……本当だったわけか。いやはや、五体満足で再会できて何より」

      　照れた様子で輝星は頬を掻き、苦笑した。ディアローズにつかまった時点で、死ぬかもしれないと覚悟はしていたのだ。

      「縁起でもないこと言うなよ、お前」

      　にじんだ涙を拭きながら、サキが乱暴な口調で言う。そして優しい手つきで彼の頭を小突く。

      「無茶しやがって、この！ あたしらなんか置いて、お前だけ逃げりゃよかったのに」

      　輝星は何か反論しようとしたようだが、口を開くより早くシュレーアが彼の身体に抱き着いた。

      「無事で……本当によかった」

      「いやいや、風邪がうつるよ！ 離れて離れて！」

      　慌てる輝星だったが、シュレーアは耳を貸さなかった。力強く彼の身体を抱きすくめ、放そうとしない。

      「本当に、本当に申し訳ない……私が失敗したばかりに、こんな……」

      「俺に剣を寄越したからそっちが不利になったんでしょ！ どっちかと言えば俺のせいじゃないか」

      　彼の言葉を無視して、シュレーアは後悔の言葉を吐きつつ輝星を抱き続ける。結局、輝星が解放されたのは十分以上後のことだった。

      　それから、三十分後。シュレーアはひどく不満そうな表情でため息をついた。

      「はあ……」

      　彼女は眉間に深いシワを刻みながら、自らの服装を確認した。シュレーアが今着ている服は、帝国軍の高級士官用軍服……それも手足の裾がぶかぶかの、かなりのオーバーサイズのモノだ。なんとこの軍服、ヴァレンティナの私物である。二人の身長差はちょうど二十センチ……当然、その姿はひどく滑稽で情けないものだ。

      「はははははははは、いい格好じゃないか？ ン？」

      　ヴァレンティナが心底愉快そうな表情であざ笑う。必要に駆られて共闘を決意したものの、シュレーア個人に対してはむしろ恋のライバルと認識している彼女にとっては、この光景はなかなか楽しいものだった。

      「くっ……」

      「後先考えずに抱き着くからこんなことになるんだ。将たるもの、軽挙妄動は控えた方がよいのではないかな？」

      「むぐぐぐっ……！」

      　顔を真っ赤にして唸るシュレーア。なぜこのような状況になっているかといえば、ヴァレンティナの言う通りシュレーアが輝星に抱き着いたせいだった。

      「腐ってもキミは皇国の総大将だからねえ？ 風邪がうつったりしたら……わかるだろう？ 迷惑なんだ。全身消毒の上、服も洗濯！ 当然の処置だとは思わないかな？」

      「ええ、私が悪かった。それは認めましょう。しかしなぜ、私があなたの服なんか着なければならないのです？」

      　シュレーアの着てきた服はクリーニング中であるわけだが、当然着替えなどこちらの艦には持ち込んでいない。まさか下着姿で過ごすわけにもいかず、服を借りることになったのだが……ヴァレンティナが無理やり自分の軍服を押し付けたのである。もちろん身長の低い（それでもヴルド人女性の平均よりは数センチ高いのだが）シュレーアに対する嫌がらせが目的だ。

      「キミも皇族なんだ。まさか一兵卒の服など着せられるわけがないだろう？ 必要な配慮だ。ははははははは」

      　大笑いするヴァレンティナに、シュレーアは口をへの字にしてそっぽを向いた。そしてちらりと輝星の方を見る。ベッドに横たわった彼は、シュレーアと目が合うと楽しげな様子で小首をかしげた。

      「……まあ、いいですよ。ふん」

      　少しばかり恥ずかしい思いをしても、それで輝星が笑ってくれるならそれはそれで構わないと思ったのだ。完全に腕より長い軍服の袖をめくりあげ、なんとか手を出しつつ輝星に向き合う。

      「こほん！ ……とにかく、無事で何よりです。あの女にさらわれた時点で、正直もう駄目かもと思ってしまって……不安で不安で」

      「意外と丁重に扱ってくれたよ。暇だろうからって、将棋に誘ってくれたりしてさ」

      　苦笑しながら、輝星は言った。正直に言えば彼自身シュレーアと同じように思っていたのだが、ディアローズが噂ほどひどい人間ではなかったと知れただけでも儲けものだ。

      「将棋？」

      「チェスのようなゲームさ。そういえば、わたしもやったことがある……姉上とね」

      　何とも言えない微妙な顔で、ヴァレンティナが説明する。

      「強かっただろう？ わたしは一回も勝てなかった」

      「……かなりね」

      「そうだろうとも。……もう、二度と姉上と将棋を指すこともないだろう。勝ち逃げされてしまったな」

      　小さな声で、ヴァレンティナはぼそりと呟く。ディアローズははっきり言って嫌いな相手だが、それでも肉親であることには変わりがない。決定的に袂を別ってしまったことに、今さら感慨を覚えていた。

      「仲直りできるものなら、仲直りしたほうがいいと思うけどね。向こうはヴァレンティナのこと、別に嫌ってるわけじゃなさそうだし」

      「そうはいかねえよ」

      　輝星の言葉を止めたのは、サキだった。彼女は難しい顔で腰に佩いた軍刀の鞘をいじりつつ、つづける。

      「次の戦いで完全に白黒がつく。ヤツは虐殺を主導した大罪人だ、ひっつかまえて裁判にかけなきゃなんねえ……そうなりゃ、処刑は避けられないだろうよ」

      「うっ、そうか……」

      　なにしろ、彼女が皇国侵攻部隊の総司令官だ。戦争犯罪の追求から逃れるのは難しいかもしれない。暗澹あんたんたる気分で、輝星は息を吐いた。どんな理由であれ、命が散るのは気分のいいものではない。多少でも同じ時間を共有し、人となりを知っている相手ならばなおさらだ。

      「……攻撃開始はいつなの？」

      　いつまでもこうしてダラダラとしているわけにはいかないだろう。シュレーアやヴァレンティナからすれば、帝国本国からの増援が来る前にカタをつけたいはずだ。ヴァレンティナ派と皇国軍の合流作業が終わり次第、ディアローズに対して攻撃を仕掛けるはずだ。

      「明日です」

      　腕を組みながら、シュレーアが答えた。手を動かした拍子にまくっていた袖がすべり落ち、プラプラと揺れる。彼女は赤面しながら袖をまくりなおした。

      「あ、明日かー……頑張れば、なんとか参戦できるかな？」

      「だ、駄目です！ 安静にしていてください！」

      　案の定と言えば案の定の輝星の言葉に、シュレーアは慌てて手を振る。神妙な表情でヴァレンティナもうなずいた。

      「その通りだ。なに、安心したまえ。我が愛がいなくとも、負けるような戦力ではない」

      「え、嘘ぉ……」

      　表情を凍り付かせる輝星。そんな彼に、ヴァレンティナは優しい声で言った。

      「病状が悪化しても困る。勝手に出撃などしないよう、悪いが監視を付けさせてもらうよ」

      「ま、マジですか」

      　輝星は口元を引きつらせながら唸った。

      
        

      

      

      
        

      

      　翌朝。総旗艦《オーデルバンセン》の艦橋を、ディアローズがうろうろと歩き回っていた。その表情は憔悴しきっており、目の下には大きな隈がある。驚くべきことに、彼女は気絶から目覚めて以降一睡もしていなかった。輝星に逃げられたショックで、寝ようとしても寝られなくなってしまったのだ。

      「で、殿下……少し落ち着いてください。マグロじゃないんですから、そんなに動き回らなくても……」

      「誰がマグロだ！」

      　部下の諫言かんげんにも耳を貸す様子はなく、ディアローズは苛立たしげに怒鳴った。

      「そんなことより、反乱軍どもはまだ見つからんのか！」

      「は、はい……残念ながら。偵察機は飛ばしているのですが……」

      「くっ……能無しの駄犬どもめ！」

      　口汚く罵るディアローズ。だが対する部下たちの反応はしらけたものである。男を手籠めにしようとした挙句反撃され、実の妹に気絶させられた女を畏れろというほうが無理がある。今ここに残っている部隊はヴァレンティナの反乱に参加しなかった者ばかりだが、しかしだからといってディアローズに忠誠を誓っているかといえばそうでもない様子だった。

      　とはいえ、当の本人であるディアローズはそんなことを考えている余裕など微塵もなかった。頭の中では後悔ばかりがぐるぐると渦巻いている。

      （失敗した……）

      　口を一文字に結びながら、ディアローズは深い深いため息を吐く。

      （鞭で打ったりしたから、逃げられたのだ。妾わらわが間違っていた……。縛られるのは妾わらわでよかったし、鞭で打たれるのも妾わらわであるべきだったのだ！）

      　輝星がこの心の声を聞けば、『違う、そうじゃない』とツッコミを入れていたことだろう。しかし、とうとう自分の本当の性癖を自覚してしまったディアローズは、後悔と寝不足の合わせ技で思考を暴走させ続ける。

      （とにかく今はさっさと反乱軍を叩きのめし、すみやかに輝星を奪還せねば……。そしてしっかりと謝罪し、オシオキをもらわねば……）

      　疲労・不眠のせいで彼女はすっかりおかしくなっていた。ブツブツとよくわからないことを呟きながら、突如にへらと緩んだ笑みを浮かべたディアローズに幕僚が不気味なものを見るような目を向ける。

      「しかし……離反者の数は、あまりにも多い。半数近くが寝返ったわけですから……。殿下、いかがされるおつもりです？ 正面から当たれば、我々も無傷では済まないのでは」

      　敵は当然、ヴァレンティナ派だけではない。皇国もいるのだ。この二者が結託する可能性は、十二分に考えられた。

      「ふん……そんなことか。それならば、何とでもなる。貴様らが気にする必要はない」

      　ディアローズは馬鹿にしたような表情で肩をすくめ、豊満な胸を張って答えた。幕僚は訝し気な様子で聞き返す。

      「と、おっしゃられますと……？」

      「反乱軍などと言っても、連中は別に我が愚妹の人徳に惚れて離反したわけではない。あの北斗輝星の色香に血迷って行動を起こしただけだ」

      　自分も輝星の色香に血迷っていることを棚に上げつつ、ディアローズはニヤリと笑って手をひらひらと振る。

      「で、あれば……目の前にぶら下がったニンジンを奪い取ってしまえば、連中は目的を失いあっという間に瓦解する。簡単なことであろう？」

      「な、なるほど」

      　テルシスの提案で輝星が〝ご褒美〟にされたのは、ディアローズも承知している。あれがなければ、反乱に参加したのはせいぜいヴァレンティナの手勢とその他少数くらいだろう。反乱軍の柱はヴァレンティナではなく輝星なのだ。付け入るスキはそこにある。

      「しかし、あの男の戦闘力は異常です。今の戦力で攻略するのは……」

      　本隊にも大きな被害を出しつつ何とか消耗させ、四天全員とディアローズ・ヴァレンティナ両名を投入してなんとかギリギリ勝利できたのだ。むしろ、被った被害だけ見れば完敗といっていいレベルである。戦力が文字通り半減した現状では、同じことをやれと言われても絶対に不可能だ。

      「大丈夫だ。ヤツは妾わらわが攻略する」

      　だが、ディアローズは自信に満ちた顔でうなずいた。

      （とりあえず、花束と口説き文句は用意してある……あとは当たって砕けろだ）

      　睡眠不足のせいで彼女は完全にトチ狂っていたが、残念ながら幕僚たちはそんなことにはまったく気づいていなかった。さすが不敗の姫だと感心した様子で驚いて見せる。

      「なるほど、そういうことでしたか。申し訳ありません、出過ぎた真似を……」

      「ふん……」

      　まんざらでもない様子でディアローズは腕を組んだ。そこへ、索敵担当のオペレーターが緊迫した声を上げる。

      「多数の敵艦が西方より接近中！ かなりの大部隊です……こちらより多い！」

      「やはり皇国の駄犬どもと合流したか！ だが、待っていたぞ！」

      　ディアローズは獰猛な笑みを浮かべた。獲物を見つけた肉食獣の表情だ。圧倒的に不利な状況にも関わらず、まったく怯みもしない彼女の様子に、幕僚たちはほっと胸を撫でおろす。

      「距離は……ふむ、近いがまだなんとかなるな」

      　手元の端末に転送されてきたデータで敵艦隊の位置を確認しながら、ディアローズは軽くうなずく。そして端末を操作し、この海域の地図を表示した。

      「南西に群島があるな？ そこに誘い込め。大部隊を相手に正面から戦う愚を犯すわけにはいかぬ。ゲリラ戦だ」

      「了解！」

      　命令にしたがい、帝国艦隊は全速力で南下を始めた。

      
        

      

      

      
        

      

      「ふむ……案の定、ここを決戦の場に選んだか」

      　海上をすべるようにして飛ぶ《ジェッタ》のコックピットで、ヴァレンティナが呟いた。レーダー画面には、十数個の小島が密集した海域へと進んでいくディアローズ艦隊の光点が表示されている。

      　戦艦でも島影に隠れてアクティブステルスを張れば遠距離からの発見は難しくなる。戦力の少ないディアローズがこうした場所に逃げ込み、ゲリラ戦を仕掛けてくるのは予想の範囲内だ。

      「艦隊の突入は避けた方がよさそうですね。向こうにはあの巨大戦艦、《オーデルバンセン》がある……至近距離からの撃ち合いになったら、どれだけの被害が出るか考えたくもありません」

      　ヴァレンティナ機のすぐ横を飛ぶシュレーアが思案顔で答える。ちなみに、ゼニスに乗っているのは彼女一人だけだ。先の戦いのせいでヴァレンティナやサキ、そして四天二人の愛機は大破状態のまま修理が完了していない。おかげでこちらの陣営は量産機ばかりの華のない状態だ。

      「ストライカーで攻撃を仕掛け、向こうの艦隊を炙り出すわけデスか。面白みの薄い作戦デスね」

      「にわか仕込みの連携で高度な作戦なんか実行できるわけがないでしょう？ 総戦力ではこちらが優勢なのですから、堅実に立ち回るべきです」

      　嫌味なノラの言葉にも、シュレーアは余裕のある様子で言い返した。なにしろ皇国軍は開戦以来ずっと劣勢での戦いを強いられてきたのだ。こうして力押しの戦術を取ることができるのは、一種感慨深さすらあった。

      「とはいえ対艦装備の機体の比率を増やした編成ですから、ストライカー戦ではやや不利です。向こうのストライカー部隊は我々で蹴散らす必要がありますよ」

      　今回の作戦では、少数の艦隊直掩ちょくえん機以外はほとんどすべてのストライカー部隊が攻撃に参加することになっている。その先頭を行くのはシュレーアにヴァレンティナ、そしてサキと四天二名という最精鋭たちだ。敵の迎撃機をすみやかに沈黙させるために、こういう編成をとることになった。

      「ディアローズ本人がどう出るかが問題だ。本人が《ゼンティス》で出撃してくるようであれば、対処が必要だが……はっきりいって、我々の腕でもあの超高性能機に対処するのは難しいぞ。なにしろ、あらゆる攻撃が通用しない」

      　テルシスが不満げな様子で言った。同等クラスの機体……つまりは、《ヴァーンウルフ》さえあれば自分一人で対処可能な自信は彼女にもあった。しかし、今乗っているのは何の変哲もない量産機、《ジェッタ》だ。《ゼンティス》の重装甲を抜くにはパワーが圧倒的に足りない。

      「その時は……私がなんとかします。このブラスターカノンが皇族専用機にも有効なのは、すでに実証済みですからね」

      「むっ……」

      《ミストルティン》の肩部ブラスターカノンで機体を吹っ飛ばされた当の本人であるヴァレンティナが、その形の良い眉を跳ね上げた。

      「しかしきみは一度あの女に敗北している。一騎討ちなど挑んで、むざむざやられる姿は見たくないのだけどね？」

      「……」

      　口をへの字にして、シュレーアは黙り込んだ。確かに彼女は一度、ディアローズとの一対一の戦いで敗北を喫しているのだ。むろん二度も負ける気はさらさらないが、正面からハッキリと言われてしまえば反論はしにくい。

      「それに、姉上が一騎討ちの履行などどうでもいいと思っている卑怯者なのはキミも知っているだろう？ 真面目に戦っていたら、後ろから撃たれるかもしれない」

      　ニヤリと自信ありげにヴァレンティナはほほ笑んだ。

      「それにいかな皇族専用機とはいえ、囲んで集中砲火をすればいずれ堕ちる。わざわざ単機で戦う必要性はないのさ」

      「それは……そうですが」

      　しかしシュレーアはディアローズを自分で討ちたいのである。自分の敗北のせいで輝星をひどい目に合わせてしまったのだから、その責任は自分自身で取るべきだと彼女は考えていた。とはいえ、無理に意地を張って負けてしまえば元も子もない。仕方なく、シュレーアはうなずいて見せた。

      「わかりました、一騎討ちは避けます」

      「ものわかりがよくて何よりだ」

      　どうしてこの女は、いちいち腹の立つ言い方をするのだろうか？ シュレーアはぷうと頬を膨らませた。

      「連中のペースに乗っちゃだめっすよ、殿下。共闘なんて耳触りのいいことを言っても、おいしいところは全部もっていくつもりに違いないんだから……ハイハイ従ってたら、足元掬われますよ」

      　サキがぼそりと忠告した。もちろん、ヴァレンティナたちには聞こえないように個別回線を用いての発言だ。シュレーアは帝国側への回線を切り、ため息を吐く。

      「しょせん、敵が同じというだけの関係ですからね……あまり隙を見せるわけにもいきません」

      　今はこうして轡くつわを並べているものの、ディアローズを倒した後はどうなるかわかったものではない。最悪、そのまま裏切られて攻撃を仕掛けてくる可能性すらシュレーアは検討していた。

      「しかし……連中の戦力がありがたいのも事実。まったく、困ったものです」

      　輝星という一大戦力を欠いている以上、皇国軍に帝国と正面から戦う力はない。ヴァレンティナらと合流する前の作戦も、あくまで輝星個人を救出するのが主目的でありその後はすみやかに撤退する予定だったのだ。

      「とにかく、今はディアローズを倒すことが第一っすね。問題はその後か……」

      　小さくつぶやき、サキはちらりとレーダー画面に目をやる。迎撃機らしき一群が、件の群島からこちらに向かって接近してきていた。

      　戦端が開かれたのは、その数分後のことだった。南洋特有の深い青空の中で強烈なビームと質量弾が撃ち交わされ、撃墜されたストライカーが轟音を立てながら小島に激突する。

      「またこいつらか！ あたしらに在庫処分をさせようってハラか？」

      　二線級の旧式機、《ジィロ》を電磁居合刀で真っ二つにしながらサキが叫んだ。ルボーア会戦でも一度戦った相手ではあるが、やはり前線に出すにはツライ性能であると言わざるを得ない。

      　サキは愛機である《ダインスレイフ》の修理がまだ完了していないため、今は皇国主力機である《クレイモア》に搭乗している。ヴァレンティナ派にしろ皇国軍にしろ、前回の作戦で主力のゼニスをほとんど失ってしまっている。だからこそ敵ストライカー隊との戦闘にはやや不安があったが、今のところ戦況は皇国優位で進んでいた。

      「ハッ！ あのクソ女もこんな戦力しか出せないようじゃ終わりデスね！」

      　嘲笑とともに、ノラは《ジィロ》の一群にブラスターマグナムを撃ち込んだ。二機が同時に吹き飛ばされて沈黙し、その僚機がたじろぐ。即座に追撃を仕掛けようとするノラだったが、耳障りな警告音が鳴った。

      『コンデンサーの電圧低下を確認。リミッター作動により該当武装をロックしました』

      　電子音声ががなり立てる。ゼニス用の武装を一般量産機の《ジェッタ》で運用しているため、発射に必要な電力の供給が間に合わなかったのだ。《ジェッタ》のエンジン性能では、マグナムは二連射が限界だ。余剰電力がチャージされるまで、少々の時間が必要だった。

      「ちぃっ！」

      「ふっ……悪いが獲物は頂くぞ、ノラ卿」

      　ノラが墜としそこねた《ジィロ》の部隊に、テルシスが斬りかかる。彼女も乗機は《ジェッタ》だが、その動きは極めて鋭い。陽光を受けてギラリと輝く長剣が閃くと、《ジィロ》は上半身と下半身を泣き別れにされて墜落した。大きな水柱が上がり、水面に作動油の黒いしみが広がる。

      「弱い者をいたぶるようで申し訳ないが……拙者もスコアが入用でな！」

      「う、うわあああ、来ないで！」

      　恐慌をきたした《ジィロ》がショートマシンガンをやみくもに乱射したが、そんなものに当たるテルシスではない。でたらめな射線を巧みに避けつつスラスターを短く吹かし、急迫。そのエンジンを長剣で一突きした。力が抜けて落下し始める《ジィロ》を蹴り飛ばし、その反動でさらに別の《ジィロ》に接近すると飛燕のごとき速度で両断した。

      「……っく、やらせないデスよ！」

      　表情を強張らせたノラがぐっと歯を食いしばり、味方を援護しようと接近して来た《ジェッタ》を撃ち抜いた。その隙を突くかのように《ジィロ》が銃剣付きのブラスターライフルを構えて乱射しながら突撃してくる。ノラは射撃を軽快な動きで回避し、一瞬遅れて襲いかかってきた銃剣の刺突を右手のマグナムで払いのける。姿勢を崩した《ジィロ》の腹に、お返しとばかりに左手のマグナムの銃剣を突き刺した。

      「このワタシに白兵を挑もうなんて、百年早いんデスよッ！」

      　ノラとテルシス、この二人の戦いぶりはまさに鬼神といえるほどのものだった。その獅子奮迅の活躍に、帝国兵たちの戦意が鈍る。

      「こ、この武器と戦い方……まさかテルシスさまとノラさまじゃ!?」

      「反乱軍に参加したっていうのは本当だったの!? に、逃げなきゃ……勝てるわけがない……」

      　たまらず逃げ腰になる帝国兵だったが、四天の二人は容赦なくその背中にも攻撃を仕掛ける。死体……ならぬスクラップの山が、彼女らの足元に築かれつつあった。

      「ずいぶんと気合が入っているようだね……いや、ありがたいことだが」

      　そんな二人の様子を見ながら、ヴァレンティナが冷や汗を垂らす。輝星相手には敗北を喫したとはいえ、やはり四天の実力は隔絶したものがある。たとえ味方でも、その活躍ぶりには背筋が寒くなるほどのものがあった。

      「……ふー。こんなのを相手に、輝星さんは勝ったわけですか。まったく、ハードルが高くて困りますね」

      　シュレーアもそれは同感であるようで、彼女は深く息を吐いた。しかし、いかに二人が大活躍をしているといっても、後ろでのんびりと観戦しているわけにもいかない。他に敵がいないかとレーダーを確認すると、猛スピードで接近してくる二機のストライカーの反応があった。

      「この速度は……ゼニス？ まさか、もうディアローズが？」

      　これまでの戦術を考えるに、ディアローズならば一般機を用いてこちらに消耗を強いた後に攻撃を仕掛けてくるはずだ。交戦が始まってまだ三十分とたっていない。総大将が出てくるには、まだあまりにも早いタイミングなのだが……。

      「輝星は……北斗輝星はどこだ！」

      　が、シュレーアの勘は間違っていなかった。ぞっとするような深い情念の籠った声が無線の共通回線から聞こえてくると同時に、皇族専用機を表す黒金の機体がスラスターを全開にしながらこちらに飛来してくる。その後ろには、これまた見覚えのあるマゼンタ・カラーのゼニス・タイプが追従している。

      「うっ、あれは……《パーフィール》！ もう修理が終わったのか……」

      　ヴァレンティナの顔色がさっと蒼くなった。そう、ディアローズの元に残留した四天、エレノールの専用機……《パーフィール》だ。ノラやテルシスの機体と同じく、前回の戦いで輝星によって撃破されていたハズなのだが……。

      「雑兵しかおらぬではないか！ おい、そこのデブゼニス！ 確か、皇国の姫の……シュレーアとかいうヤツだったな!?」

      　あらわれるなり、ディアローズはシュレーアの《ミストルティン》を指さして叫んだ。ずいぶんと鬼気迫る声音だった。

      「……いかにも。シュレーア・ハインレッタです」

      「貴様、北斗輝星をどこにやった！」

      「開口一番それですか！ 盗人猛々しい!!」

      　ディアローズの詰問に、シュレーアは額に青筋を浮かべながら叫び返す。まるで自分の所有物を不当に奪われたかのような言い草だ。もともと輝星を奪ったのはディアローズの方だろうと、シュレーアは怒りをあらわにする。

      「輝星さんなら……」

      「救出直後、容体が急変して……それっきりです」

      　突然、ヴァレンティナがシュレーアの言葉を遮ってそう言った。妙に悲しげな声音だ。いったいこの女は何を言う気なのだと、シュレーアは口をへの字に曲げながら彼女の方を見る。

      「姉上、すべてはあなたの責任です」

      「な、な、な、なにーッ!?!?」

      　まるで輝星が死んだかのような言い草に、シュレーアは開いた口がふさがらなくなった。どういうつもりか真意をただそうと、個別回線をヴァレンティナの《ジェッタ》に繋げる。

      「あ、あなた、いったい何を……」

      「精神攻撃だ。《ゼンティス》は強力なストライカーだし、姉自身パイロットとしてもそこそこやるからね……ブラフでもなんでも使って、動揺を誘う」

      　どこか自慢げなヴァレンティナだったが、確かに彼女の言うように効果はてきめんだった。

      「う、嘘を吐くな！ 貴様らを薙ぎ払えば、心配してどこぞからノコノコあらわれるのではないか!? ええい、そこに直れ！ この妾わらわ自ら成敗してくれるッ！」

      「で、殿下！ すこし落ち着いてくださいまし!?」

      　気炎を吐きながら、フルオートショットガンの砲口を《ミストルティン》に向けるディアローズ。後ろのエレノールが慌てて制止したが、彼女は止まらない。

      「黙れ！ 貴様はそこらの雑兵でも刈っておればいいのだ！ とにかく、妾わらわはこの不埒な連中を叩きのめす！」

      　そう叫ぶなり、ディアローズはスラスターを全開にして突っ込んできた。戦術家・指揮官としての仮面など投げ捨てたかのような彼女の様子に、シュレーアは目を剥く。

      「精神攻撃というより火に油を注いだのでは……？」

      　シュレーアがディアローズと直接矛を交えるのは、これで二回目だ。しかし、彼女の駆る《ゼンティス》の動きは慣れていても対応が難しい鋭さだった。

      「っく！」

      　殺到する散弾を、大きな動きで回避する。多少命中したところで装甲が貫通されるような攻撃ではないが、センサー部や武装などの装甲によって保護されていない部位に当たれば機体の戦闘力は大きく減じることになる。連射力といい攻撃範囲と言い、きわめて厄介な武装だ。

      「まったく、中身も厄介なら機体も厄介と来ている！ 面倒な相手ですよ、あなたは！」

      　叫びながら、脚部ミサイルランチャーを一斉に発射した。大量の小型ミサイルが白煙の尾を引きつつ《ゼンティス》に殺到する。

      「その程度で！」

      　ディアローズはこれをフルオートショットガンで迎撃した。無数の散弾のカーテンは、一瞬にしてミサイルの大半を吹き飛ばす。生き残った数発が《ゼンティス》の装甲に命中して炸裂したが、せいぜい表面の塗装を弾き飛ばす程度の効果しか発揮しなかった。

      「姉上！ あなたにはここで果てていただく！」

      　その隙を突くようにして、ランスを構えたヴァレンティナが突撃する。その槍の穂先を、ディアローズは片手で抜いた長剣でたやすく受け流した。

      「この愚妹が！ 欲をかきおって……貴様まで妾わらわの手の中から出ていこうというのか！」

      　妹に裏切られたことは、さすがにディアローズとしてもかなりショックが大きかったらしい。叫ぶその表情は、彼女にしては珍しく悲痛なものだった。

      「欲をかいたのはあなただ！ 悪道に手を染め、我が愛に手を出し……このような女が次期皇帝など、許せるものではない！」

      「やかましい！ あの男は妾わらわのものだ！ だが今すぐ謝って北斗輝星を返せば、少しくらいなら貸してやる！ さっさと戻ってこんか！」

      　ディアローズの言葉に、ヴァレンティナは言葉ではなく突撃槍に固定されたブラスターの一射で答えた。その赤いビームを回避しつつ、ディアローズは叫ぶ。

      「愚か者め、コトが終わったら折檻してくれるッ！」

      　激情のままショットガンの砲口をヴァレンティナの《ジェッタ》に向けるディアローズだったが、そこへシュレーアが肩部ブラスターカノンを撃ち込んだ。ディアローズは慌ててそれを回避する。

      「これは我々姉妹の問題だぞ！ 外野が手を出すでない！」

      「申し訳ありませんがそうはいきませんね！ 残念ながら、今回に限ってはこの女と利害は一致していますから！」

      　実際問題、一般量産機に乗ってハイエンド・クラスのゼニスと一対一で戦えるのは輝星レベルの化け物だけだ。ディアローズ自身パイロットとしても十分以上にエースとして通用する腕前なのだから、ヴァレンティナ一人に対処を投げられるわけがない。

      「面倒な女だ……ッ！ おいエレノール、何とかしろ！」

      「殿下ぁ！ 無理です、ちょっと今は無理！」

      　部下にシュレーアの対処を任せようとしたディアローズだったが、マゼンタのゼニスに乗った帝国最高戦力から返ってきたのは無情な答えだった。

      「さすがのわたくしも、テルシス様とノラちゃんとついでによくわからないサムライを同時に相手にしては身動きが取れませんわ！ 申し訳ありませんが、自分で何とかしてくださいまし！」

      「だれがよくわからないサムライだコラァ！」

      「無論あなたのことですわよこのポン刀ブンブン女!!」

      　とにかく、エレノールの援護は期待できそうにない。ディアローズは歯ぎしりした。フルオートショットガンでヴァレンティナをけん制しつつ、言い返す。

      「ふん、まあ構わぬ！ どうせ勝つのは、この妾わらわなのだからな」

      「姉上も男に狂って頭が鈍ったと見える。どう見ても優勢なのは我々ではないか！」

      　ヴァレンティナは勝ち誇った表情でそう言った。たしかに、周囲の戦いも皇国・ヴァレンティナ派連合軍が帝国軍を押しているようだ。だいたい、帝国軍は二線級部隊の《ジィロ》まで投入しているのだから、まともにぶつかればどちらが勝つかなど火を見るより明らかだ。

      「くくくく……まったく、その程度だから貴様は皇位継承争いの末席だったのだ！」

      　しかし、ディアローズは余裕の表情でその挑発を受け流した。彼女とて、なにも無策で戦いを始めたわけではない。それなりの作戦は立てていたのだ。

      「な、何!?」

      　その落ち着き払った声音から、けっしてその言葉が虚勢やブラフではないことを察したヴァレンティナが表情を強張らせる。

      「別動隊が今、貴様らの艦隊に向かっておる！ リレンと共にな……ヤツの機体も修理済みだ、まともな護衛もいない艦隊など、ものの数ではない！ 妾わらわはこうして時間を稼いでいるだけで、貴様らはいずれ帰る場所を失って敗走するしかないという寸法だ！」

      「く、妙に迎撃機が少ないと思ったら……そういうことでしたか！」

      　シュレーアが歯噛みした。半数が離反してなお強力なヴァレンティナ艦隊と戦うため、連合軍はほとんどのストライカー部隊を攻撃に回している。ディアローズの言葉が本当なら、艦隊に大きな被害が出ることは間違いないだろう。

      「どうする、いったん退くかい？」

      　ちらりとシュレーアに目をやるヴァレンティナ。確かに、いま主力艦隊をやられてしまえば勝ち目は薄くなる。何しろこの惑星の周辺はいまだに帝国軍の支配下にあり、補給すらままならないのだ。ディアローズは艦隊を撃破後、そのまま宇宙へ退避すればいい。補給のないシュレーアたちは短時間で干上がってしまうだろう。

      「おっと、そんなことをさせるとでも思ったか？ 貴様らはここで釘付けにする！」

      　勝利を確信した笑みとともに、ディアローズは《ミストルティン》に急迫して散弾の弾幕を張った。冷や汗を垂らしながら、シュレーアはそれを回避する。

      「く……油断しすぎたか！」

      　後悔の言葉を口にするシュレーアだが、どうしようもない。とにかく、今はできるだけ早くディアローズを撃破するなり何なりして艦隊に戻らねばらないのだが……彼女はそれもままならぬほど手ごわい相手だった。

      
        

      

      

      
        

      

      「や、やめてください！ あなたを出撃させたら、私たち大目玉なんですよ!?」

      　対空警戒警報が鳴り響く高速戦艦《プロシア》の格納デッキで、輝星は憲兵に羽交い絞めされていた。

      「でも向こうさん、いっぱい来てるんでしょ？ 俺が出なきゃヤバイですって！」

      　病衣姿で額に冷却シートを貼っているという完全無欠の病人ルックな輝星は、もがきながら憲兵に抗弁した。帝国ストライカー隊の大軍が艦隊のレーダーに捕捉されて、すでに十分が経過している。今すぐ出撃しなければ、迎撃には間に合わないだろう。

      「直掩機は一個大隊しかいないんだ、百機オーバーの相手は絶対無理！」

      「そ、そうかもしれませんがぁ……」

      　憲兵もこの状況がまずいことは理解している。とはいえ、ヴァレンティナからは絶対に輝星を出撃させるなと厳命されているのだ。実際、暴れる輝星の身体は熱く、まだ風邪が治っていないのは明らかである。こんな状態の人間を戦場に出すわけにはいかないという、しごく良識的な考えも憲兵にはあった。

      「本当、お願いしますよ……処分とかないよう、あとでヴァレンティナをしっかり説得しておきますから……」

      「うっ……」

      　急に殊勝な態度でそんなことを言われ、憲兵はたじろいだ。そして、輝星が自分の方を見ていることに気づいてしまう。抱き着くようにして羽交い絞めにしているため、顔と顔の距離は十センチに満たない。この世のものとも思えない彼の端正な顔が、目と鼻の先にあった。憲兵の心臓がドキリと跳ねる。

      「で、でもぉ……」

      「駄目ですか……？」

      「しょ、しょうがないなあ……」

      　思わず憲兵は手を離してしまった。同僚の憲兵が「あっ！」と声を上げたがもう遅い。輝星はデッキの端に置かれていた予備機のジェッタに走り寄り、手慣れた動きで整備クレーンを操作してコックピットに飛び乗った。

      「よし、うまいことアイドリング状態だ。すぐ出せるな」

      　手早く機体のセットアップを済ませ、発艦デッキへと機体を向かわせる。艦内は予想外の大軍の襲来に混乱していたため、誰もそれを止めることはできなかった。

      「発進しますよ！ 離れて！」

      　機外スピーカーで周囲のクルーに警告すると、輝星はそのままスラスターを全開にして離陸する。発艦許可など出るわけもないので、カタパルトは使わない。

      「うおお、頭ガンガンする……」

      　顔をしかめながら、輝星は呟いた。出撃はしたものの、本調子ではないことは自分でもよく理解している。ちらりとレーダーを確認すると、すでに敵部隊はかなりの距離まで接近していた。味方の直掩部隊が迎撃に出ているが、機数にして倍以上の開きがあるためかなり劣勢を強いられているようだ。

      「や、やべー……半分詰んでないか？ これ」

      　もう少し艦隊から離れた位置で迎撃できればまだ目は合ったのだが、この距離で戦っても敵の対艦部隊の抑止は難しい。数機と戦っているうちに、別の機体が艦隊に対艦ミサイルを撃ち込むだろう。戦艦ならともかく、駆逐艦級や巡洋艦級では数発の着弾で致命傷になってしまう。

      「とにかく、できるだけ数を減らすしかない」

      　スラスターを吹かして、敵のいる方角へと向かう。すでに迎撃部隊を突破した対艦装備の《ジェッタ》が複数、こちらへ向けて飛んできていた。

      「新手が来たわよ！」

      「一機くらいで何ができるというの？ 蹴散らしなさい！」

      　ブラスターライフルの赤い光条が輝星機に殺到した。フォトンセイバーが閃き、はじき返されたビームがほとんど同時に二機の《ジェッタ》を撃墜する。

      「う、うわああああ!! 《凶星》だ!? なんで《ジェッタ》に!?」

      　こんなマネができるようなパイロットなど、そこらに転がっているはずもない。帝国兵たちは即座に、自分たちが相対している相手の正体に気づいた。

      「お、落ち着きなさい！ どうせ、《凶星》には絶対に手を出すなと殿下に厳命されているのよ！ 正面から戦う必要なんかないわ！」

      　帝国の指揮官が慌ててそう言った。ディアローズの一番の目的は輝星の奪還なのだから、当然部下たちには輝星に危害を加えるなという強い命令が出ていた。もちろん、全力で墜としにかかったところでそう簡単に倒せる相手ではないというのはディアローズも理解しているのだが……それでも万一を彼女は恐れていた。

      「うん？ ん!?」

      　帝国兵たちの積極性に欠ける行動は、輝星を困惑させた。せいぜい、遠くから牽制射撃を撃ってくる程度しかしてこないのだ。眉をひそめながらライフルを撃つ。狙いたがわず一機を撃墜したが、すぐに別の機体がカバーに入った。

      「や、やりにくい……」

      　無鉄砲に突っ込んできてくれるなら、いくらでもやりようがある。しかしこうも慎重に行動されると、さしもの輝星でもなかなか連続撃墜とはいかないのだ。そうしてまごついているうちに、対艦ガンランチャーを装備した機体が突破を仕掛けてくる。

      「んんーッ!?」

      　彼にしては珍しく冷や汗をかきながら対艦装備の機体を撃ち落とそうとするが、熱のせいか照準に一瞬手間取ってしまった。その隙に猛烈な牽制射撃が撃ち込まれ、輝星は回避を優先せざるを得なくなる。

      「ま、マズ……」

      　みるみる遠ざかっていく対艦装備の《ジェッタ》に、輝星は顔を引きつらせた。向こうと同じ機体なのだから、いったん距離が離れると追いつくのは難しい。このままでは艦隊が危ない。輝星が顔を青くした、その時である。

      「私、気づいたの」

      　感情の読めない冷ややかな声とともに、空から太い真紅のビームが降り注いだ。そのビームは、対艦ガンランチャーを抱えて艦隊に接近中だった《ジェッタ》を貫き、海面へ叩き落した。ビームの余波で海水が蒸発し、周囲に白い霧のような湯気が立ち上がる。

      「《凶星》と戦わなくて済む方法」

      　二発目のビームが、またも帝国の《ジェッタ》を撃ち抜いた。帝国兵たちは困惑の声を上げて敵を探すが、レーダーには何も映っていない。

      「馬鹿だから、時間がかかったけど」

      　三射、四射とさらにビーム攻撃は続く。一射につき一機の帝国機が叩き落されていった。

      「《凶星》と戦いたくなければ、味方になればいい。……この私が」

      　輝星は無言で上空を見上げた。そこにいたのは、自機の倍以上の長さの長大なブラスターカノンを構えた、紫のストライカーだった。

      「り、リレン様！ まさか、裏切ったんですか――！」

      　帝国兵の悲痛な叫びが、周囲に響き渡った。

      
        

      

      

      
        

      

      「な、なにぃーッ!? リレンが裏切った？ 攻撃部隊が敗走中？ ふざけるなーッ!!」

      　ディアローズは激怒した。部下からもたらされた報告は、耳をふさぎたくなるような代物だった。突如リレンが味方を撃ち始め、混乱のうちに皇国部隊に押し返されてしまったというのだ。状況は混乱を極めておりいまだに詳しい被害状況はわかっていないものの、かなりの数の帝国機が撃墜されてしまったようだ。

      「わははははは！ いいザマだな！」

      　同様の報告を聞いたヴァレンティナが大笑いする。ディアローズから別動隊のことを聞いた時は肝が冷えたものの、蓋をあけてみれば大したことはなかった。

      「部下の手綱も握れないようではな！ 我が姉には将の器はないと見える！」

      「む、むうううううううっ!!」

      　馬鹿にしたような声音の挑発に、ディアローズは顔を真っ赤にした。とはいえリレンは輝星との戦いを恐れて寝返っただけであり、実際の人望はヴァレンティナも人のことを言えた義理ではない。

      「しかし、しかしだ！ 艦隊への攻撃が失敗したところで、貴様らを墜としてしまえばよいのだ！」

      　怒りを力に変え、ディアローズはフットペダルを踏み込んだ。《ゼンティス》が猛烈な加速を見せる。怒り狂っているというのに、その動きは決して粗削りなものではない。

      「むっ……くっ！」

      　散弾の猛射を、ヴァレンティナはなんとか回避する。突撃の勢いを削ぐべくシュレーアがヘビーマシンガンで牽制射撃を仕掛けたが、ディアローズはそれを最低限の動きで回避した。

      「ちっ、さすがにうまい！」

      　輝星相手には醜態を晒したとはいえ、ディアローズのパイロットとしての技量は確かなものだ。ヴァレンティナは数の力で優位に立っていると思っているようだが、決して油断できる相手ではないとシュレーアは口を一文字に結んだ。

      「《オルトクラッツァー》さえあれば……ッ！」

      「ははは、どうした！ 動きが鈍いぞ！」

      　必死に散弾攻撃を避けるヴァレンティナにディアローズは嘲笑を向け、一瞬の隙を突いてスタンウィップを右から左に人薙ぎした。鞭に当たった装甲部にスパークが走る。

      「ぐっ！」

      　身体を襲う高圧電流に、ヴァレンティナは小さく悲鳴を上げた。シュレーアの額に小さく冷や汗が浮かぶ。なんとか援護して両機を引き離したいところなのだが……

      「この距離では誤射しかねない……致し方ないですか！」

      《ミストルティン》は高い火力を誇るだけに、間違えて《ジェッタ》に当ててしまえばタダでは済まない。射撃による援護をあきらめ、シュレーアは左手でフォトンセイバーを抜いた。それと同時にスラスターを焚き、インファイト中の《ゼンティス》へと突っ込む。

      「はっ！ 見えていないとでも思うたか！」

      「な、なにっ!?」

      　しかしディアローズはこれをひらりと回避。さらにすれ違うと同時に散弾の雨を浴びせかけた。《ミストルティン》の腰のミサイルランチャーが被弾し、小爆発を起こす。

      「ちぃっ」

      　ギリギリと歯ぎしりしながらブラスターを発砲するヴァレンティナだったが、ディアローズはわずかにスラスターを吹かすだけで避けてしまう。

      「くくく……破れかぶれの攻撃など、当たるはずがないであろう！」

      　無理な射撃で態勢を崩した《ジェッタ》に、ディアローズは笑みを深くした。素早くショットガンの砲口を向け、操縦桿のトリガーを引く。甲高い砲声とともに放たれた散弾は真正面から《ジェッタ》を捉え、その武器とセンサーを乱暴にむしり取っていく。

      「ぐうっ!?」

      　警告音の鳴り響くコックピットでヴァレンティナは操縦桿を引いたが、もう遅い。ディアローズがフットペダルを蹴り、長剣を抜きながら突撃する。回避は間に合わず、その切っ先が《ジェッタ》のエンジンを刺し貫いた。

      「う、うわあああ！」

      「ふんっ、しばし海の底で反省しておれ！」

      　そう言ってディアローズは《ジェッタ》の真紅の装甲を蹴り飛ばした。腹の傷からオイルをまき散らしつつ、ヴァレンティナ機は海面に叩きつけられる。そのまま、ぶくぶくと泡をまき散らしながら海へ沈んでいく。もっとも、このあたりの海域の水深はかなり浅いため、サルベージは容易だろう。

      「こ、この……っ！」

      　その姿をちらりと見つつ、シュレーアは冷や汗を浮かべた。いい気味だとは思うのだが、強敵を相手にしている以上味方が一機脱落するのは非常に困る。

      「安心せよ、すぐに貴様も同じように叩き落してやる！」

      「何度も同じ相手に墜とされるわけにはいかないんですよ、私も！」

      　言い返しながら、シュレーアはちらりと計器を確認した。散弾攻撃をまともに受けたものの、腰のミサイルランチャー以外に大した被害はない。ショットガンによる攻撃は、攻撃範囲こそ広いものの威力の方はかなり控えめなようだ。一瞬逡巡した後、サブモニターのタッチパネルを叩く。

      『アーマーシステム、パージ準備完了』

      　ＡＩの音声を聞き流しながら、フットペダルを踏み込んだ。悠然と構える《ゼンティス》に向かって機体を加速させる。

      「突っ込んでくるか、面白い！」

      「どうせ距離なんか取らせてもらえそうにありませんからね！」

      《ミストルティン》と《ゼンティス》の機動力差は歴然だ。退いたところですぐに追いつかれてしまうに違いない。ならば、最初から白兵戦で戦うほうがマシだろう。

      「その意気やよし！」

      　ニヤリと笑い、ディアローズは迎撃の構えを取った。まっすぐに直進してくる《ミストルティン》に、容赦なくフルオートショットガンをお見舞いする。しかし、シュレーアは回避行動をとらなかった。

      「ほう、装甲任せに突っ込む気か！」

      　散弾をモロに喰らった《ミストルティン》はメインカメラや肩部ブラスターカノンを吹き飛ばされたものの、致命的なダメージはないようで突進の速度は緩まなかった。

      「だが、この《ゼンティス》の武器はショットガンだけではないことを忘れているようだな！」

      　しかし、まっすぐに突っ込んでくるだけならやりようはいくらでもある。余裕の表情で、ディアローズは肩部のランチャーからスタンネットを射出した。大型の投網が展開し、《ミストルティン》に向かって飛ぶ。

      「もちろん、忘れていませんでしたよ！」

      　が、シュレーアは目の前に迫る投網をひどく獰猛な笑みを浮かべて迎え撃った。サブモニターのタッチパネルを叩き、それと同時に逆噴射を全開にする。身体を襲う強烈なＧに、彼女はぐっと歯をくいしばって耐えた。

      「ぐぅ……ッ！」

      《ミストルティン》の全身で、爆砕ボルトの小さな火花がいくつも散った。体のあちこちに装着された追加装甲が吹き飛び、後退する《ミストルティン》から離れていく。その様はまさに忍法変わり身の術。直撃するはずだったスタンネットは、放棄された追加装甲に覆いかぶさって無力化されてしまった。

      「な、なんだと!? そんなのアリか!?」

      　焦るディアローズに、装甲を捨てて身軽になった《ミストルティン》が迫る。そのコックピットハッチは全開だった。カメラを破壊されてしまったため、モニターから完全目視に切り替えたのだ。

      「これで……終わりです！」

      《ミストルティン》の肩部シールドで紫電が散る。電磁抜刀されたツヴァイハンダーがギラリと輝き、《ゼンティス》の漆黒の装甲を半ばまで切り裂いた。

      「ば、馬鹿なーっ！」

      　両断には至らなかったものの、その損傷は十分致命傷といえるものだ。《ゼンティス》は黒煙を上げつつ、妹の機体と同じように海へと墜落していくのだった……。

      
        

      

      

      
        

      

      　総大将を失った帝国軍は、あっという間に瓦解した。反乱の件もありもともと士気も非常に低い状態だったため、統制が失われてもなお戦闘を継続しようとした部隊は皆無だったのだ。

      　とはいえ、帝国軍の部隊はまだまだ大半が健在だったのだ。その大軍を武装解除する手間は尋常なものではない。決戦が終わって丸一日が経過した今もなお、皇国軍の将兵は休む暇もなく働き続ける必要があった。

      「いやはや、どうなることかと思ったけど……何とかなってよかったよ、本当」

      　輝星が苦笑しながらそんなことを言う。彼は今、高級将校向けの談話室にいた。さすがに武装解除任務では彼の出る幕はないので、気楽なものだ。

      「まーなー。お前が捕まった時は、本当に焦ったが……」

      　対するサキは、覇気のないひどくだらしない格好でそれに答える。現状カレンシア皇国領内にいる帝国軍はほぼすべて投降に応じているため、自然と戦争は休戦状態になっている。ほんのこの間まで激戦に次ぐ激戦の日々を送っていたのだから、気合が抜けても仕方がないだろう。

      「これで戦争が終わればいいんだけど」

      「どうだろうなあ。停戦交渉の使節は送っているらしいが……こればっかりは」

      　サキがそう言って肩をすくめたのとほぼ同時に、ノックもなしに談話室のドアが開いた。驚いた二人がそちらに視線を向けると、そこには純白の皇国軍制式軍服をまとったヴァレンティナの姿があった。ディアローズ派とヴァレンティナ派の帝国兵の区別がつきにくかったため、ヴァレンティナ派は一時皇国軍に編入されることになったのだ。

      「それはないだろうね。ここまでされておいて、本国が簡単に敗北を認めるはずがない。最低限、もう一戦は覚悟しておいた方がいい」

      「聞いてたのか、お前……」

      　あらわれるなりそんなことを言うヴァレンティナに、サキはげんなりした表情を浮かべた。そして背もたれから背中を離し、少し警戒した様子で聞く。

      「で、なんの用だよ」

      　実は、輝星をこの部屋に呼びつけたのは彼女とシュレーアだった。サキとしてはこんなところでくすぶっていないで、甲板で日向ぼっこでもしたかったのだが……。

      「別に君は呼んでいないのだけどね？」

      「バカ言え、テメーらが不埒なことを考えてたらどうする？ 護衛は必要だろうが」

      「わたしはまだしも、自分の主君に対してひどい言いようだね……」

      　肩をすくめつつ、ヴァレンティナはぼやいた。そのまま、ちらりと輝星の方に流し目を向ける。

      「それで、まあ、本題に入ろう。我が愛に会わせたい相手がいてね」

      「うん？」

      　輝星は少し考えて、表情を真剣なものに改めた。心当たりは、ないでもない。

      「……ふむ。まあ、入ってきたまえ」

      　そう言ってヴァレンティナは、ドアから離れた。一瞬遅れてそこから入ってきたのは何とも言えない表情をしたシュレーアと、そして手錠で拘束されたディアローズだった。

      「んなっ!?」

      　予想もしない相手の登場に目を剥くサキだったが、彼女が何かを言う前に輝星の姿を目にしたディアローズが叫んだ。

      「や、や、やっぱり生きておるではないか！ 輝星は！」

      「えっ、な、なに？ 死んでた扱いなの、俺？」

      　あまりにも予想外の言葉に、輝星は思わず椅子から立ち上がって聞いた。その問いにヴァレンティナは答えず、愉快そうに笑う。

      「はははははは……戦う前に少しばかり揺さぶりをかけておこうと思ってね。ずいぶん動揺したようだから、作戦は成功だったな」

      「こ、このっ……」

      　一発殴らなければ気が済まないとでも言わんばかりの表情のディアローズだったが、手錠で拘束されている以上どうしようもない。その横でシュレーアが深いため息を吐いた。

      「運よく生け捕りに成功しましたからね、私の手で。そう、私の手で、です。きちんと汚名を返上し名誉を挽回したことをお見せしなければと思いまして」

      　自分の手柄であることを、シュレーアは強調した。抵抗の甲斐なくディアローズに撃墜されてしまったヴァレンティナがふくれっ面になる。

      「《オルトクラッツァー》さえあれば、わたし一人でどうとでもなった。きみがあんなに手ひどく破壊するから、修理が間に合わなかったんだぞ」

      「ふっ……結果がすべてですよ、結果が」

      　シュレーアは手をひらひら振りながら勝ち誇った笑みを浮かべる。

      「ま、まさか妾わらわはこのような下らぬ言い争いを見せられるために引っ立てられたのか？」

      　深いため息を吐いたディアローズは輝星の方をちらりと見る。返ってきた彼の視線に恐怖や嫌悪の色がないことを確認して、彼女はあからさまに安堵したような表情になった。

      「まさか！ むろん、そんなことはありません。今回輝星さんをお呼びした一番の理由は、あなたの処遇を決めるためです」

      　しかしシュレーアの言葉は、予想外のものだった。真剣な表情で、彼女は輝星を真っすぐ見つめる。

      「しょ、処遇」

      　ごくりと生唾を飲み込む輝星。同様に、ディアローズも表情を強張らせた。輝星の件や捕まった屈辱から今までそんなことはく考える余裕のなかった彼女だったが、今までの帝国軍の悪行を考えれば総指揮官だったディアローズが責任を取る形にならざるを得ないだろう。少なくとも、無罪放免はあり得ない。そこまで考えが至り、ディアローズの顔色がさっと蒼くなった。

      「はっきり言いますと、この女はこのままだと死刑になります」

      「し、死刑……!?」

      　軽く放たれた重い単語に、ディアローズは頭をハンマーで殴られたようなショックを受けた。

      「そりゃあ、そうでしょう。民間人を大勢虐殺した終末爆撃を指揮したのはあなたでしょう？ その責任から逃れることはできません」

      　死刑という単語に身を強張らせたディアローズに、シュレーアはさも当然のことのような口調で言った。国民感情の問題もある。勝利した以上、非道な作戦を指揮した張本人には責任を取らせる必要がある。それをしなければ、今度はシュレーアたちが国民から弱腰だと非難されてしまう。

      「ぐ、しかしあの作戦は……いや」

      　顔を真っ青にしたディアローズはぼそぼそと何事か呟いたが、結局抗弁をあきらめて首を左右に振った。その様子を見て、輝星が唸る。

      「何？ そんなことを言うために、わざわざここへ連れてきたの？」

      　彼にしては珍しい、責めるような口調で輝星は言った。だが、シュレーアは軽く笑って肩をすくめる。

      「まさか！」

      　重い話題に似つかわしくない朗らかな笑みを浮かべながら、シュレーアは輝星に歩み寄った。やさしく彼の方を叩き、言葉を続ける。

      「輝星さんはこの戦争の最大の功労者の一人です。そして、前回の件では私の失敗で大きなご迷惑をおかけしました。だからこそ、その埋め合わせにひとつ提案があるのです」

      「……なるほど？」

      　腕を組んで口をへの字にする輝星を見て、サキが眉を跳ね上げる。

      「また輝星に面倒ごとを押し付ける気じゃないっすよね、まさか」

      「そうかもしれないね」

      　答えたのはヴァレンティナだった。彼女は疲れたように笑い、小さく息を吐く。そして軽薄な表情を顔に張り付けて手をひらひら振った。

      「だが、これはわたしとシュレーアがよく話し合って決めたことだ。とりあえず、きみも最後まで黙って聞いてほしい」

      「ふん……」

      　サキは鼻息荒くそっぽを向いた。まあ、ヴァレンティナはともかくシュレーアに関してはまったく信用できないというワケではない。文句を言うのはあとからでも遅くはないだろう。

      「まあ、簡単なことですよ。要するに、ディアローズの処遇に関して輝星さんの意見を聞いてみようということです。この女の捕獲がうまくいったのは、あなたのおかげなのですから……そのくらいの権利は当然、あるでしょう」

      「実際に捕まえたのは我々だがね」

      　余計なことを言うヴァレンティナを、シュレーアが睨みつけた。そんな彼女らを気にすることもなく、ディアローズが怯える子犬のような目つきで輝星の方を見る。

      「聞いた話では、ずいぶんとこの女にひどい目にあわされたとか？ 銃殺の時には自分に撃たせてくれとか、その程度の融通なら聞きますが」

      　ニヤニヤと悪趣味な笑みを浮かべたシュレーアがディアローズの肩に手を乗せた。彼女はびくりと震え、血の気の失せた顔をぶるぶると震わせる。

      「ん、んんー、そういうことか……」

      　むろん、輝星にはそれがあくまでタチの悪い冗談であることは理解できた。シュレーアは輝星が人死にを嫌う性格であることをよく知っているし、だいいち問答無用で死刑にするつもりならばわざわざ本人を連れてきたりはしないだろう。彼女は激しやすいタチではあっても、敗者をいたぶって喜ぶような人間ではない。

      「とはいえ、ううーん……」

      　もちろん輝星は、ディアローズには死んでほしくないと思っている。確かにひどい目には合わされたが、しかしそれは笑って許せる範囲のことだ。鞭で打たれたといっても大した威力ではないオモチャのような鞭だったし、強引に犯されるかと思ったら自分で輝星の拘束を外して自爆している。きちんと謝罪する気があるのなら、水に流しても構わないと思っていた。

      　とはいえ、それはあくまで輝星本人に関連したことだけだ。ディアローズが帝国軍の責任者であるのは確かだし、非道な作戦を実行したのも事実だ。自分の一存でそこをひっくり返していいものかと、輝星は悩んでいた。

      「……あの」

      　しばし考えた後、輝星はディアローズに話しかけた。彼女はうるんだ目で輝星を見る。

      「な、なんだ……じゃない、なんでしょう」

      　いつもの調子で返しかけて、敬語に切り替えるディアローズ。さしもの彼女も、こんな状況では尊大にふるまうことなどできるはずもない。

      「はっきり聞きますが、あなたは死にたくないと思っていますか？」

      「と、当然だ！ ……いや、当然です」

      　誰がわざわざ死にたがるものかと、ディアローズは首をぶんぶんと左右に振った。

      「じゃあ、死にたくないならどうするべきだと思います？ しかるべき態度というものがあると思うんですが」

      「……ッ!?」

      　ハッとした様子で、涙目のディアローズは小さく息をのむ。そして輝星とヴァレンティナ、シュレーアの顔をまじまじと見た。一瞬考え込み、力いっぱい歯を食いしばる。顔を真っ赤にしながら、ゆっくりとしゃがみ込んでいった。恐怖かあるいは屈辱の為か、しゃっくりのような声を上げつつ頭を床につける。それは、典型的な土下座の姿勢だった。

      「こ、この度の件は、すべて妾わらわ……私に責任があります。申し訳ありませんでした……どうか、どうか許してください……」

      　見事なまでの、情けない命乞い姿だった。百年の恋も冷めそうなひどい態度だったが、輝星はほっと胸を撫でおろす。これが『金ならいくらでもやる！ だから助けてくれ！』だの『なぜ妾わらわが殺されねばならぬのだ！ 死ぬのは貴様だ！』などという皇国側の心証を逆なでするような言葉が出てきていれば、輝星としても庇いづらい。

      　肝心なことは、ディアローズが全面的に非を認めて謝罪したということだ。シュレーアはあくまで、輝星に意見を求めるとしか言っていない。結局、輝星がどうしようとディアローズが裁判にかけられることはすでに確定しているのだろう。助命したいなら弁護のやり方を考える必要があるし、その時に一番大切なのは被告であるディアローズ本人の態度である。

      「……」

      　輝星は表情を引き締め、いまだ土下座を続けるディアローズの隣へ立った。サキが「お、おい……」と声をかけたが無視し、自らも膝をついて深々と頭を下げる。

      「自分は、この人はここで死なせるには惜しい人間だと思っています。どうか、命ばかりは助けてあげられませんでしょうか？」

      　その言葉を聞き、シュレーアはわが意を得たりとばかりに深くうなずいた。

      「なるほど、わかりました。善処してみましょう」

      
        

      

      

      
        

      

      　その夜。輝星はシュレーアを伴い、《レイディアント》の廊下を歩いていた。夜間照明の淡い光に照らされた廊下には、人気はほとんどない。眠そうに目をこすりながら、輝星は大きく背伸びをした。

      「ああー、まったく……出撃もしてないのに、ずいぶん疲れた」

      　もちろん、ディアローズの件のせいだ。人の生き死にがかかった話し合いなのだから、精神的に疲れるのも当然のことだろう。

      「すいません、ご面倒をおかけして」

      　そう言って苦笑するシュレーアの表情には、疲れらしきものはない。責任者として輝星とは比べ物にならないほど面倒な案件を抱えているだろうに、タフなものだ。ディアローズの件にしろ投降した帝国軍の件にしろ、彼女が処理するべき問題は山のように積みあがっているはずなのだが……。

      「とはいえ、このままいけば彼女は死刑を避けられません。それを回避するには、それなりの手順を踏む必要があるのです」

      「あの人、一応帝国の次期皇位継承者な訳だけど……それでも処刑しなきゃダメなの？ 返還を餌にして賠償金を釣り上げるとか、そっちの方がよさそうに思えるけど」

      　次期皇帝を殺したとなれば、帝国側の反発は必至だ。それにより戦争が泥沼化してしまえば、犠牲者はさらに増えてしまうだろう。輝星としては、安直に処刑するというのはあまり賢い選択だとは思えなかった。

      「とはいえ、人が大勢死んでいる以上誰かが責任を取らねばならないのです。帝国側に詰腹を切らせることができなければ、国民の不満は私や私の家族……ハインレッタ家や皇国軍へと向かいます。それは、絶対に避けなければなりません」

      「感情の問題か……確かにそれは難しい」

      　輝星は腕を組んで唸った。確かに、家族や友人を殺されてカタキ討ちを求めている人たちに損得の話をしても仕方がないだろう。

      「とはいえ、シュレーアはディアローズ……を処刑するのは反対なんだよね？」

      　ディアローズに様だの殿下だのつけて呼べばシュレーアが気を悪くするだろう。輝星はあえてディアローズを呼び捨てにした。

      「ええ、まあ」

      　そうでなければ、わざわざ輝星を誘導してディアローズの助命を求めるようなことはさせないハズだ。シュレーアは小さく笑い、しっかりとうなずいた。

      「言っちゃなんだけど、自分を人質にしたような相手をよく助ける気になったね」

      　そんなことを言えば輝星とて危うく犯されかけたわけだが、彼は自分がかなりの変わり者であることを自覚している。シュレーアに同じことを求めるのはこくだろうと考えていたのだ。

      　対するシュレーアは、人質にされたとハッキリ言われてしまったせいで顔を赤くした。情けない姿を見られてしまったという気持ちは、たしかに彼女の中にもある。

      「それは……そうですが。しかし、彼女は生かしておいた方が結果的には得です。その上、被害に遭われた輝星さんが助命を求めるのですから、私が自分の感情を優先して処刑を強行させるなど、あってはなりませんよ」

      「……なるほど」

      　輝星はその言葉を聞いて優しく微笑んだ。何にせよ、ディアローズを助ける気になってくれているのはありがたい。

      「いや、被害に遭ったといっても大したことをされたわけじゃないけどね。ＳＭゴッコみたいなことさせられただけだし」

      「え、ＳＭゴッコ!?」

      　突然の卑猥な単語に、シュレーアは生唾をのんだ。心臓が跳ねまわり、思わず胸を押さえる。嫉妬と興味がないまぜになった複雑な表情で彼女は聞いた。

      「そ、それはいったい、また、どういうプレイを？」

      「い、いや、まあ」

      　輝星にも羞恥心がある。思わず赤面し言葉を濁す彼に、シュレーアは感情的な様子で詰め寄った。

      「お、教えてください！ 大切なことなんです！」

      　いったい何が大切なのだろうか。輝星は口元を引きつらせた。

      「なんというか、変なベッドに拘束されたり、おもちゃみたいな鞭でペチペチ叩かれたり……」

      「や、やはりあの女はそのような趣味を……!?」

      　いかにも女王様な雰囲気を漂わせているディアローズの容姿を思い出し、シュレーアは唸った。もっとも、半泣きで土下座姿をさらした今日の彼女にはそのような威厳はみじんもなかったが……。

      「いや、なんか……試しにやってみたものの、どうも趣味に合わなかったって感じだったな。結局自分でも何がしたかったのかわかってなかったみたいだし」

      　ディアローズが何を思って拘束した輝星をわざわざ解放したのか、彼にはさっぱり理解できなかった。ただ、ディアローズとしてはどうも女王様役は性に合わなかったようだというのは、なんとなくわかる。

      「妙に混乱してる風だったし……まあ、そのおかげでヴァレンティナに助けてもらえる隙が出来たわけだけど」

      「危うく傷物にされかけたというのに、妙に彼女に同情的なのはそういう理由でしたか……思ったより、危険人物ではなかったと」

      　本番が行われる前に輝星が救出されたというのはヴァレンティナからも聞いていたシュレーアだったが、ことがことだけにいったいどういう状況だったのかは聞くことができなかった。疑問が解決し、彼女は安どのため息を吐く。

      「むしろ、なんか面白いひとって印象かなあ」

      「むっ……」

      　それはそれで面白くない。シュレーアは形の良い眉をハの字にして小さく不満の声を上げた。

      「なんにせよ、俺をあれだけ追い詰めて負かすような相手なんだから殺すのはあまりにもったいないよ。性格はどうあれ……」

      　結局、輝星の考えは単純なものだった。有能な敵と戦うのは面白いし、それが死んでしまうのは惜しいと感じる。その戦闘民族のような感性に、シュレーアはため息を吐いた。

      「まあ、いいです。なんでも……」

      　あきらめの声を上げたシュレーアは、小さく苦笑して立ち止まった。言いたいことはないでもないが、目的地についてしまったのだから仕方がない。彼女の視線の先には、観音開きの丈夫な鉄扉があった。複数人の歩哨がその両隣に立ち、油断のない目つきで周囲を警戒している。

      「着きましたよ。ここにあの女が収監されています」

      　輝星がわざわざ夜中に出歩いていた理由……それは、ディアローズと面会するためだった。それも、一対一の内密なものだ。相手が相手だけに難色を示されるかと思ったのだが、シュレーアは思ったよりも簡単に許可を出してくれた。彼はやや緊張した面持ちで、案内された部屋に一人で入っていった。

      　そこは小ぶりなテーブルと椅子がいくつかあるだけの、質素で殺風景な部屋だった。おそらく面会専用の部屋なのだろう。輝星と対面側の椅子には、ディアローズが座っていた。

      「まさか……会いに来てくれるとは思わなかったぞ」

      　ディアローズは苦笑しながらそう言う。彼女の手と脚には特殊合金製の頑丈な枷がはめられており、まともに身動きできない状況だ。こんな姿で出迎えるのは恥ずかしいのか、表情はやや赤らんでいた。この厳重な拘束は、安全に輝星一人で面会するための一時的な処置である。彼が万一人質にでも取られれば非常に困ったことになるからだ。

      「いろいろ、話したいことがあったので。……ずいぶんキツく拘束されてますけど、大丈夫です？」

      　身動きもとれそうもない彼女の姿に、輝星は思わず聞いてしまう。自分の安全のためというのはわかるのだが、いくらなんでもやり過ぎなのではないかと思わずにはいられない。

      「い、いや、そんなに悪くはない。気にするな」

      　こういうのも悪くないなと言わんばかりの表情でディアローズは答える。実際、こんな状況だというのにドキドキしてしまうのだから、自分の性癖はなんと度し難いのだと彼女は内心自分にあきれていた。

      「それより、もはや妾わらわは貴様に敬語を使われるような身の上ではない。楽な言葉で喋れ」

      「は、はあ……わかった」

      　このようなことを言われたのは彼女で三人目だ。もはや慣れてしまった輝星は、小さくため息を吐いてうなずいた。

      「まったく、笑ってしまうな。この間とは立場が真逆になってしまった」

      　自嘲めいた声で言いながら、ディアローズは引きつった笑みを浮かべる。実際、彼女が輝星を捕まえてからまだ一週間もたっていないのだ。

      「とはいっても、あなたは別に俺を殺すつもりはなかったでしょ？ でも、今回は……」

      「その話はしないでくれ。正直、不安なのだ」

      　暗い表情で目をそらしながら、ディアローズが言う。シュレーアは助命の方向で話を進めるとは明言したが、しかしあの場ではそれ以上の具体的な話はされなかった。今のところいったいどのような処断が下されるのかさっぱり予測できない以上、不安を覚えるなという方が無理があるだろう。

      「そ、それに……殺すつもりがなかったのは確かだが、妾わらわが貴様にずいぶんとひどいことをしてしまったのは事実だ……本当に申し訳ないと思っている……すまぬ……」

      　視線を輝星に戻し、ディアローズが深々と頭を下げた。決して、命惜しさに心にもない謝罪をしている態度には見えない。むしろ、心底後悔をしているような雰囲気があった。

      「謝られたからには、許すよ。別にケガをしたわけでもないし」

      　その殊勝な様子に、輝星は軽く笑って手をひらひらと振った。若干恐怖を覚えたのは事実だが、まあ珍しい体験をしたと割り切れる程度のものだ。

      「すまぬ、すまぬ……ありがとう」

      　目尻にじんわりと涙をためて、ディアローズは言った。許さないと言われてしまったどうしようと、ずっと考えていたのだ。胸のつっかえが取れた気分だった。

      「ところで、そのことについて一つ気になっていることがあるんだけど……いや、正直に言うとね、それが聞きたくて俺はここに来たわけだけど」

      「……なんだ？」

      「あの時、なんで俺を解放したのかなって。あのタイミングで俺の拘束を解く理由はまったくないと思うんだけど」

      　輝星が無傷で助かったのは、ディアローズが妙なタイミングで拘束を解除したからだ。事故などではなくわざとやったことは明らかであり、そこに輝星は疑問を覚えていた。

      　対するディアローズはその言葉に、頬をリンゴのように真っ赤にした。子犬のようなか細い声でしばらく唸り、躊躇しながら再び口を開く。

      「あ、あれは……その……貴様にやっていた行為が、自分の趣味に合っていなかったことに気づいてしまって、無意識に……」

      「しゅ、趣味？」

      　思った以上に妙な理由が出てきて、輝星は首を傾げた。ディアローズは顔を赤くしたまま、汗をだらだらと垂れ流す。しかしどこか悦んでいるようにも見えた。

      「妾わらわは、なんというか……鞭で打ったり、言葉で責めたりとか、そういったことが好きだとずっと思いこんでいたのだ。しかし……実際は逆だった」

      「逆」

      　唐突な性癖カミングアウトに困惑した輝星は、オウムのように相手の言葉を繰り返すことしかできない。ちらちらとそんな彼を伺いながら、ディアローズが続ける。

      「鞭責め、言葉責めをされたいのは、実際は妾わらわ自身だったのだ……あの時は、貴様に押し倒されて妾わらわ自身を滅茶苦茶にしてほしかった」

      「え、ええ……」

      「男に押し倒され、好き勝手貪られたとあっては帝姫としての体面などメチャクチャだ。しかもそれが実の妹の前で行われるというのだから、興奮するなという方が無理だ！ そうであろう！」

      　唐突にエキサイトし始めたディアローズは、ミノムシのように拘束されたままずいと身を乗り出した。若干身の危険を感じて、思わず輝星が退く。

      「この際だから告白するが、妾わらわはいわゆるマゾヒストというヤツらしいのだ……！ 実のところ、今もこんな情けない姿を貴様に見られていると思うと、興奮して興奮して……！」

      　あまりにひどい告白に、輝星の額にタラリと冷や汗が垂れた。

      「ああ、そんな顔をして……ゾクゾクする……！」

      「ちょっと落ち着いてもらえない!?」

      「すまぬ、すまぬ……こんな妾わらわで済まぬ……嗚呼、もっと冷たい目で見てくれ！」

      「興奮しないで、頼むから」

      　恍惚とした表情でモジモジし続けるディアローズの姿は艶めかしいが、それはそれとしてこんな状態では落ち着いて話もできない。輝星の声には懇願するような響きがあった。

      「そんな無茶を……い、いや、妾わらわを一発殴ってくれ！ そうしたら落ち着くかもしれぬ！」

      「なんで!? なんでそうなるの!?」

      「殴れ！ さあ、早く！ 早く早く！」

      　期待満面の表情でディアローズは要求した。いい加減面倒くさくなった輝星はすっくと立ちあがり、ディアローズの頭にチョップをお見舞いした。

      「あふっ！」

      　割と全力に近い力が込められた一撃だったが、ディアローズは恍惚の極致に達した様子で熱い息を吐いた。そのまま、しばらく落ち着かない様子でモジモジする。

      「す、すまぬ。見苦しい姿を見せた」

      「本当だよ……」

      　半目になって輝星は口を尖らせた。そんな彼の顔を見たディアローズが完熟リンゴのような顔色のまま、照れた様子でふにゃりと笑う。

      「いや、しかし……不思議といい気分だ。こんな恥ずかしい姿を見られたのだから、普通なら死にたいほど後悔してもおかしくないと思うが」

      「ま、まあ、ストレスとか重圧とか、いろいろあっただろうし。いっそ恥ずかしいところも全部含めてぶちまけた方が楽になるというのは、確かにあるかもしれない」

      　彼女の現状を考えれば、あまり強いこともいえないだろう。何しろ自分が死刑になるかもしれないなどというハードな話があった当日なのだから、多少錯乱しても仕方のない事だろう。

      「そうか。うん、そうだな。それは……あるかもしれぬな」

      　ディアローズは何度もうなずき、そして何度か深呼吸し、輝星の目を真っすぐに見つめる。

      「では、ついでにもう一つ恥ずかしいことを言っておこう」

      「まだあるの……」

      　げんなりした顔で輝星が呻いた。

      「莫迦もの、今度は妾わらわの性癖の話ではない……！」

      　少し怒った様子でディアローズが軽く睨みつけると、輝星は申し訳ないと苦笑した。

      「その、なんだっ！ ……妾わらわは貴様を、北斗輝星を愛しておるのだっ！」

      　輝星は思わず咳き込んだ。突然のカミングアウトでショックを受けるのは先ほどに続いて二回目だが、ある意味これは一回目より刺激の大きい告白だった。

      「ごほっごほっ！ ……い、いきなりだなあ」

      「あ……い、言っておくが返事などするでないぞ！ 別に貴様に好かれておらぬことくらい、妾わらわもわかっておる。が、それはそれとして断られるのは普通にショックだからな！」

      「え、ええ……」

      　傍若無人なディアローズの言いように、輝星は思わず苦笑した。そして、少し考えこむとにやりと悪戯っぽい笑みを浮かべてディアローズへと歩み寄る。

      「返事をするなというから、恋愛感情についてはノーコメントだ。ただ、あえて言わせてもらうとね？」

      「な、なんだ？」

      　緊張した面持ち聞き返すディアローズ。そんな彼女に、輝星はずいと顔を近づけた。ギリギリ鼻が触れ合うような距離だ。ディアローズの心臓が跳ね上がり、身体がびくりと震えた。

      「一人の人間としては、あなたのことは俺も好きだよ」

      「んなっ!?」

      　完璧な形で精神的なカウンターパンチを喰らわされたディアローズが奇妙な声を上げる。輝星は笑顔のまま顔を彼女の前から放すと、わざと足音を立てながらディアローズの背後に回る。全身を拘束されたディアローズは後ろに振り向くことが出来ず、ドキドキしたまま輝星の次の言葉を待った。

      「何しろ、あなたは強い！ この俺を負かした！」

      「い、いや……それは……人質などという汚い手を使って……」

      　思わずディアローズが萎縮した声で言い返した。シュレーアを人質に取ったのは自分自身の判断だが、それを恥じるくらいの品性は彼女とて持ち合わせている。

      「あの場でシュレーアを墜とされたのは、俺の援護が間に合わなかったからだ。その上でああいう手段を取ったわけだから、それを卑怯だとは俺は思わない。それに……」

      「それに？」

      　聞き返すディアローズの耳元に、輝星は口を近づけた。以前ヴァレンティナに背後で好き勝手された時のことを思い出しつつ、彼は囁くような声で言った。

      「前にヴァレンティナに言われたんだよ」

      「ふひゃあ！ な、なんだ、なんなのだ!? ヤツから何を言われたのだ!?」

      　耳元で想い人にささやかれた喜びと、このシチュエーションで妹の名前が出てきたという不快感の板挟みにあったディアローズが奇妙奇天烈な声で叫ぶ。

      　その様子が思いのほか面白かった輝星は、思わず小さく笑ってしまった。ヴァレンティナには好き勝手やられたが、なるほどやる方になってみるとなかなか楽しいものだ。妹にやられた仕打ちを姉に返すのも悪くはないだろうと、そんな割とひどいことを考えている。

      「ディアローズは卑怯なことを平気でする。ストライカーに乗ってない時を狙ってくるかも……ってさ。この星系での作戦が始まる、ずっと前にね」

      「や、ヤツめ、いつの間に輝星と接触を!? と、というか、ヤツからはそんな風に思われていたのか、妾わらわは!?」

      　さすがにショックを受けたディアローズが困惑する。確かに戦場ではいろいろやったが、さすがに実の妹から悪の権化のような扱いを受けるとは思ってもみなかったのだ。

      　この様子に、輝星はちょっと失敗したと口元を引き締めた。別に彼女とヴァレンティナの仲を裂きたいわけではない。ディアローズを元気づけられれば、それでいいのだ。少し考えて、彼女の狼めいた耳にふっと優しく息を吹いてみた。

      「あ、あ、あ！」

      　その奇襲に、ディアローズの一瞬下がりかけていた興奮が一気にボルテージを上げる。

      「まあ、今はそんなことはどうだっていいよ。結局、刺客が来ることなんて一度もなかったわけだから」

      「あ、当たり前であろう！」

      「だからだよ、俺がディアローズを気に入ってるのはさ……」

      「き、気にっ、気にぃっ!?」

      　許容量がいっぱいになってしまったディアローズの情緒は、もう滅茶苦茶になりかかっていた。しかし輝星は容赦しない。

      「俺とディアローズが勝負をしたのは、あくまで同じ盤の上での出来事だ。それ以外の盤外要素は戦場のあれこれに関わっていない。だから、俺はあなたに負けたと認める」

      　あれほど輝星を負かすことにこだわっていたというのに、ディアローズはその言葉に特に悦びは感じなかった。なにしろ（命の危険がない範囲で）負けるのは自分の方が気持ちがいいからだ。

      「俺は全力で戦うことが好きだし、同じように俺と全力で戦いに来る相手も好きなんだ。才能も持てる手札も全部使って俺に応戦してきたディアローズのことは、かなり好きだ。……恋人云々じゃなくて、趣味に付き合ってくれる相手という意味でだ、だけど」

      　ぼそりと付け加える輝星だったが、とうに精神が限界を迎えていたディアローズにそんなことを気にしている余裕はない。彼女にできることは、意味の分からない小さな奇声を口から漏らすことだけだった。

      「そんな相手が処刑されるのは困るからさ。俺も手を貸すから、なんとかディアローズも元気を出して頑張ってほしいわけだよ。わかるね？」

      「う、うむ。わかった」

      　ディアローズはなんとかそれだけ言った。だが、輝星にはそれで十分だ。満足げに笑うと、ふと目の前に揺れる彼女の耳が目に入る。

      「……ちょっと聞きたいんだけど、痛いのが好きなら耳を甘噛みされるのとか、どう？」

      「甘噛み！ 耳！」

      　ディアローズは興奮した声で叫ぶと、一瞬考え込んだ。そして再び口を開く。

      「な、何が望みだ！ 金か？ 金なのか？ 妾わらわ全財産でいいのか？ ぜんぶ出す！」

      「こんな時にお金の話をするんじゃないよ生々しい！」

      「す、すま……ンッ!!」

      　謝罪の言葉も間に合わず耳に噛みつかれたディアローズは、それはもう大変なことになった。

      
        

      

      

      
        

      

      　ディアローズが大変なことになってしまったので、この日の面会はそのまま終わってしまった。次に輝星が面会にやってきたのは、その数日後のことだった。

      「な、なんだ。やっと来たのか。もう来てくれないものかと思って、心配しておったぞ」

      　輝星を出迎えたディアローズは、赤面しながら彼の様子をチラチラと伺う。その目つきは、まるで恋人に向けるような色っぽいものだった。ちなみに、今回は前のような重拘束ではなく手錠だけのラフな捕虜姿だ。

      「いや、そう頻繁に面会をさせてるわけがないでしょう？ あなた、自分がどれだけ危険な立場に立っているのか理解しているのですか？」

      　半目になりながらそう苦言を呈したのは、輝星に同行してきたシュレーアだった。今回の面会は彼女と輝星の他、元四天のテルシスもついてきている。前回のような私的な面会ではないことは明らかだ。もちろんディアローズもそんなことはわかっているので、手錠のはまった両手を降参するように上げて軽く笑う。

      「むろん、理解しておる。疑われるようなことをすれば、立場が悪くなるのは妾わらわ自身だ。怪しいことはせぬ」

      　命乞いのために半泣きで土下座した人間とは思えないような、軽く明るい口調でディアローズは言った。その様子にシュレーアは苦いため息を吐いた。心境が変化するような出来事があったのは明らかで、そしてそれは先日の面会が原因であることは火を見るよりも明らかだ。

      　それについて気にならないと言えばウソになるが、なんだか怖いので結局シュレーアは今日まで輝星にそれを聞くことはできていなかった。キスのひとつでもしてやったのではないかと、彼女は考えている。

      　もっとも、輝星は自分の恋人ではないのでそれにどうこう言える筋合いはないし、自業自得とはいえひどく落ち込んでいた人間が元気になったのならそれはそれでよし。それがシュレーアの出した結論だった。別にシュレーアとてディアローズを苛めたいわけではないのだ。

      「忠告しておきますがね、裁判でなんとか減刑を勝ち取らなければあなたは死ぬしかないんです。そこのところを、しっかり頭に入れておくように」

      　とはいえ、やはり面白くはないのでしっかりと釘をさしておく。言われた方のディアローズはさすがに顔色を少し青くし、でれでれとしていた表情を引き締めた。

      「う、うむ。あいわかった。……そういえば、諜報部から聞いたことがある。皇国は皇家の権力基盤が弱く、各省庁が言うことを聞かないことがよくあるとか。……もしや、裁判所も？」

      「はい」

      　実家をナチュラルに罵倒されたシュレーアはぶぜんとした様子でうなずいた。

      「私がただ単にあなたの助命を嘆願しただけでは、判決は覆りませんよ。あなたを生かしておくべきだと、なんとか皇都の裁判官たちを納得させる必要があります」

      「三権分立から考えれば当たり前なのでは……？」

      　為政者サイドの要請でポンポン判決が覆るような裁判は、それはそれで怖い。地球人テランである輝星はそう思うのだが、当然のように中世封建制で宇宙を統治しているヴルド人貴族たちにはいまいち言葉の意味がよくわからなかったようだ。シュレーアとテルシスが小首をかしげ、苦笑したのはディアローズだけだった。

      「地球式とは違うのだ、我々のやりかたは。うむ、しかし、参ったな……皇女であるシュレーアさんが助命すると明言したのだから、完全に大丈夫だと思っておったぞ、妾わらわ……」

      　まさかのシュレーアさん呼びに、当の本人が一番ぎょっとした。なにしろふだんの態度が態度なので、他人をさん付けで呼ぶことがこんなに似合わない人物もそうそういないだろう。

      「だからこそ、その対策を相談しようというのが今日の趣旨なわけだ」

      　空気の読めないテルシスが、豊満な胸を強調するように両腕を組んで言い放つ。ディアローズは口をへの字にして、彼女を睨みつけた。

      「いや、そういう要件ならシュレーアさんがくるのはわかる。輝星も来てくれたのが嬉しいので、それはそれでよい。が、貴様はなぜついてきたのだ？ 戦闘だけではなく司法まで専門分野だったのか？」

      　テルシスも別に頭が悪いわけではないのだが、なにしろ重度の戦闘狂なので戦争以外はてんで役に立たない。いったい何をしに来たのか気になるところだった。

      「いや、単に廊下を歩いていたら彼らと出くわしたのでついてきただけだが」

      「そんな気軽に来るような場所ではないだろう!? というか、ここは皇国の艦だというのになぜ貴様がその中をうろうろしているのだ！」

      　いくら作戦の都合上手を組んだとはいえ、もとは交戦状態にあった軍の部隊同士なのだから仲良くやれるはずもない。お互い、自分の艦に引きこもっているのが普通のはずなのだが……。

      「いや、なんというか……テルシスさんはいつの間にかこの《レイディアント》に住み着いてしまって……修理の終わった《ヴァーンウルフ》も勝手に持ち込むし……」

      「ネズミか何かか、うちの元最高戦力は！」

      　シュレーアの言葉に思わずディアローズが叫んだ。相変わらずフリーダムにもほどがある。黙っていれば精悍な長身の麗人なのだが……。

      「ま、まあそんなことはどうでもよろしい！ 彼女は帝国側の上位貴族なので、何か役に立つのではないかと思って連れてきただけですので！」

      「な、なるほど」

      　とりあえず、ディアローズは納得して見せた。これは、ディアローズ以外の帝国貴族の意見も聞きたかった、ということだろう。

      「しかし、裁判か。すっかり安心しきっていたから、完全に気を抜いておった。どうしたものか……」

      　頭を切り替えて、ディアローズは唸った。なにしろ彼女は人望がないので、何を言っても命惜しさにデタラメを言っていると思われる可能性がある。

      「そのことなんだけど、最初に一つはっきりさせておいた方がいいことがある」

      　そこで声をかけたのは輝星だった。彼は真剣な目つきで、じっとディアローズを見る。

      「な、なんだ？」

      「終末爆撃の総責任者だよ。市民を爆撃しろと命令した最上位者は、いったい誰なんだ？ その責任の所在が、この件の一番重要な点になると思う」

      「んんっ!?」

      　ディアローズは渋い表情になった。

      「まあ、それはその通りですよ。何しろ、あなた方帝国軍がしでかした最大の非人道行為が終末爆撃なわけですからね」

      　腕を組みつつ、シュレーアが厳しい目つきでディアローズを睨みつけた。彼女は冷や汗をかきつつ、視線を逸らす。

      「その所業のツケを誰かに払わさねば、皇国の世論は収まりませんよ」

      「本国では……」

      　シュレーアの言葉に応えるようにしてテルシスが言う。彼女は帝国軍が終末爆撃を行っていた時期にはまだ帝国の本国にいたわけで、決して当時のカレンシア派遣艦隊の内情を知っていたわけではない。だが、その意見を参考にすることくらいはできるだろう。テルシスをわざわざ連れてきたのは、そういう理由だった。

      「ディアローズがやらかした、という論調で報じられていたな。むろん低コストで可住惑星が手に入るわけだから、喜んでいる者もいたが。しかし、良識派は彼女が本国へ帰還し次第糾弾するべきだと主張していたな」

      「う、うむ。むむむむ……」

      　耳が痛くなるような言葉に思わずディアローズは目をつぶり、唇を突き出して唸り始めた。もしつつがなく戦争に勝利して帝国へ帰還できていたとしても、もしかしたら彼女は今と同じように立場を失って孤立していたのかもしれない。

      「一応、あなたの幕僚たちにも尋問をしたのですが……全員口をそろえてあなたに命令されたと証言していました」

      「で、あろうなあ……命令を出したのは妾わらわだからなあ……」

      　冷や汗の浮かぶ顔をハンカチで拭い、ディアローズはため息を吐く。

      「でもさ」

      　しかしそんな彼女を弁護するような口調でそう言いながら、輝星が指で軽く椅子のアームレストを叩いた。

      「そんな命令をディアローズが出すのは、どうも違和感がある。この人の戦術や戦略は、受ける被害を局限しようとすることが多い。自分をオトリにしてこちらの火点を炙り出したり、二線級部隊で俺たちを足止めして主力部隊を守ったりとかね」

      「確かに……」

      　シュレーアは自分の顎に手を当てながら、静かに過去の戦いを思い出した。どんな被害を出してでも勝てばよいというような猪突猛進型の指揮官ならば、ああいった戦術はとらないだろう。

      「終末爆撃は、メリットも多いですがデメリットも多い。なにしろ弾薬は山のように浪費するし、非道な行為をするわけですから味方の士気は下がるし敵の士気は上がる」

      　こういった植民狙いの侵略では、元の住人は大型輸送艦や鹵獲ろかくした商船にねじ込んで相手交戦国に押し付けるのが普通だ。防御側は自国民なので受け取り拒否できないし、難民を抱えるぶん相手方の物資やマンパワーを浪費させることができる。純軍事的には見れば多少手間と時間がかかってもそれが一番ベターなのだ。

      「らしくないよね、わざわざ戦いの難易度を上げるようなこの選択は。つまり何が言いたいかというと、きみにこの非道な作戦をやれと命令を出したやつがいるんじゃないかってこと」

      　軌道爆撃作戦には、ディアローズ以外の黒幕がいる可能性がある。この惑星、センステラ・プライムの戦いで投降してきた帝国の高級将校が言っていた言葉だ。輝星はその発言がいまだに気になっていた。

      「う、うむ。うむ。……いる……」

      「なに、貴様の独断ではないのか？ しかし、次期皇帝である貴様に命令できる相手など……」

      「それはもう、皇帝しかいないでしょうね。黒幕は」

      　結論はすでにわかり切っていたと言わんばかりの口ぶりで、シュレーアが肩をすくめた。そんな彼女をテルシスが驚いたような目で見る。

      「し、しかしだ。皇帝陛下はディアローズが帰還したら叱責すると、そう仰られていたぞ。自分で命令をしておいて、その通り実行した部下を叱責するなど、道理が通らないではないか」

      「皇帝陛下は……母上は……貴様の責任において終末爆撃を実行せよと。自分は責任を取らぬからと……そう命令したのだ、妾わらわに」

      　とうとう観念したディアローズが、絞り出すような声で言った。彼女としては、あまり言いたいことではなかったのだ。

      「命令をだしておいて、それはないだろう！ 命令をしたものが責任を取る！ それが貴族の矜持というものだ。もしそれが本当ならば、なぜ貴様はそのような命令を受諾したのだ！」

      　ひどく憤った様子のテルシスがディアローズの肩を掴んで激しく揺すった。馬鹿力で脳みそをシェイクされた彼女は「や、やめろぉ！」と情けない悲鳴を上げる。あわてて輝星がテルシスの背中を軽くたたくと、テルシスは不承不承といった様子で手を止めた。

      「いや、ちょっと……それを言うのは恥ずかしいのだが……」

      「いや、今さら恥ずかしいとか言っても無駄でしょ。観念しなさいよ」

      「それもそうか」

      　半目で言う輝星に、ディアローズは真顔でうなずいた。すでにあれほどの痴態を見せているのだから、恥ずかしいなどと言ったところでもう手遅れだ。

      「妾わらわはな、母上から強く命令されると拒否できぬのだ……体が勝手に従ってしまうというか」

      「ん!? あ、ああー……」

      　合点がいって、輝星は大きなため息を吐いた。おそらく皇帝はディアローズのマゾを見抜き、〝ご主人様〟として命令を出すことで彼女を無理やり従わせていたのだ。娘の性癖を利用する母親など、タチが悪いにもほどがある。

      「何を納得しているんです？」

      　一方、そんな事情を知らないシュレーアは小首をかしげて聞いた。もしシュレーアが同じ立場で、母親である皇王につよく終末爆撃を命令されたところで彼女は問答無用でそれを拒否するだろう。だからこそ、逆になぜディアローズが従ってしまったのかさっぱり理解できないのだ。

      「いや、なんというか……」

      　まさか先日の出来事をハッキリ明言するわけにはいかない。輝星は少しの間考えてから、ゆっくり言葉をつづけた。

      「この人ってさ、見た目気が強そうだけど……ヘタレじゃない」

      「ンッ！」

      　唐突な罵倒にディアローズの肩が震えた。反射的に伏せた顔はすでに真っ赤になっていた。

      「確かに恥ずかしげもなく土下座で命乞いしてましたね……」

      「だから、そういう弱い所をうまく利用されてたんじゃないかなって」

      「なるほど。……いや、納得はしましたが、そんな意志薄弱な人間が次期皇帝ってどうなんですか？」

      「精神が多少弱くても偉そうな演技と戦闘指揮だけは抜群に上手かったんでしょ」

      「ンンッ!!」

      　二度目の罵倒に、ディアローズはテーブルに身を投げ出して崩れ落ちた。うつ伏せになって顔を隠したまま、背中はプルプルと震えている。

      「本当に精神が弱いようだ」

      　興味深そうにそういうテルシスだが、実際は悦んでいるだけだ。もちろん、その事実に気付いているのは輝星だけだが。思った通りの愉快な反応に、輝星は内心ご満悦である。他人が嬉しそうにしているのは、気分がいいものだ。

      「しかし、ならばこそ困りましたね。そんな事情なら、命令書なんかもないでしょう。証拠として立件するのは……」

      　いくらディアローズが責任は皇帝にあると主張したところで、形式上は彼女が命令者である以上は保身のための単なる嘘として片づけられる可能性が大きい。ディアローズの助命を目指す側としては非常にやりにくい。

      「そこはもう、強弁するしかないのではないか。どうせ、帝国とのさらなる戦いは避けられないのだろう？」

      　テルシスが聞く。停戦交渉がうまくいっていないことは、彼女も聞き及んでいた。

      「ええ。……まあ、カレンシア派遣艦隊など帝国にとっては一戦力にすぎませんからね。おそらく、今回よりさらに大規模な艦隊を組んで再侵攻を狙うでしょう」

      　勝てる戦力があるというのにあえて敗北を呑むような真似はしないということだ。それを実行できるだけの軍事力は、確かに帝国にはある。

      「ならば、その艦隊の司令官は間違いなく皇帝陛下だ。それを利用して、こう主張するしかない。『自分は皇帝にハメられた！ 復讐したいから皇国軍に手を貸す！』……若干苦しいが、この女の実力は皇国でも知れ渡っているだろう。なんとか頑張れば、戦力目当てで不承不承許してくれるのでは」

      「う、うむ……。そうだな、妾わらわもそう思う。そういう方向でいこう。確かに、協力するのはやぶさかではないからな」

      　ちらりと輝星の方を見ながらそんなことを言うディアローズに、シュレーアはため息を吐いた。

      「わかりました。……はあ、仕方ありませんね」

      　敵が次々味方になっていくという怪現象に、シュレーアは頭を抱えるしかなかった。そんな彼女を慰めるように肩を優しくテルシスが叩き、そのまま満面の笑みを浮かべて聞いた。

      「では、この話はこれでいいな？ 拙者の方の本題に入りたいのだが」

      「え、なんか用事があったんですか？」

      「むろんだ」

      　深くうなずく彼女に、シュレーアは「ではどうぞ」と少し嫌そうに言う。

      「我々が決起するときに、戦果を最も挙げたものが輝星殿からご褒美を頂くという約束があっただろう？ それを果たしてもらおうと思ってな」

      「えっ」

      「自慢ではないが、先日の戦いで最も戦果を挙げたのは拙者だ。ヴァレンティナにもノラ卿にも確認を取ったから、間違いない」

      「あれはあなたが言い出したんでしょ！ マッチポンプじゃないですか！」

      　シュレーアは困惑したが、テルシスは悪びれもせず「その通りだ」と開き直ったのだった……。

      「ご褒美、ねえ。じゃあ、あれですか？ 再戦とか、そういう点」

      　戦果レースの景品にされたことを思い出して苦い表情を浮かべながら輝星は聞いた。テルシスは性欲優先になりやすいヴルド人には珍しく、素でかなり紳士的……いや、淑女的な性格をしている。で、あれば要求も趣味の戦闘関連である可能性が高いのではないかと考えたのだ。

      「いや、違います。今すぐ再戦したところで、拙者の敗北は避けられない……また戦いたいかといえばもちろん肯定ですが、それはせめて拙者側に一太刀入れられる力量がついてからのほうが望ましいでしょう」

      「なるほど」

      　輝星は腕を組んでうなずいた。以前の戦いでは、三対一という圧倒的な状況でさえ彼女ら四天が敗北しているのである。まして一騎討ちなどしようものなら、結果など火を見るよりも明らかだ。

      「幸い、あの戦いで目指すべき場所は見えました。あまりお待たせし続けることもないでしょう……」

      　満足げな表情で何度かうなずいてから、テルシスは表情を改めて続けた。

      「しかしそれはまだ未来の話。今現在あなたにお願いしたいことは、また別のことなのです」

      「あまり無体なことを要求するようであれば、雇い主権限で止めさせていただきますが」

      　輝星を守るようにして、厳しい表情のシュレーアがずいと前に出る。ただでさえやっと彼を取り戻せたばかりなのだ。これ以上帝国側の人間に輝星を取られたりすれば、たまったものではない。

      「まあ、何でもよい。とりあえず言わせるだけ言わせればよいではないか、ヤツの要求とやらを」

      　対してディアローズはといえば、話の主役が自分ではなくなってしまったせいかやる気のない態度を隠しもしていなかった。手をひらひらさせながら、しらけた目つきでテルシスのほうを見る。

      「ふむ……では、改めて」

      　その言葉を受けたテルシスはすっくと立ちあがり、背筋を伸ばして輝星に向き合った。そして胸に手を当て、深々と頭を下げる。

      「拙者、テルシス・ヴァン・メルエムハイムをあなたの騎士にしていただきたいのです」

      「き、騎士……」

      　ヴルド人の軍組織にいれば耳にタコが出来るほど聞く単語だが、決してその言葉は軽いものではなかった。輝星はかすかに表情を引きつらせた。要するに彼女は、輝星と個人的な主従を結びたいのだ。

      「なんだ、そんなことか。輝星、受けてやってもよいのではないか？ 奴は実家も太いし、剣術の腕も折り紙付きだ。部下にしておいても困ったことにはならぬぞ」

      　が、ディアローズは無責任にこう言い放った。反射的にシュレーアが文句を言おうとしたが、ディアローズはこれを真剣な表情で手招きして遮る。どうやら内緒話がしたいようだ。不承不承、シュレーアは従った。

      「やつは帝国でも最強の剣士の一人だ。それが自主的にボディーガードになってくれるというのなら、お買い得物件ではないか」

      　こそこそとした小声で、ディアローズが激しく主張する。自分にも敬語を使わないような傲慢不遜なテルシスが輝星には一貫して敬語で接していたので、こうなるのではないかと予想していたようだった。

      「し、しかし……そんな相手が一転、輝星さんの身を狙ったらどうするのです？ 憲兵を差し向けても平気で撃退しそうじゃないですか、あの人」

      「ヤツの脳みそには騎士道と剣術のことしか入っておらぬ！ 万一色気づいても、貴様以上のうぶな態度しかとれぬであろうよ。妾わらわも輝星の身に万一があったら困るのは貴様と同じだ。それがこういう判断を下しているのだから、信頼するのだ」

      「た、確かに……」

      　すでにテルシスはディアローズの指揮下から自主的に離れているのだから、彼女がテルシスを使って何やら悪事を考えている可能性も低いだろう。少し考えた後、シュレーアは納得してうなずいた。

      「輝星さん、確かにこれは悪い話ではありませんよ。私はこの件には賛成です」

      「すっかり丸め込まれちゃって、まあ」

      　輝星があきれると、シュレーアの後ろでこっそりディアローズがピースサインをして見せた。虜囚の身にもかかわらず、やたらと楽しそうなのだからタチが悪い。

      「わかった、わかりましたよ。こんな根無し草と主従を結んだって、いいことはないと思うんですけどね」

      「あなたと同じ戦場に立てるのならば、それが何よりの報酬となりますとも」

      　これは筋金入りだと、輝星は苦笑した。それを肯定と受け取ったのかテルシスは表情を明るくし、深くうなずく。

      「これより拙者は我が主の剣となり、降りかかる厄災をすべて打ち払って見せましょう。すべてお任せを」

      「次の戦いもハードになるぞ。それに、俺は残念ながら給料をたくさん出せるほど裕福じゃない」

      「激しい戦ならむしろ願ったりかなったりです。そして、もちろん給料などいりませんとも。むしろ、金なら拙者がだしましょう」

      「どこの世界に配下にお金を出してもらう主君がいるのさ……」

      　そんな情けないことにはなりたくないと、輝星は渋い表情で首を左右に振った。

      
        

      

      

      
        

      

      　ことがことだけに、ディアローズの裁判は皇都の正式な裁判所で行う必要があった。そのため彼女を乗せた巡洋戦艦《レイディアント》は、捕虜収容作業終了のめどがつくと即座に皇都へ帰還することとなった。もはや帝国軍の妨害も気にする必要もなくなったため、往路と違い帰路は楽なものである。

      　皇都へ帰還後、待ち構えていた皇国司法局は即座にディアローズを裁判所へと引っ張っていった。軍事裁判であるから、弁護人に名乗り出たシュレーア以外は法廷へ入ることが出来ない。輝星たちは、ただ待つことしかできなかった。

      「ふー……」

      　皇国最高裁判所の控室で、輝星は小さくため息を吐いた。開廷してすでに一週間がたっている。待っているほうとしては、神経が削られることこの上ない日々だった。

      「今日判決が出るって話だがね、いったいどうなることやら」

      　付き添いのサキが肩をすくめながら言った。彼女にとってディアローズは決して好ましい相手ではないせいか、その表情はやや皮肉げなものだ。

      「といっても、わずか一週間のスピード判決デスからね。だいたい、予想通り進んだんじゃないデスかぁ？」

      　輝星の代わりに答えたのは同じく付き添いのノラだ。彼女はソファーに浅く腰掛けてテーブルに脚を投げ出し、紙コップに入った炭酸飲料をストローですすっている。ノラにしても、あまりディアローズの心配はしていないようだった。

      「案外、死刑の方向でスムーズに進んでしまった可能性もある。油断は大敵だぞ、ノラ卿」

      　輝星の後ろで銅像か何かのようにじっと佇んでいたテルシスが言った。輝星の騎士になると宣言したあの日からずっと、この女はこうして輝星の後ろに従者めいて付きまわっている。

      「怖いことを言う」

      「申し訳ありません、我が主よ。しかし最悪の状況は常に想定しておく必要がありますから」

      　ナチュラルに飛び出した我が主という呼び方にサキとノラが顔を見合わせ、ノラがべーっと舌を出した。サキは少し笑って、首を親指でスッとなぞるゼスチャーをする。ノラが神妙な顔で立ち上がると、無言でテルシスに飛びかかった。

      「ふん、甘い」

      　が、テルシスはノラの突撃を完全に見切って回避し、そのまま袖と襟をつかんでブン投げた。ノラは悲鳴を上げながら床を転がっていくが、彼女の決死の想いで作った隙をサキは逃しはしなかった。鞘と鍔がヒモでくくり付けられた状態の刀を腰から抜き、大上段でテルシスに打ち込む。

      「ふっ、意気込みはよし！ だが、踏み込みが足りていないぞ！」

      　しかしその一撃は、テルシスの愛剣によって阻まれる。こちらも鞘に収まったままだから、彼女としてもじゃれ合いのつもりだろう。渾身の一撃が防がれたサキの腹に、手加減した蹴りが綺麗に入る。

      「おえっ！」

      　思わずサキは剣を取り落とし、腹を押さえてうずくまった。その背中を、いつの間にか復帰したノラが優しくたたく。

      「くそぅ……強すぎデスよ、あなた」

      「はっはっは、勝負ならいつでも受けるとも」

      　裁判所の控室などという厳粛な場で、いったい何をやっているんだと輝星が三人に白い目を向けた。サキとノラが同時に目をそらし、下手くそな口笛を吹く。

      「暇なら本でも読むか、ゲームでもすればいいのに」

      　文句を言う輝星だったが、その時控室のドアがノックされた。テルシスが表情を改めてドアに歩み寄る。サキとノラは素知らぬ顔で服についたほこりを払った。

      「おや、噂をすれば……」

      　壁に取り付けられた液晶モニターで来客の顔を確認すると、そこにはシュレーアとディアローズの姿があった。テルシスはドアのロックを解除し、彼女らを部屋に入れてやる。

      「お待たせしました！」

      　入ってくるなり、シュレーアは満面の笑みでそう言った。どうやら、最善の判決を勝ち取れた様子だ。

      「やりましたよ！ こちらの要求は、ほぼ飲んでもらえました！ いやー難儀した……」

      　まあ、もし死刑となってしまったのならこうしてディアローズと一緒にやってこられるはずもない。輝星はほっと胸を撫でおろした。

      「じゃあ？」

      「ええ、今後の対帝国戦に協力させるという条件で、死刑は回避できましたよ」

      　実際のところ、戦争はまだ終わっていないのだ。皇帝自らが大艦隊を率いて皇国に再侵攻をかけるというシナリオは、もうほとんど既定路線になっている。元敵とはいえ優秀な人材が手を貸してくれるというのなら、皇国もそれを無碍むげにはしにくい。シュレーアたちはその部分を焦点にして裁判を優位に進めたのだ。

      「なにしろ、帝国軍の内情を一番知っている人間の一人がこの女ですからね。それがもろ手を挙げて協力してくれるなら、これ以上強力な武器はないと、そう言い切ってやりましたよ」

      「なるほど」

      　シュレーアにうなずき返し、輝星はディアローズの方を見る。

      「お疲れ様。問題なく終わったみたいで何よりだ」

      「ずいぶんとねちねち言われたがな……いやはや、愛のない鞭は駄目だ」

      　ディアローズは疲労困憊の様子で肩をすくめる。ドＭな彼女だが、さすがに検察や裁判官の追求では気持ちよくなれなかったらしい。さすがにそんなもので気持ちよくなられたらタチが悪いにもほどがあるので、輝星は内心少し安堵した。

      「で、結局判決はどうなったんすかね？ さすがに無罪放免とは行かんでしょう、こいつは」

      　サキがどうでもよさそうな口調で聞く。なにしろ、ディアローズはカレンシア派遣艦隊の総司令なのだ。皇国からすれば憎くて憎くてたまらない相手には違いがない。極刑は避けられたとしても、それなりの重い刑が言い渡されるのではないかと彼女は考えていた。

      「ああ、刑ですか。そりゃもちろん、奴隷刑です。身分をはく奪し、奴隷として売り払う。まあ、貴族には死刑よりツライ刑かもしれませんね」

      「ど、奴隷……」

      　その物々しい単語に、ノラがゴクリと生唾を飲んだ。しかし反対にシュレーアは気楽な様子でポケットからあるものを取り出し、輝星に渡す。

      「というワケで、今日から輝星さんがこの女のご主人様です。ソレをつけてやってください」

      　シュレーアから渡されたもの、それは犬用のモノによく似た首輪だった。合成繊維でできた丈夫そうな代物で、黒一色のシンプルなデザインをしている。

      「まてまてまて、なんでそうなる！」

      　文句の声を上げたのは、輝星ではなくサキだった。彼女は慌てた様子で輝星とシュレーアの間に割り入り、聞く。

      「奴隷刑ってのはまあ、わかるっすよ。まあ、死刑じゃないならそのあたりが適当じゃないかとは思ってたし……でも、いきなりその持ち主が輝星になるっつーのは、なんかおかしくないっすか!?」

      「いやまあ」

      　シュレーアは半笑いを浮かべながら目をそらした。

      「最初は私が買うつもりだったんですよ。軍事アドバイザーとしてはなかなか有能そうだし……」

      「結構じゃないっすか。なんでそうならなかったんです？」

      「なんというか……輝星さんって、すさまじい成果を上げているじゃないですか。今回の件も、輝星さんがいなければこれだけの帝国兵が反乱に参加することはなかったでしょうし……」

      「そりゃあそうデスね。この男がそっちの陣営にいなければ、そもそも反乱自体発生しなかったデスよ」

      　肩をすくめながらノラがそう言い切った。何しろ、彼女らがディアローズを裏切ったのは対輝星戦でディアローズが醜態をさらしまくったせいだ。つつがなく戦いが続いていれば、こんなことには絶対にならなかったはずだ。

      「というわけで、何か追加報酬を出すべきだという話になりまして。でも、今の皇国にはまったく、ぜんぜん、ちっともお金がありませんから……ちょうどいいからモノで支払ってしまえと。そういう話に」

      「それこの女の裁判で話す必要がある話ですか!?」

      「仕方ないじゃないですかあ！ そういう話になっちゃったんだから！ もう決定事項なんだから今さらどうこう言ってもひっくり返りませんよ！」

      　ほとんど半泣きでシュレーアは叫んだ。彼女としても、やや不本意な結果なのだろう。その迫力にサキは圧され、それ以上の文句を言うことはできなかった。輝星は何とも言えない表情で押し付けられた首輪に目をやる。

      「ちなみに、それは奴隷用の首輪です。中に爆薬が仕込まれていまして、特定の条件で爆発します。威力は大したものではありませんが……まあ、相手は生身ですから。作動すれば首が文字通り飛びますよ」

      「ぶ、物騒な……ちなみに、条件というのは？」

      「一つは手動起爆。専用リモコンを使います。このリモコンは、私と輝星さんがそれぞれ持つことになっています」

      　そう言ってシュレーアは、黒く小さな樹脂製のリモコンを輝星に見せた。携帯式の小型音楽プレーヤーのような形状をしている。

      「もう一つは、マスター登録された人間……つまりは、輝星さんからの生体反応が受信できなくなったときに自動で起爆します。万一輝星さんが亡くなってしまったり、あるいは電波が届かないほど遠くへ離れてしまうと問答無用で死ぬということですね」

      「えっ、なにそれ、怖……」

      　逃亡や主人殺しを避けるための機能だろうが、それにしても物騒すぎる。輝星は引きつった顔でディアローズの方を見たが、彼女はまったくの無表情でこちらを見返した。しかし、目にだけは情欲の炎がギラギラと燃え盛っている。おそらく、内心のワクワクドキドキを周囲に悟られまいとなんとか抑えているのだろう。本人が一番乗り気なのだから、タチが悪い。

      「どれだけ離れたらアウトなのかは、あえて聞いていません。もちろん多少は大丈夫でしょうが、あまり彼から離れないように」

      　シュレーアはディアローズにそう警告した。彼女は神妙な表情でうなずく。

      「首輪自体、軍用のナノチューブ素材でできていますから……一度装着すれば外す方法はありません。無理やり外そうとすれば自動起爆しますし、何より首輪の強度が非常に高いので外れるより先に首がモゲるでしょう」

      「御託はよい。覚悟はとっくに決めておるから、さっさとソレをつけるのだ」

      　低い声でディアローズが言った。存外に落ち着いたその態度にテルシスが感心したような目で彼女を見たが、実際の彼女の内心を知れば頭を抱えるかもしれない。輝星はすでに頭を抱えたい気分になっていた。

      「なるようになれだよ、もう……」

      　深い深いため息を吐いてから、輝星はディアローズに歩み寄った。彼女は無言で膝を突き、首を差し出す。無言でその白い首に黒く武骨な首輪をはめると、一瞬躊躇してからロックをかけた。小さく電子音が鳴り、機能が正常に作動し始めたことを知らせる。

      「わはははは、こうなっちゃ次期皇帝サマも終わりデスねえ！ どうですか、気分は？」

      　ケタケタと笑いながらノラが聞く。そんな彼女に、ディアローズは真顔で答える。

      「今日は人生最良の日かもしれぬな」

      「は？」

      「アッ間違えた。最悪だ最悪。まったく、この妾わらわがなぜ奴隷などに……」

      　あわてて訂正し、ディアローズはそっぽを向いてぶつぶつ呟く。そんな彼女をノラは怪訝な顔をして眺めていたが、妙な空気を吹き飛ばすようにシュレーアが明るい声を出す。

      「ま、なんにせよこれで当面の懸案事項はなくなりました。肩の荷が下りましたよ、まったく」

      「とはいえ、戦争が終わったわけじゃないんでしょ？ 帝国の大軍が来るって話じゃ……」

      　気を抜き過ぎなのではと輝星は思ったが、しかしその言葉にテルシスが首を左右に振る。

      「それはその通りです、我が主。しかしいかにノレド帝国が大国とはいえ、いきなり大戦力を動かすことはできません。次の戦いは、すくなくとも一か月は先になるかと」

      「その通り。そして我々もずいぶん消耗しましたからね、しばらく積極的な軍事行動は無理です。合流した元帝国兵との合同訓練も必要ですし……」

      「しばらく暇になると？」

      　輝星は腕組みしながら聞いた。皇国軍も帝国軍も今回の作戦で大きく傷ついたし、物資もかなり消耗してしまった。動くに動けない状況なのは確かなので、帝国の本国がしばらく大人しくしてくれるのは確かにありがたいが……。

      「ええ、よくも悪くもね。まあいい機会ですよ。しばらく忙しかったですから……骨休めができます」

      　遠い目でシュレーアは天井を見た。人質にされたり、帝国軍と轡くつわを並べて戦うことになったり……。さしもの彼女も、ずいぶんくたびれてしまった。ここで時間的な余裕ができたのは、逆にありがたくもあった。

      「というワケで、明日から皇室御用達の温泉旅館を貸し切り予約しているのです。どうです、輝星さんも一緒に行きませんか？」

      「温泉旅館!?」

      　予想だにしないその単語に、輝星は思わず咳き込みそうになった。

      
        

      

      
        第二章　温泉旅行

      

      
        

      

      　翌日、昼。シュレーアに案内された輝星たちは、皇都の山奥にある老舗旅館を訪れていた。警備のためか旅館は貸し切りになっており、輝星たち以外の客はいない。

      「しかしなあ、まだ元占領地の混乱は収まっていないだろうし……あたしらだけこうやって羽を伸ばすってのは」

      　畳敷きの宴会場で昼食をとっている最中のサキは、取り皿に置かれた刺身を箸でいじりながらブツブツと文句を言った。輝星が行くのならと無理やり同行した彼女だったが、この慰安旅行にはやや不満があるようだった。

      「まあね、気分はわかる……」

      　小さくため息を吐く輝星が頭に思い浮かべているのは、惑星センステラ・プライムで世話になった農民たちの顔だ。もちろん作戦終了後、食料や消耗品などを救援物資として送りはしたのだが……本格的なお礼はまだできていなかった。ディアローズ関連のゴタゴタのせいだ。

      「時間があるなら、センステラ星系にいったん戻りたいところなんだけど」

      「申し訳ありませんが、センステラ星系は少々遠すぎるのです。輝星さんには万一があった時、すぐに軍に合流できる場所にいてもらわなくてはなりません。その点、ここならば高速艇を飛ばせば大本営まで三十分とかかりませんから……」

      　言葉の通り、シュレーアは心底申し訳なさそうな表情をしていた。輝星とサキがセンステラ・プライムで民間人に助けられた一件は、彼女も知っている。

      「とりあえず、生活に不自由することはないよう物資は送っています。皇都への疎開も提案しましたが、畑があるからと断られてしまいましたので……」

      「それはありがたい……でも、モノ送ってハイ終わりというのも不義理だしね。さっさと帝国軍をもう一回蹴りだして、今度こそお礼に行かなきゃ」

      「その時は私も同行しますよ。もともと、我々が負けたばかりに民には要らぬ苦労をかけているわけですし」

      　困ったようにかすかに笑ったシュレーアが、小さく息を吐く。戦争に勝つだけでも大変なのに、その後にも問題が山積みになっている。気が重くなるなという方が無理がある。

      「恩を返すのも重要だがね、休養もまた戦士の重要な任務の一つだ。せっかく遊びに来たのだから、今日のところはしっかりと体と精神を休めることを優先したほうがいいんじゃないかな？」

      　辛気臭い話をする輝星たちを、ヴァレンティナが諫めた。ちなみに今日の彼女は薄桃色の和服姿だ。前回のデートに引き続き薄浅葱色の和装姿のシュレーアに対抗したのかもしれない。とはいえこの旅館は地球様式の純和風の店構えをしているので、確かに和服は状況によくマッチしている。

      「ええ、確かにそれはその通り……。しかしその休養にあなたがついて来ては、休むに休めない気もしますがね」

      　そんな彼女に、シュレーアは反抗心をあらわにして言い返した。輝星と二人きりというのは無理でも、ヴァレンティナまで付いてくるというのは完全に予想外だったのだ。しかも同行してきた帝国勢は彼女だけではない。ノラとテルシスまで、別のテーブルで新鮮な刺身に舌鼓を打っていた。お邪魔虫が多いにもほどがあるだろう。

      「ははは……いや、すまないな。我が姉が何か粗相でもしないか心配でね。お詫びに今回の旅費はわたしが全部出すから、許してくれたまえ」

      「うっ……」

      　金欠極まりないシュレーアとしては、その提案は非常にありがたいものだった。さすがにこんな情勢で国費を使って慰安旅行などすることができるはずもなく、旅費はすべて彼女のポケットマネーから出ている。おかげで現在のシュレーアの口座の残高は皇族とは思えないほどひどい有様になっていた。

      「妾わらわが粗相をするかもしれぬらしいぞ、ご主人様。困ってしまうなあ……くふふふ」

      　一方、妹にずいぶんとひどい言われようをされたディアローズと言えば、驚くほど上機嫌な様子だった。酒も飲んでいないというのに頬を上気させ、輝星の背中から覆いかぶさる。豊満な胸で押しつぶされかけた輝星はぐええとカエルが潰されたような声を上げた。

      「ほら、いきなり粗相した」

      「奴隷の態度ですか、それが。さっさと離れなさいさっさと！」

      　半目になった二人が強引にディアローズを引きはがした。彼女はやたらと楽しそうな様子で悲鳴を上げたが、特に抵抗はしない。実の妹であるヴァレンティナすら見たことがないほどディアローズのテンションは高かった。

      「はー……首輪のせいで別行動させられないとはいえ、ここまでひどいとは……」

      　額に手を当てながら、シュレーアが深い深いため息を吐く。輝星と離れすぎると奴隷用首輪が作動してしまうため、ディアローズを旅行に連れてこないわけにはいかなかったのだ。別室で軟禁してやろうかと鋭い目を彼女に向けるシュレーアだったが、ディアローズはニヤリと笑って小さく耳打ちする。

      「まあ待て、妾わらわも妹に輝星を掻っ攫われるのは気にくわぬ。貴様に協力してやるから、まあそばに置いておけ」

      「むう……」

      　シュレーアは小さく唸った。当然だが、首輪の起爆用リモコンは持ってきている。いざとなれば、それを使って強引にディアローズにいうことをきかせることは可能だ。それは当然彼女も理解しているだろうから、あまりシュレーアが腹を立てたり不利になったりするような行動はしないだろう。そこまで考えて、シュレーアは小さくうなずいた。

      「くれぐれも変な行動はしないように」

      「わかっておる。変な行動はするよりされる方が楽しいからな……」

      「なんて言いました、今!?」

      「いや、何でもない」

      　ディアローズはヘラヘラと笑いながら、自分の席に戻った。慣れた手つきで箸を操り、刺身を上品に食べ始める。

      「うむ、うむ。しかしここの魚はなかなか上等だな。気に入った」

      　何事もなかったかのようなその態度に、シュレーアはもう一度ため息を吐く。何にせよ、休暇はまだ始まったばかりだ。

      
        

      

      

      
        

      

      　昼食後、宴会場から出た輝星たちは旅館の廊下を歩いていた。腹も膨れて気持ちが落ち着いてきた輝星は、物珍しそうに周囲を見回す。裸電球風の照明に照らされた廊下は輝星もよく見慣れた和風様式であり、すれ違う仲居さんたちも着物を着ている。従業員がヴルド人ばかりということを除けば、まるで日本にいるかのような風情があった。

      「できるだけ故郷に近い環境の方が、気持ちも休まるかと思いまして」

      「確かにこれは帰郷したような気分だな。ありがとう」

      　もちろん、貧乏人である輝星にはこんな高級旅館を訪れたような経験はない。とはいえその配慮は純粋にありがたいので、輝星はにこりと笑って答えた。

      「しかし、いいところだね。ここは……景色もいい」

      　窓の外に目をやりながら、輝星は言う。濃い緑の山林と渓流の組み合わせは、風情というものをあまり気にしない輝星でも美しいと感じるほど趣深い景色だった。

      「そうでしょうそうでしょう！ これを見せたかったんですよ、これを」

      　上機嫌にうなずくシュレーアだったが、そんな彼女を見たノラは皮肉げに肩をすくめた。

      「とはいえ、ぼーっと外を見ててもすぐ飽きちゃいますよ。せっかく遊びに来たんだから、ぱーっとやりたいところデスけどね」

      「まあ、わからんでもないけどさ……のんびりする以外にやることある？」

      　輝星は小さく苦笑した。たしかに退屈なのはあまり好きではないが、しかしこういった場所に来てなお刺激を求めるというのも野暮だろう。将棋だのトランプだのといったテーブルゲームは持ってきているので、それで暇を潰そうかと彼は考えていた。

      「あ、そっ……それならっ！ 温泉とかどうでしょう!? ここの湯は素晴らしいですよっ！」

      　目を泳がせながらシュレーアが提案した。あからさますぎる態度に、ヴァレンティナが（こいつ……）という目でシュレーアを見る。

      「食後すぐに風呂っていうのもねえ」

      「そっ、それもそうですね！ あははー……」

      　顔を引きつらせつつ、シュレーアは引き下がる。輝星はなぜか悪いことをしてしまった気分になり、軽く息を吐く。まあ、じゃあもう少ししたら……と言おうとしたものの、彼が口を開くより早くヴァレンティナがずいと寄ってきた。

      「では、ここはひとつレクリエーションをするというのはどうかな？ 来る前にちょっと調べたのだが、この宿にはなかなか立派なゲームコーナーがあるそうじゃないか」

      「ゲームコーナー？ ああ、なるほど……」

      　確かに観光宿でゲームコーナーというのは定番といえば定番だろう。

      「我々はそういったところで遊んだような経験はあまりなくてね。興味があるのさ」

      「お貴族様がゲーセンなんかにいたら、そりゃあびっくりデスからね。テルシスサンも行ったことないでしょ？ そういうトコ」

      　突然水を向けられたテルシスは、腕を組んで小首をかしげた。

      「げーせん？ げーむこーなー？ まあ、よくわからんがそのようなところには行ったことがない」

      「それどころかカジノすら出入りしている姿が想像できぬぞ、このカタブツは……」

      　ディアローズの言葉に、ノラは噴き出した。真面目腐った顔でスロットマシンにコインを延々突っ込み続けるテルシスの姿を想像したのだ。

      「ま、そのあたりはわたしも似たようなものさ……慣れない遊びというのは、面白いものだ」

      　本当か？ と言わんばかりの表情でシュレーアがヴァレンティナを見た。テルシスと違い、彼女はカジノで荒稼ぎしていてもおかしくないような垢ぬけた雰囲気がある。そんなシュレーアの内心を知ってか知らずか、ヴァレンティナは微笑を浮かべながら続ける。

      「それに聞くところによると、多人数で遊べるゲームもあるらしいじゃないか。せっかく組織の垣根を越えて手を組むことになったのだから、そういったもので親睦を深めるというのも悪くないだろう？」

      「なるほどな。そいつはいい考えだ」

      　そう答えながら自信ありげな笑みを浮かべたのは、サキだった。下町育ちの彼女にとっては、ゲームセンターなど庭のようなものだ。余裕ヅラのヴァレンティナを得意分野でボコボコにできるというのなら、それはさぞ気分のよいことだろう。断る理由などあるはずもない。

      「そういうなら、まあ……ただ俺、アクションゲームとか苦手だからね。やるなら後ろで見てるよ」

      　輝星は肩をすくめた。ストライカーに必ず装備されているブレイン・マシン・インターフェース、Ｉ─ｃｏｎ。輝星の高い戦闘能力は、このＩ─ｃｏｎ適性が極めて高いことに由来する。

      ヴルド人の反射神経は地球人テランなどには及びもつかない。いかな輝星とはいえ、Ｉ─ｃｏｎの補助なしではヴルド人とは同じ土俵にすら立てないのだ。いくらがんばったところでヴァレンティナらに勝てるはずもない。

      「別に対戦系のゲームばっかってこともないだろ？ 一緒に楽しめるヤツで遊べばいいのさ」

      「まあ、それもそうか」

      　ゲームとはいえあまり醜態を晒すのも恥ずかしいが、まあ命がかかっているわけでもない。賛成の者が多いならそれでいいかと、輝星はうなずいた。

      　くだんのゲームコーナーは、旅館の地下にあった。分厚い木製階段を下りた輝星たちを、電子音と七色の光を四方八方に放つ無数のゲーム筐体が出迎えた。

      「旅館のゲームコーナーっつーからしょっぱいモンを想像してたが……こりゃあなかなかだな。ちょっとしたゲームセンターくらいの規模じゃねえか」

      　感心した様子でサキが周囲を見回す。そして「おっ」と顔をほころばせると、とある筐体に駆け寄った。

      「戦場の誉ほまれじゃねえか！ これなら輝星も楽しめるんじゃないか？」

      　そう言って彼女が指さしたのは、大型の球状筐体だった。小さなドアが付いており、中には椅子や操縦桿などがコンパクトに収められている。どうやら、ストライカーのコックピットを模しているようだった。

      「ほう、こういうゲームもあるのか。面白い」

      　筐体の中を覗き込みつつ、ヴァレンティナが感心の声を上げた。ゲームとはいえ、そのクオリティはなかなか高い。本物のストライカーも見慣れている彼女から見てもチープさは感じられなかった。

      「アクションは苦手だっつってたが、これは別だろう。ひとつ遊んでみないか？」

      「え？ あ、うーん……まあやってみるか」

      　一瞬躊躇した輝星だったが、興味自体はあるらしく筐体へと入っていった。シートに腰を下ろすと、操縦桿を軽く握って感触を確かめる。筐体の内側の壁には全面に液晶が設置されており、確かに雰囲気としてはストライカーのコックピットそのものだった。

      「せっかくだから、対戦しましょうよ。ＣＯＭ相手にやっても面白くないデスし」

      　ひょいと顔を出したノラが、ニヤリと笑ってそんなことを言う。そのまま、隣にある別の筐体へ乗り込んでいった。シュレーアも慌ててそれに続く。この場にある戦場の誉の筐体はわずか四台。急がねばあっという間に埋まってしまう。

      　残らされたサキ・ヴァレンティナ・テルシス……そしてディアローズの四人は顔を見合わせた。残る筐体は一台のみ。誰が行くかは悩ましい所だ。

      「……このメンツなら、お前らの誰かが行ったらどうだ？ 皇国勢と帝国勢でそれぞれ二人ずつってことでさ」

      　少し考えてから、サキは自ら身を引いた。できればヴァレンティナと対戦したいというのが彼女の正直なところだったが、すでに席が埋まってしまっているのだから仕方ない。この対戦が終わった後に改めて対戦表を組みなおせばいいだけだ。

      「ふむ、ならば妾わらわは不参加でよい。今の妾わらわは皇国陣営であるからなあ……くふふふ」

      「拙者も結構だ。要するに、これはストライカーのシミュレーターなのだろう？ 我が主と剣を交えるなら、仮想世界よりも現実でやりたいところだ」

      「では、お言葉に甘えるとしようか」

      　二人の言葉を受けてうなずいたヴァレンティナは、最後の筐体へと向かっていった。残された二人は一瞬顔を見合わせ、二人して輝星の筐体を覗き込む。

      「操作法はわかるか？」

      「まあなんとなく……」

      　小銭入れから出したコインを機械に投入する。いくつかの説明書きが流れた後、正面のモニターにゲーム選択画面が表示された。

      「店内対戦ってモードだな、たぶん……」

      「そうそれ」

      　適当に操作して、先に進める。シュレーアたちの筐体とリンクしたことを確認してから、機体選択画面に移った。古今東西の様々なストライカーのリストが表示される。玉石混交様々な機種があるゼニス・タイプに関してはあまり覚えのある機種はないものの、量産型であればかなりマイナーどころも取り揃えているようだった。

      「何選ぶよ？ さすがに《カリバーン・リヴァイブ》はねえぞ」

      「では《ヴァーンウルフ》は？」

      「ええと……あ、あった」

      「……すげえな、さすが大国のトップエース様だ」

      　腕を組んだテルシスがふふんと自慢げに笑ったが、輝星は無情にもそのまま選択カーソルを別の機体に移した。テルシスはがくりと肩を落とす。

      「いやさ、ゲームにはＩ─ｃｏｎなんて機材はついてないんだぞ？ 手動操作のみでヴルド人相手に近接格闘を挑むのは無謀が過ぎる。だから……俺はヴァイパーⅡで行く」

      　そう言って彼が選んだ機体は、物干し竿のような長大なブラスターライフルを携えた細身の機体だった。背部には大型の多連装ミサイルランチャーを装備している。

      「こいつは……地球軍の主力機だな」

      「そうさ。地球人テランがヴルド人と戦うために設計した機体だよ。状況的には一番適しているはずだ」

      　地球人テランとヴルド人では、身体的なスペックがあまりにも違いすぎる。もちろんパイロット適性は肉体の強さだけで決まるわけではないが、反射速度や耐Ｇ能力といったパイロットに必須の能力に関してもヴルド人の方が一方的に有利なのだから手に負えない。

      　Ｉ─ｃｏｎによる先読みという最大の能力を失った自分が彼女らに対抗するには、対ヴルド人に特化したこの機体を使うほかないと輝星は判断したのである。

      「いつもの自信はどうしたんだよ、まったく」

      　呆れたように鼻を鳴らすサキだったが、輝星はあくまで真剣だった。

      「まあ、見せてやるよ……Ｉ─ｃｏｎの補助がない俺のドン臭さってやつをな……」

      　そんなことを言う彼の額には、一筋の冷や汗が流れていた。ストライカーに関しては自信過剰とすら見える態度を取る彼だが、それに反比例するようにその他のことに対する自己評価は低い。輝星はそういう男だった。

      　それはさておきゲームである。設定等はこのゲームに慣れているらしいノラがすでに決めていた。輝星はその対戦ルームに参加するだけで準備が完了する。

      「フィールドは廃墟都市、チームは……ちょうど皇国と帝国で別れたな」

      　コンソールの液晶パネルに表示されたデータをちらりと確認してから、輝星は小さくつぶやいた。廃墟都市というフィールド名が示す通り、周囲にはボロボロの高層ビルが大量に立ち並んでいる。本物と見まがいそうな、なかなかリアルなグラフィックだ。

      「操作法はホンモノとそう変わりがないぜ。ま、動かして見ろよ」

      　このゲームを以前に遊んだことがあるらしいサキが助言を飛ばした。輝星はうなずき、操縦桿を丁寧に握るとそっと押し込んだ。

      「ふむ、なるほどな？ 基本は同じか。とはいえ、思考制御が使えないぶんを自動操作で補ってるわけだな。これはなかなか厄介だぞ……」

      　ぶつぶつ呟きつつ、輝星は機体の操作を確認していった。数分ほどしてノラからボイスチャットが飛んでくる。

      「もうそろそろ動かし方はわかったデスよね？ さっさと戦いたいんデスけど」

      「操作法……は、大丈夫だ」

      「同じく。いつでもいけますよ」

      　そう答えたのはシュレーアだ。輝星と違い、声からはやる気満々の様子が伝わってくる。

      「じゃ、チュートリアルは終わりってことで……行きますよ！」

      　気迫のこもった声とともに、真紅の機体がビルの合間から飛び出してくる。帝国製重ストライカー、〝ウィル〟だ。

      「四天機はあったはずだが……手加減してくれたか！」

      「機体性能で押しつぶしたって、面白くないデスからね！」

      　そう叫ぶノラに、輝星は即座に照準を合わせた。実際のストライカー戦とはあまりに勝手が違う。相手の射程内に入る前に叩き落さねば、不利になる一方だ。ロックオンが完了すると同時に、背部の多連装ミサイルランチャーを斉射する。

      「その程度では目くらましにもならないデスよ！」

      　だが、殺到するミサイルをノラは廃ビルを盾にして容易に防いで見せた。そして即座にビルの陰から飛び出し、メガブラスターライフルを発砲する。飛来する真っ赤なビームに輝星は慌てて回避機動をとったが、間一髪で間に合わず肩に被弾してしまう。画面に表示されたHPヒットポイントゲージがゴッソリと減少した。鳴り響く警告音に、輝星は顔をしかめる。

      「どうしました？ 実機なら撃墜デスよ！」

      「わかっとるわい！」

      　罵声に罵声を返しつつも、ロングブラスターライフルで応射する。が、ノラはこれも容易に回避してしまった。さらに悪いことに、ビルの屋上からもう一機のストライカーが飛び込んできた。ヴァレンティナの《ジェッタ》だ。

      「ゲームが苦手というのは本当のようだね。だが、きみほどの戦士に手加減するのは失礼だろう！ 申し訳ないが墜とさせてもらう！」

      「げえ！」

      　一機だけでも手に余っているというのに、ニ対一など微塵も勝ち目がない。急いでビルに身を隠しつつ、僚機であるシュレーア機の位置を確認する。

      「援護！ 援護して！ 死んじゃう！」

      「おっまかせをーッ!!」

      　歓喜の声とともに、急迫するヴァレンティナ機の進路をふさぐようにして青い《クレイモア》があらわれた。シュレーア機だ。

      「貴方の騎士はテルシスさんだけじゃあないんですよ！ 私が来たからにはもう安心です！」

      「きゃー格好いいー」

      　ヤケクソになった輝星は棒読みで歓声を飛ばした。そんな雑な声援でも、シュレーアのテンションはうなぎのぼりだ。彼女は目をキラキラさせつつ、相対するヴァレンティナ機にライフルの砲口を向けた。

      「ゲームとはいえこんな機会はまたとないんですよ！ あなたには噛ませ犬になっていただく！」

      「面白い、やってみればいいさ。できるものならね！」

      《クレイモア》が連射したビームを盾で防ぎつつも、ヴァレンティナは獰猛な笑みで彼女に応じた。腰からロングソードを引き抜き、シュレーア機に突っ込む。

      「ふっ、剣術なら私に勝てると？ 甘い甘い！」

      　シュレーアもこれにツヴァイハンダーの抜剣で応じた。長剣同士がぶつかり合い、激しい火花が飛ぶ。

      「ふっ、砲術だけの女ではないことは知っているさ！」

      「それは重畳！」

      　熾烈な剣戟を交わす二機だったが、それを見た輝星はニヤリと笑って操縦桿のトリガーを引いた。

      「手段を選んでいる余裕はない！ 悪いけどできるだけ避けてくれ！」

      「うわあああ!?」

      　ミサイルの暴風がシュレーアとヴァレンティナを襲った。慌てて離脱するシュレーアだったが、数発のミサイルを背部に喰らってしまう。ゲームだからほとんど被害がなかったが、実機だったら大事である。

      「ひ、ひどいことをする……」

      　一方、ミサイルの猛爆を喰らったヴァレンティナの《ジェッタ》は半スクラップ状態になっていた。撃墜こそ免れているものの、パーツがあちこち破損し戦闘力が大きく減じている。

      「い、いえ、ナイス判断です。さすがは輝星さん！」

      　冷や汗をかくシュレーアだったが、チャンスには違いない。剣を銃に持ち替え、その砲口をヴァレンティナ機に向けるシュレーア。しかし次の瞬間、敵機接近警告が輝星の耳に飛び込んできた。

      「よそ見とはらしくないデスねえ！」

      　ノラ機だ。彼女の《ウィル》は背中にマウントされた大型フォトンセイバーのグリップに手を添えながら、猛スピードで突っ込んで来ていた。

      「やっぱり来たか、くそっ！」

      　慌ててロングブラスターライフルを向ける輝星だったが、取り回しの悪い大型火器では迎撃が間に合わない。《ヴァイパーⅡ》の銀色の装甲に、《ウィル》の真紅のビーム刃が迫った。

      「まずは一本いただく！ 」

      　叫ぶノラだが輝星も負けていない。即座に反応し、叫び返す。

      「《ヴァイパーⅡ》は単なる遠距離戦機じゃないんだよ！」

      　もはや手持ち火器では迎撃が間に合わない危機的状況であっても、輝星はまだあきらめてはいなかった。肉薄してくるノラ機に体を向け、トリガーを引く。《ヴァイパーⅡ》の腹部に据え付けられた超短砲身の拡散ブラスター砲が火を噴いた。

      「ぬわっ!?」

      　拡散ブラスター砲は十分に粒子を加速できないため、一撃でストライカーを撃破できるような威力はない。しかし高温の粒子を大量に浴びせかけられたわけだから、いかな重装甲の《ウィル》でもただでは済まなかった。メインカメラを破壊され、思わずノラは機体の動きを鈍らせる。

      「そこだ！」

      　この隙を逃す輝星ではない。スラスターを焚いて全力で後退しつつ、ロングブラスターライフルを撃ち込んだ。しかし、ノラもトップエースの一人だ。そうやすやすとやられてはくれない。サブカメラへの切り替え作業をしつつ、即座に横っ飛びに跳ねてビームを回避した。

      「そんな雑な射撃に当たってやるほど甘くはないんデスよ！」

      「ちぃっ！」

      　重厚な機体に見合わない軽快なステップで回避運動を取りつつ、ノラはメガブラスターライフルで反撃してきた。太い光線をなんとか回避する輝星だが、その顔には冷や汗が浮かんでいた。

      「ず、ずいぶんと苦戦してるな。動きがふだんと全然違うぞ……」

      　観戦していたサキが唸る。いつもの輝星なら、フォトンセイバーを抜いて突撃していたことだろう。だが、今の彼にはそんなことをしている余裕はいっさいないように見える。

      「経験と工夫でなんとか立ち向かっている、という感じだな。なるほど、我が主の強さの根源はＩ─ｃｏｎとのシンクロにあったわけか。しかし、思考制御の有無でここまで変わるとは……」

      「機体を動かすのにいちいち操縦桿で操作してたら、あんたらの反応速度に勝てないんだよっ！」

      　呑気に解説するテルシスに、輝星は切実な声で言い返した。実際、ノラの攻撃は熾烈であり反撃すらままならない状況だ。一瞬でも気を抜けばあっという間に撃墜されてしまうだろう。

      「ははは、これはなかなか愉快デスねぇ！ あの《凶星》サマを手玉に取るなんて、そうそうできる経験じゃありませんよ！」

      「だから嫌だったんだアクションゲームは！ ちくしょー！」

      　嗜虐的な表情で哄笑を上げるノラ。それはもう心底楽しそうな彼女の様子に、輝星は思わず罵声を飛ばした。

      「ゲームでもストライカー戦には変わりないデス！ おりゃー！」

      「うわわっ!?」

      《ウィル》の太い脚から繰り出される飛び蹴りが、《ヴァイパーⅡ》の腹に突き刺さった。銀色の華奢な機体がサッカーボールのように吹っ飛ばされる。

      「トドメデスよ！」

      　地面に転がる《ヴァイパーⅡ》にメガブラスターライフルの砲口を向けるノラ。愉悦に歪んだ表情でトリガーを引こうとした彼女だったが、突如鳴り響いたロックオン警告アラートに舌打ちする。

      「お・ま・た・せ！ しましたー！」

      　元気いっぱいの声とともに乱入してきたのは、シュレーアだった。彼女はブラスターライフルを乱射しながらノラ機に向かって突撃する。

      「くそ！ あの女、もうやられたんデスか！ 使えねーヤツデスね！」

      「仮にも上官に対してなんてこと言うんだ、キミは」

      　先ほどシュレーアに撃墜され、一人ゲームオーバー状態になってしまったヴァレンティナがぼやく。輝星のフレンドリーファイヤ上等のミサイル攻撃によって彼女の機体は致命傷を負っていたのだから、ここまで持たせたのはむしろ善戦の部類に入るだろう。

      「諦めるのだ、我が妹よ。エレノール以外の四天はみなこんなものだ」

      「姉上も苦労していたのだな……」

      　ため息を吐くヴァレンティナをしり目に、戦いは佳境に入っていた。ビルを盾にしてシュレーアの射撃を防ぐノラだったが、こっそりと移動していた輝星の狙撃を浴びせかけられ慌てて移動する。

      「ええい後ろからコソコソと！ 正面から来なさい正面から！」

      　なんとかメガブラスターライフルで輝星を狙い撃とうとするノラだったが、照準が定まるより早くシュレーアが突っ込んでくる。

      「輝星さんはやらせません！ 私がいる限りは！」

      「楽しそうだなアンタ!!」

      　ふだんの雑な敬語すら捨ててノラが吐き捨てた。

      「当然でしょうが！ 輝星さんを守って戦うなんて、そうそうできるモノじゃありませんよ!! これでテンションが上がらないようなやつは女じゃありません!!」

      「確かにその通りだな……なるほど、そういう楽しみ方もあるか」

      　ヴァレンティナがぼそりと呟いたが、幸いエキサイトしているシュレーアの耳には届かなかった。

      「こ、この……ッ！」

      　士気爆上がりのシュレーアの実力は、トップエースであるノラからしても決して侮れないものだった。それでも一対一ならばなんとかなったのかもしれないが、絶妙なタイミングで輝星が援護射撃を飛ばしてくるのだから反撃にすら移ることが出来なかった。

      「操縦はヘタクソになっても、戦勘だけは厄介デスね！」

      「誰が下手くそだ！ 身体が自分の操縦に追いついてないだけだぞ！」

      「大丈夫ですよ輝星さん！ あなたがどんな状況でも、このシュレーア・ハインレッタが守り切って見せます！」

      　そう叫ぶと、シュレーアはツヴァイハンダーを抜いてノラに急迫した。舌打ちとともに迎撃しようとするノラだったが、輝星の放ったミサイルの雨が降り注ぎ攻撃行動に移れない。

      「く、くそ……」

      　なんとかミサイルを回避したノラだったが、その隙を逃すシュレーアではない。無防備な《ウィル》の胴体にツヴァイハンダーが突き刺さり、メインモニターが暗転する。点滅するゲームオーバーの文字に、ノラは深いため息を吐いた。

      「んもー、せっかく輝星サンを墜とせると思ったのに……」

      「わははは、そうはさせませんよ！ 私がいるんですから！」

      　胸を張るシュレーア。そんな彼女に、ヴァレンティナは満面の笑みでこう言った。

      「では、次はチームを変えてやろうじゃないか。次回はわたしが我が愛の騎士をやりたいのだが？」

      「追い待てずるいぞ！ あたしもやりたい！」

      「いえ、次も私です！ 輝星さんの騎士の座は渡しません！」

      　騒がしい言い合いを聞きながら、輝星は何とも言えない微妙な表情を浮かべて肩をすくめる。

      「いっそお姫様……いや、王子様プレイに徹したほうが楽しいかもしれないな、これは」

      　なんと不健全な楽しみ方だろうかと、彼は皮肉げに笑った。

      
        

      

      

      
        

      

      　結局輝星はこの後、相方を変えつつもさらに五回ほどこのゲームに付き合わされることになった。毎度苦戦はするのだが。敵方よりもむしろ輝星と組んだ相方のほうが楽しんでいるのだから、ゲームとしての楽しみ方を間違えているとしか思えない。

      「い、いい加減ちょっと疲れたんだけども……」

      　完全に開き直って守られることを前提に楽しんでいた輝星だったが、さすがに三十分以上も付き合わされると疲れてくる。実戦ではさらに長い時間戦い続けるのもザラなのだが、勝手のまったく違うゲームとあって頭も体も慣れていないのである。

      「あはは、すみません……ずいぶんと付き合わせちゃって」

      　へろへろになりながら筐体から出てきた輝星を、ご満悦な雰囲気を漂わせたシュレーアが苦笑しながら出迎える。念願の騎士プレイを楽しんだ彼女は、それはもう上機嫌な様子だった。

      「楽しかったからいいよいいよ」

      　手をひらひらさせながら輝星は答えた。一種のごっこ遊びと思えば、まあ受け入れられないこともない。どうやらヴルド人女性にとって『男の子を守りながら戦う』というシチュエーションは非常にクるものがあるらしく、シュレーアのみならずサキやヴァレンティナもなかなかに楽しんでいた。みんなで楽しめたのなら、勝敗など大した問題ではないだろう。

      「とはいえ、さすがに飽きてきたのは事実デスね」

      　タオルで汗をぬぐいながら、ノラが言った。輝星がこのゲームをこれ以上プレイしないというのなら、彼を倒すことが目的のノラとしてもゲームを続ける理由はない。

      「せっかくいろいろゲームがあるのだから、ほかの物もやってみなければもったいないのではないか？」

      「それもそうデスねえ。だいたい、ストライカーに乗るなんて仕事中にいくらでもできるんデスよ。ゲームとはいえ、休暇中に乗るってのもヘンな話デス」

      「言われてみりゃその通りだな。あたしら、全員パイロットなわけだし」

      　腕を組みながら、サキがうなずく。先日も惑星センステラ・プライムで嫌になるほどストライカーに乗り続けたばかりだ。少し考えこみながら、彼女は周囲を見まわす。

      「とはいえ、ほかのゲームっつってもなあ。これだけ人がいるのに、一人でメダルゲームちまちまやっても面白くないだろうし」

      「ヴァーチャル競馬？ とかいうのがあるようだが」

      　テルシスが指さした先には、疾走する馬の映像が流れ続ける大画面の液晶モニターがあった。たしかにあれなら大人数でも遊べるだろうが……。

      「うーん、あたしは対戦系をやりたいんだが」

      「ならば、これはどうだ？ 貴様にしろテルシスらにしろ、身体を動かすのは好きだろう」

      　そう言いながら、ディアローズは卓球台のような形状の筐体に歩み寄る。

      「なるほど、エアホッケーか。悪くないな」

      　ホバークラフトの要領で浮遊する樹脂製の円盤を打ち合う、大昔からある定番の競技がエアホッケーだ。温泉と言えばピンポンだが、ルールとしてはある程度似ているのでこちらでもよいだろう。サキは嬉しそうにうなずいた。

      「こいつはさすがに俺の動体視力じゃなんともならないな。観戦に回ることにするよ」

      　身体を使う競技に関しては、手加減してもらったところで地球人はヴルド人に勝ち目はない。輝星は苦笑しながら首を左右に振った。

      「ふむ、では私が……」

      　そんな彼をチラリとみて、シュレーアは挑戦的な笑みを浮かべる。輝星に見られながらヴァレンティナやテルシス相手に対戦するのはなかなかおもしろそうだと考えたのだ。しかし、そんな彼女の袖を、ディアローズがそっと引く。

      「えっ？ 何を……」

      　ディアローズは答えず、無言で首を左右に振った。そして輝星の方に一瞬目をやり、視線をシュレーアの方に戻す。それだけで、シュレーアは彼女が何を言いたいのか察した。

      「……なるほど、策士ですね」

      　そんな彼女らのやり取りに気付かないまま、サキたちは対戦を始めていた。二対二のダブルスだ。サキ・ノラとヴァレンティナ・テルシスの組み合わせで向き合い、円盤パックをお互いの陣地に打ち込む。

      「……はっや、何が起こってるのか見えないんだけど……」

      　マシンガンのような連続した打撃音を聞いて、輝星が少し引いたような声を出した。当然打ち交わされる円盤パックの速度もすさまじく、輝星の目ではとても捉えきれない。不参加で正解だと、彼は小さく肩をすくめる。

      「おい、ご主人様」

      　そんな輝星の後ろにいつも間にか回っていたディアローズが、そっと耳元でささやいた。熱い息を突然耳に吹きかけられた彼は、驚きのあまり身を強張らせた。

      「ふふん」

      　その姿が可愛かったのか、ディアローズはぽんぽんと彼の頭を撫でた。そのまま、あえて吐息を感じさせるような艶っぽい声音で続ける。

      「やつらはやつらで遊び始めたのだし、こちらは別で回ろうではないか。ん？」

      「ええ？ また、そんなことを」

      　呆れた目でディアローズを見る輝星だったが、シュレーアが彼の手首をそっと握ったため言葉を止めた。彼女は輝星の目をじっと見ながら、やや緊張した面持ちで言う。

      ここまで「ま、まあそういわずに……一緒に、遊んでいただけませんか？」

      「……ま、いっか」

      　うるんだ瞳でそんなことを言われてしまえば、男としては断りにくい。小さく笑って、輝星はうなずいた。

      　ガランとしたゲームコーナーの中を、三人は歩く。旅館は貸し切りだから、自分たち以外の客はいない。ゲーム筐体はむやみやたらと騒がしい電子音をかき鳴らしているというのに、その周囲に人がまったくいないというのは不思議な雰囲気だった。

      「で、どうするの？」

      　勝手にみんなから別れて行動していることにやや罪悪感を覚えつつ、輝星は聞いた。とはいえ、あんな異次元じみたエアホッケーに参加できるはずもないので、シュレーアたちと一緒に行った方が退屈ではないのは事実だろう。

      「そうですね……ああいうのとか、どうです？」

      　シュレーアは緊張の滲んだ笑顔を浮かべつつ、かわいらしい動物のぬいぐるみがたくさん入ったクレーンゲームを指さした。

      「たしか、クレーンで好きな景品を引っ張り上げるゲームですよね？ 男の子って、ああいうぬいぐるみとか好きでしょう」

      　彼女がそう言った途端、ディアローズがその頭をぺちんと軽くたたいた。

      「あいたっ！」

      「莫迦もの！ それはヴルド人の男のイメージであろうが。やつは地球人テランだぞ」

      　耳元でそう囁ささやくディアローズに、シュレーアは血相を変える。

      「えっ、地球人テランの男の人ってぬいぐるみは嫌いなんですか？」

      「無論好きな者もおるだろうが、輝星がそうとは限らんだろう。いきなりぬいぐるみはリスキーだ、もっと当たり障りのないものを選ぶのだ！」

      「そんな、私は好きなのになあ……輝星さん、こういうのはお嫌いですか？」

      　まさか、とでも言いたげな表情で聞くシュレーアに、輝星は思わず噴き出した。

      「そんな笑わなくても……」

      「い、いや、うん、ごめん。嫌いじゃないんだよ嫌いじゃ……たださ、俺ってばあちこちの軍隊を渡り歩いて生活してるわけだから、あんまり荷物は増やせないっていうか……」

      「た、確かに……」

      　皇国にやってきたときも、輝星はカバン一つしか荷物を持っていなかった。そのことを思い出し、シュレーアは頭を抱える。正直に言えば彼には皇国に定住してもらいたいところだが、今のところ輝星にその気はまったくなさそうだ。

      　とはいえ、無理やり輝星を拘束するわけにもいかない。今はできるだけ彼と仲良くなって、この国から離れづらくするのが先決だとシュレーアは思いなおした。

      「じゃ、じゃああっちとかどうです？ パンチ力測るやつ……」

      「だから貴様はアホなのだ！」

      「いてっ！」

      　再びの殴打がシュレーアの頭を襲った。ディアローズはいたく立腹した様子でむりやり彼女と肩を組み、ぐりぐりと頭を押し付ける。

      「貴様、自分の筋力自慢でもしようと考えていたのであろう！ そんなものでヤツがなびくとでも思っているのか!?」

      「そ、そんなことは……というかあなた、いささか暴力的すぎませんか!? 私、あなたの首輪の起爆スイッチ持ってるんですよ!? もうちょっとエンリョというものを……」

      「知るか！ 妾わらわの飼い主は輝星であって、貴様ではない！ 貴様に協力しておるのは、ほかにちょうどよさそうな協力者がおらぬからだ」

      「ええ……」

      　奴隷の癖に態度が大きすぎるのではないかとシュレーアは頭を抱えたが、ここで癇癪かんしゃくをおこすのもよろしくない。それに、彼女の助言が助かるというのも事実だった。たしかにシュレーア自身、ヴルド人と地球人テランの男性の嗜好の違いなど今までまったく気にしていなかったのである。そういった視点を持ったディアローズの助言は非常にありがたい。

      「あなた、輝星さんを無理やり手籠めにしようとした割りにはいろいろ考えてますね……」

      「う、うむ。それを言われると弱いが……しかし、無理やりヤツをモノにする作戦はすでに失敗しているのだ。ならば逆に相手の好みに沿って柔軟に作戦を練るのが上策ではないかと思うのだ」

      「なるほど……確かに情報収集は基本中のキホンですからね。そこを怠っていた私が失敗するのは当然のことでしたか……」

      「なんか、ずいぶんと熱心に内緒話してるね？ いや、仲良くなれたみたいで非常にけっこうなんだけど」

      　愉快そうな表情で、輝星は言う。ディアローズの場合、経緯が経緯なので周囲と溝ができるのではないかと危惧していたのだが、今の様子を見るにすでに友人と言っていい関係を築けているようだ。あまりギスギスされても困るので、輝星としてはありがたい限りだ。

      「あいや、申し訳ありません！ 決して輝星さんを無視していたわけでは」

      「うむうむ。単に男には聞かせられぬ話をしていただけだ、気にするな」

      「その言い方だとまるで私たちが猥談をしていたみたいじゃないですか!? やめてくださいよ!!」

      　露骨に慌てたシュレーアに、輝星とディアローズは顔を見合わせて大笑いした。

      「くく、くふふふ……まあ、しかしだ。その……くれーんげーむ？ とやらで遊ぶというのは悪くない案なのではないか？ 別に景品はぬいぐるみだけというわけでもあるまい」

      「お菓子類のヤツもあるじゃないか……そっちなら、みんなで食べられるしちょうどいいんじゃないのかね」

      「なるほど、それもそうですね。……できれば、二人きりで食べたいところですが」

      　半目になりながら、歓声の聞こえてくるエアホッケー・コーナーの方へ目を向けるシュレーア。しかし、この大所帯では二人きりになるタイミングもあまりないだろう。ため息を吐いてから、お菓子のクレーンゲームに視線を戻した。

      「ま、せいぜいいっぱい獲れるように頑張りましょうか」

      
        

      

      

      
        

      

      「で、何かな？ 抜け駆けをして、三人で楽しんだと……そういう認識でいいのかな？」

      「ハイ」

      　ゲーム終了後、輝星らがいないことに気づいたヴァレンティナは慌てて周囲を探し回り、クレーンゲームコーナーにいたシュレーアをとっ捕まえて詰問していた。自分たちが遊んでいるうちに勝手に想い人と逢瀬をしていたわけだから、彼女が怒らない理由はない。

      「よくないなあ、こういうのは……」

      「褒められた行為ではないのは確かデスね、ええ」

      　腕組みをしたノラがヴァレンティナに追従する。が、対するシュレーアはどこ吹く風といった様子だ。胸に大量のお菓子の袋を抱えたまま、悪びれない表情でぷいとそっぽを向く。

      「しかし、あなたがたが遊んでいる姿を見物したところで、特に楽しいものではないでしょう？ 輝星さんを退屈させるよりはよほどよいではありませんか」

      「自慢じゃないが、わたしがスポーツをすればなんだって絵になるんだよ。このスタイルのよさだからね……。退屈なんてさせないさ」

      「……」

      「あいたっ！」

      　半目になったノラが無言でヴァレンティナの足を蹴った。彼女にとって、身長の低さは重大なコンプレックスなのである。事実ヴァレンティナは非常に背が高いが、それを自慢されれば一発蹴ってやろうという気分にもなる。

      「キミね、少しは主君に対する敬意というものを……」

      「ハッ、あなたとはただ利害が一致しているから協力しているにすぎないんデスよ。敬意が欲しければ尊敬されるだけのことを成し遂げていただけますか？ お貴族サマらしくね」

      「うむぅ……」

      　口をへの字にしてヴァレンティナは唸った。ひどい言いようではあるが、事実だ。ヴルド人社会においては、尊敬は自力で勝ち取るものなのである。そこを疎かにすれば、誰であれ貴族の地位から追われることになる。彼女は恨みがましい目で自らの姉を見た。

      「くふふふ……奴隷はよいぞ、我が妹よ。貴様も仲間にしてやろうか？」

      「けっこうだ！」

      　もはや奴隷堕ちしたことに何の恥じらいも感じていなさそうなディアローズに、ヴァレンティナが腹立たしげに言い返す。

      「そう怒らないでよ。みんなで食べる用のオヤツも確保できたしさ……シュレーアがずいぶんと頑張ってくれたんだよ？」

      　苦笑いしながら、輝星はシュレーアの持っていた大量のお菓子の中から棒付きキャンディを引っ張り出す。そして包装を破ると、おもむろに背伸びをしてヴァレンティナの口に突っ込んだ。

      「むぐっ！ ……れろれろ……まあ、いいか……」

      　自然体の輝星の様子を見ていると、怒る気も失せてくる。勝手に遊びに行ったと言っても、やっていたのがクレーンゲームではそれこそ子供の遊びだ。べたべたとくっつきあっていたわけでも、キスをしていたわけでもない。その程度なら容易に取り返せるのだから、鷹揚に許してやるべきだと考えたのだ。

      「しかしだね、キミたち……人を出し抜いたのだから、自分も出し抜かれる覚悟をしておいたほうがいい。後になって文句を言っても、わたしは聞かないぞ」

      「それこそ今さらですよね？ あなた、自分がどれだけ私を出し抜いてきたのか理解していますか？」

      「ハハハ……何のことやら」

      「こいつの面の皮の厚さはブラスターライフルだって弾けるレベルっすよ、殿下。嫌味なんぞ言うだけ無駄ってもんです」

      「みんなしてひどい言い草だな!? 我が愛、どうかわたしを慰めてくれないか？ さすがのわたしも傷心だよ……」

      　わざとらしく悲しげな声でそう言いながら、ヴァレンティナは輝星の前でしゃがみ込む。そして狼めいた耳がピンと立った頭を差し出してきた。

      「……はいはい」

      　わかってやっていることは明白だが、確かにこの針のムシロめいた状況は哀れである。仕方なく、輝星は豊かな金髪をかき分けるようにしてワシャワシャと彼女の頭を撫でた。ヴァレンティナはむふぅと至福の息を吐く。

      「そこまでだ。我が主をあまり困らせないでもらえるか？」

      　が、そんな時間も長くは続かなかった。テルシスがヴァレンティナを背後から捕まえ、強引に輝星から引きはがす。高身長のヴァレンティナだが、テルシスは彼女に負けず劣らず背が高い。さしものヴァレンティナも力ずくでの突破は不可能だった。

      「むぐぐぐ……」

      「はあ……輝星さん、彼女に隙を見せてはいけませんよ。いつあのすました顔の仮面がはがれるやら、わかったものではありませんからね」

      「ま、それはそちらも同じことデスけどねー」

      　ノラが肩をすくめながら茶化した。シュレーアは即座に言い返そうと口を開きかけたが、それより早く半笑いのサキが言う。

      「大丈夫さ、殿下はヘタレで有名なんだ。いざということになっても、ビビッて手を出したりできねえよ」

      「なにおう……」

      　ふくれっ面になるシュレーアの肩を、同情顔のヴァレンティナが優しく叩いた。

      「お互い、部下の扱いで苦労するな。ハハハ……」

      「ええ、まあ……それだけは同感ですよ。それだけは」

      　深い深いため息を吐くシュレーア。そしてふと、懐から携帯端末を出して時間を確認した。すでに昼食を終えてから、結構な時間が経過していた。

      「それはそうと、そろそろ温泉に行きませんか？ いい感じで時間も潰せましたし、夕食まで時間もそこそこある。タイミング的にはちょうどいいわけですが」

      「妙に温泉推しっすね、殿下……」

      　やや呆れた様子でそういうサキだったが、温泉という単語にノラが目をギラリと輝かせる。

      「いや、いいじゃないデスか、温泉。ワタシも楽しみにしてたんデスよ、早く行きましょう」

      「え？ ああ、まあ、あたしは別に構わねーけどよ……」

      　サキはちらりと輝星の方を見た。躊躇せず、彼はうなずく。

      「久しぶりにアクションゲームやったんで、緊張で汗かいちゃったよ。風呂なら俺も入りたいね」

      　輝星が同意するのならば、もう反対するものは誰もいない。一行は温泉に向かうこととなった。

      
        

      

      

      
        

      

      　場所を移して、大浴場。シュレーアたちは一糸まとわぬ姿になり、微かに白く濁った湯に身を沈めていた。

      「ふぁ～、これこれ。たまりませんねえ」

      　至福の表情のシュレーアが、湯船の中でぐっと体を伸ばす。特別大きくはないものの形の良い胸が露になったが、周囲は女ばかりだ。恥ずかしさなど感じはしない。

      「しかし、残念だな。貸し切りと聞いておったから、てっきり混浴を楽しめるかと思っておったのだが」

      　隣に腰を下ろしたディアローズが、しっとりと濡れた長い金髪を湯に触れないようタオルでまとめつつ言った。その顔には、悪戯っぽい笑みが浮かんでいる。

      「そ、そんなのできるわけないじゃないですか」

      　顔を真っ赤にして、シュレーアは言い返した。正直に言えば彼女とて混浴できるものならしたいのだが、面と向かって混浴しようなどと言うのは恥ずかしすぎて不可能だ。それに、がっつき過ぎて嫌われても困る。

      「冗談だ、冗談。くくく……」

      　笑いながら手をひらひらと振るディアローズに、シュレーアは頬をぷうと膨らませる。そんな彼女を面白そうに見ていたディアローズだが、ふと彼女の胸に目を向ける。

      「……そういえば、知っておるか？」

      「ん？ 何をです？」

      「地球人テランの男は、大きい胸の女を好むそうだぞ」

      「……は!?」

      　唐突に予想外の言葉を投げつけられ、シュレーアは一瞬あっけに取られた。そして自分の胸を見て、つづけてディアローズの胸に視線を移す。自分の物とは違い、非常に豊満なバストがそこにはあった。

      「自分が無意味に胸が大きいからって、いい加減なことを言っていませんか？ 胸が大きくていいことなんて、全然ないでしょ。動きづらくなるし、肩は凝るし……戦闘力が下がっちゃうじゃないですか」

      「地球人テランの男はたいてい、女に戦闘力など求めぬからな……」

      　肩をすくめながら軽くため息を吐くディアローズ。彼女は地球を何度か訪れたこともある地球人テラン通だ。一般的なヴルド人女性と違い、地球人テランの性質はある程度心得ている。

      「まあ、性癖というのは個人差も大きい。だから、ご主人様がどんな大きさの胸がすきなのかも、妾わらわは知らぬ。今話しているのは、あくまで一般論だ」

      「ふ、ふーん……そうですか」

      　あえて突っ込んでこないディアローズの態度は、逆にその話に真実味を与えていた。シュレーアは腕を組みながら、半目で言う。

      「妾わらわを見ても仕方がないぞ。問題は我が妹だ。なにしろ姉妹だからな、スタイルもよく似ている。……背はヤツの方が高いが」

      　ぷいとそっぽを向きながら、ディアローズは口を尖らせた。ヴルド人女性は胸の大小にはあまりこだわらないが、身長は非常に気にするのだ。男を守るのが女の役割なのだから、身長が高い方が戦いにおいては有利、という考え方である。

      「き、気にしてたんですね、妹に身長で負けてたこと……」

      「まあな……一センチや二センチの違いならばまだよいのだが、六センチも高くなられると、こう、姉としての威厳が……」

      「あなたに威厳なんか最初からありませんよ……」

      「……」

      　がっくりとうなだれるディアローズ。シュレーアは、ちょっとすっきりした顔で彼女の肩をペチペチ叩いた。

      「まあ、そんなこと言ったら私なんてひどいものですよ。今回の旅行なんて、あのノラとかいうちっちゃい子を除けば私が一番背が低いですからね……」

      　ノラの場合は明らかに年齢が低いので、比べる方が恥ずかしい。もちろん、輝星よりはやや背が高いのだが……ヴルド人女性全体から見れば、シュレーアは決して背が高い方ではなかった。かといって低いわけでもないが、周囲には高身長の女性が多いので嫌でも気になってしまう。

      「だれがチビデスか、誰が」

      　が、身長の話というのはデリケートなもの。ちょうど話題にのぼったノラが、ざぶざぶと湯をかき分けながら不機嫌な表情で近づいてくる。

      「あはは……聞いていましたか、申し訳ありません。しかし、あなたはまだ若いじゃありませんか。将来がある。私はもう背が伸びる年齢は終わってしまいましたからね……」

      　やや童顔気味なものの、シュレーアはすでに（今年からだが）成人済みなのである。もはや背が伸びる望みはない。

      「……つっこんでおいて何デスが、やめましょうかこの話。お互い嫌な気分になるデス」

      「ええ……」

      　大きく息を吐きながら、シュレーアはうなずいた。

      「ところで、いつやる気なんデスか？ こっちはもう準備万端なんデスけど」

      「いつやる？ え、いったい何の話ですか？」

      　突然わけのわからない話を振られ、シュレーアは困惑した。ノラは「は？」と言わんばかりの表情で小首をかしげる。

      「何って……覗きデスよ。やるんでしょ？ 一枚ワタシにも噛ませてくださいよ」

      「の、覗ッ!?」

      　大声を出そうとしたシュレーアにノラが飛びかかり、慌てて口をふさぐ。そして油断のない目つきで周囲を見まわし、ほっと息を吐いた。

      「やめてください、頭のカタいのに聞かれたらどうするんデスか！」

      「ええ……う、はい。すいません……」

      　ノラの視線の先には、サキとテルシスがいた。彼女らは酒の入ったお猪口を片手に、夢中で何かを話し合っているようだ。そしてそのお猪口が空になるたび、そばにいるヴァレンティナが即座にお代わりを注いでいる。いったいあの女は何をやっているのかと、シュレーアは半目になってヴァレンティナを睨みつけた。

      「しかし、覗きだなんて……」

      「今さらごまかしたって無駄デスよ。隣の男湯では、あの男が裸体を晒しているんデス！ 我慢するなって方が無理デスからね」

      「んんっ！」

      　裸の輝星を想像して、シュレーアの興奮ゲージが一気に上がった。むろん、興味がないと言えばウソになる。そんな彼女を、ディアローズは無言のままニマニマと愉快そうな笑みを浮かべつつ見つめる。

      「あの熱烈な温泉推し、最初からあなたもそのつもりだったのでしょう？ わかってるんデスよ、こっちは」

      「い、いや、あれは単に、湯上りの輝星さんを早く見たかっただけというか……」

      　女しかいない環境をいいことに、シュレーアは本音をぶっちゃけた。

      「はん、けっこういい趣味してるじゃないデスか。あの男の湯上り、そりゃあ眼福でしょう。……が、裸体も拝む、湯上りも拝む。こうすれば一石二鳥デス。わかりますか、この理論が！」

      「そんな無茶苦茶な……」

      「うるさいデスね。あなたは裸の輝星サンが見たいんデスか、見たくないんデスか？ どっちデス！」

      「……」

      　シュレーアは黙り込み、うんうん唸った。口角を上げながら、ノラはそんな彼女をツンツンとつつく。

      「……見たいです」

      　結局、彼女は自分の欲望に従った。

      「よろしい、付いてくるデス。調べた感じ、どうやら露天風呂から男湯を覗けそうな様子。柵を越えるのに人手が必要そうなので、手伝っていただきますよ」

      「わ、わかりました」

      　緊張した様子で立ち上がったシュレーアは、ノラと共に去っていった。その背中を、ディアローズはなんとも言えない表情で見送る。

      「見るより見られた方が気持ちがよさそうだがな……いや、むしろ直接服を剥いてもらうというのが一番か……」

      　ぶつぶつと呟きながら脳内に卑猥な想像を浮かべたディアローズだったが、こんな公衆の面前で発情するわけにもいかない。彼女は冷静さを取り戻すべく、顔を湯に半分ほど沈めぶくぶくと息を吐きだすのだった……。

      　一方、シュレーア。ノラに案内された先は、大浴場の外……つまりは露天風呂だった。大きな岩を組み合わせて作られた湯船が特徴的であり、遠くには西日に照らされた幽玄な渓谷が見える。なかなかに風情のある場所だ。

      「こっちデス」

      　が、情欲に目の濁った二人の女たちにはそんな景色を楽しんでいる余裕など微塵もない。ノラは躊躇なく仕切りがわりに植えられている竹藪に突っ込み、強引に奥へと入っていった。貸し切りで他の客がいないからこそできる荒業だ。

      「ほらこれ、問題はコレなんデスよ」

      　広いとはいえ、あくまで旅館の施設の中だ。目当てのものは、すぐ見つかった。金属製の丈夫そうなフェンスに取り付けられた扉を指さし、ノラは口を尖らせる。

      「ドアは当然施錠されてますし、フェンスにはご丁寧に有刺鉄線まで取り付けられてるデス。さすがにこれを一人で突破するのはツライ」

      　たしかに、フェンスの上部にはトゲまみれの鉄線が縦横無尽に張り巡らされていた。皇族も泊まる高級旅館だ。その身辺を守るため、この旅館にはかなりの重警備が敷かれている。このフェンスもその一環だろう。

      「この扉の先に男湯が……？」

      　やや懐疑的な口調で、シュレーアは聞く。必死の思いをしてフェンスを乗り越え、たどり着いた場所がスタッフの詰め所でした……などということになったら泣くに泣けない。

      「男湯との位置関係を考えれば、ほぼ確実デスね。おそらく、この先には掃除などのメンテナンス用通路があるのではないかと」

      「なるほど」

      　腕組みをしつつ有刺鉄線を睨みつけるシュレーア。もはや覚悟は決まっている。後は吶喊とっかんするだけなのだが、確かにこのフェンスを乗り越えるのはなかなかの難事に思える。

      「なんとか、こう、肩車して……ポーイと投げ込んでもらえれば、いけるんじゃないかと思うんデスよね。ホラ、ワタシって見ての通りのチビデスので」

      　嫌味な口調のノラに、シュレーアはむっと彼女を睨みつけた。どうやら先ほどの話をまだ根に持っているようだ。

      「それではあなただけしか覗けないではありませんか」

      「まあ、そういうこともありますよ。詳細はあとでキッチリご説明するので、安心するデス」

      「完全に嫌がらせじゃないですか！」

      　身勝手なことを言うノラに、シュレーアは深いため息を吐いた。が、相手は子供だ。あまり本気になるのも恥ずかしい。心を落ち着け、何度か深呼吸する。

      「……というか、その案では帰ってくる方法がありませんよ。にっちもさっちもいかなくなってスタッフを呼ぶことになったら、恥ずかしいだけじゃすまなくなると思いますがね」

      「……確かに」

      　輝星の裸を見ることに集中しすぎて完全にそのことを失念していたノラは、思わず額に手を当てた。ふだんならこんな基本的なことを忘れることなどあり得ないのだろうが、エロいことを考えているときに知能が下がるのは地球人テランもヴルド人も同じだ。

      「しかし、どうしますかね。ここまで来て諦めるだなんて、おさまりがつかないデスよ」

      「それは同感ですが……」

      　そう言って二人して頭を悩ませていると、突然背後の竹藪からガサガサと音が聞こえてきた。表情を凍り付かせつつ、二人は振り向く。そこに居たのは、なんとヴァレンティナだった。

      「なっ――ッ!?」

      　絶句するシュレーアだったが、ヴァレンティナは彼女らを責めるでもなくフレンドリーな笑みを浮かべる。

      「やあ、やはりキミたちも来ていたか。安心したまえ、わたしも共犯者さ」

      「ええ、あなたも覗きですか……ふだんはあんなに澄ました顔をしているというのに、やはり本性はとんだドスケベ女ですね……」

      「き、キミたちには言われたくないなあ！ わたしだって女なんだ、性欲くらいある」

      　憤慨した様子のヴァレンティナに、シュレーアはハハハと乾いた笑い声を出す。

      「もしかして、牧島中尉たちにお酒をふるまっていたのは……」

      「もちろん、彼女らを足止めするためだ。ずいぶんと話が盛り上がっているようだからね、しばらくはこちらで何をやっても気づかないだろう」

      「ずいぶんと準備万端ですね……」

      　呆れた様子でシュレーアはため息を吐いた。

      「しかし、このフェンスを突破しないことにはどうしようもありませんよ。都合よく仕切り一つ隔ててすぐ男湯、という環境ではありませんから」

      「そんな雑なセキュリティなら、即日仕切りに登って男湯に侵入する不埒ものが出るだろうからね……」

      　そう言いながら、ヴァレンティナは有刺鉄線に目をやる。そして自信ありげな表情で扉に向かうと、その錠前に何かを差し込んだ。カチリという音とともに、ロックが解除される。

      「えっ、何それ」

      「カギだが」

      　ニヤリと笑い、ヴァレンティナはスティック型の電子キーを見せびらかす。

      「な、何でそんなものを持っているんです！ まさか盗んで……」

      「それこそまさかだ！ 女将から借りたのさ」

      「なんデスかこの旅館、セキュリティガバガバってレベルじゃないデスよ！」

      　なぜ頼んだから男湯に入れるカギを貸してくれるというのか。シュレーアにしろノラにしろさっぱり理解できず、とんでもないものを見るような目でヴァレンティナを見た。

      「殿下が……これはつまり、キミのことだが。殿下が男湯を覗きたがっているから、やり方を教えてくれと頼んだら貸してくれたのさ。『まあ、とうとう殿下にも春が！』と大喜びだったよ」

      「人の名前使って何をやってるんですかあなたは!?」

      　名誉棄損はなはだしい彼女の行為に、シュレーアは憤慨する。

      「ははは……結局こうして覗きをしようとしているのだから、名誉棄損でもなんでもないだろう。ムッツリすけべなキミのことだ。きっとやるだろうと思って、気を回してあげたのさ」

      「うっ……」

      　それを言われると弱い。シュレーアはシュンとして一歩下がった。

      「これも女将に聞いたのだが、キミの母上も結婚前にはここを使って婚約者の入浴を覗いたそうだよ。いや、血は争えないね」

      「母上ェ!!」

      　聞きたくもない情報を聞かされ、シュレーアが慟哭を上げた。尊敬する母親がそんなことをしていたなど、悲しいにもほどがある。

      「ま、そんなことはどうでもいいさ。さっさとお目当てのモノを……」

      　にやにやと笑いながら、ヴァレンティナが扉のドアノブへ手をかけた時だった。突然ガサガサと背後から音が聞こえてくる。慌てて三人が振り返ると、そこには軽蔑した表情を浮かべるサキとテルシスの姿があった。

      「いったい、何してるんすかね？ 三人とも」

      「いや、これは……話せばわかる！」

      「問答無用！」

      　飛びかかってきたテルシスによって、三人はたちどころに無力化されてしまった。

      
        

      

      

      
        

      

      　覗きの現行犯で捕縛された三人は、サキ・テルシスの両名からこんこんと説教される羽目になった。正座のまま何時間もじっとしてい続けなければならないのは、下手な営倉入りよりも辛い。兵士としての訓練を積んでいる三人も、これには参ってしまった。

      「はー、まだ足がジンジンするデス……」

      　夕食後の宴会場にて、浴衣姿のノラが軟体動物のような格好でぐでーんと畳へ転がった。その小動物めいた動きに輝星はクスリと笑い、その灰色の頭をくしゃくしゃと撫でた。

      「やーめーるーデース！」

      　頬を赤らめたノラはもぞもぞと抵抗し、ふらつきつつも何とか立ち上がった。そして勢いよく輝星に抱き着くと、お返しとばかりに彼の頭を乱暴な手つきで撫でまわす。

      「ワタシは撫でられるより撫でたい派なのデス！ 忘れないように！」

      「そんな派閥あるの……」

      　困惑しつつもなされるがままの輝星だったが、ノラの浴衣の襟をむんずとつかむ者がいた。テルシスだ。

      「ノラ卿、反省が足りないようだな？」

      「ひぇ、お説教追加は勘弁を……」

      　反骨心にあふれたノラも、ここ数時間の折檻にはなかなか堪えたようだ。即座に輝星の身体から離れる。

      「いいじゃないですか、子どもにじゃれ付かれたくらいで。大して気にすることもないと思うんですが」

      「だれが子どもデスか誰が！」

      　憤慨するノラだったが、意外にもテルシスはその言葉にうなずいて見せた。

      「その通りです、我が主。身体は小さくとも、ノラ卿も一人の女。あまり油断すると、のど元に噛みつかれますよ」

      「だからチビと言うなとあれほどーッ！」

      　憤慨してテルシスに詰め寄るノラだったが、体格差はいかんともしがたい。あっという間に頭を押さえつけられ、無理やり畳の上に座らされてしまった

      「そういうものですかねえ」

      「ええ、女はみな狼なのです」

      「テルシスさんも？」

      「……拙者は例外です」

      　テルシスは顔をやや赤くしながら、そっぽを向いた。

      「嘘を吐け嘘を！」

      「やはり折檻が足りなかったようだな……」

      「ぐわーっ！」

      　組み合ってドタバタと大騒ぎする二人に苦笑しつつ、輝星は視線を横に向けた。そこではディアローズとヴァレンティナが机を挟んで向かい合い、将棋を指している。折り畳み式のその将棋盤は、輝星が用意したものだった。

      「……」

      　余裕の表情を浮かべたディアローズとうんうんと唸りながら頭をひねるヴァレンティナ。どうやら、ディアローズのほうが圧倒的に有利らしい。存外に仲のよさそうなその様子に、輝星はかすかにほほ笑んだ。

      「平和だねえ……」

      「お前なあ、覗かれかけたってーのに……ずいぶんと危機感がねーのな」

      　そんな彼に、サキがあきれ顔で文句をつけた。無論、シュレーアら三人の悪行は輝星も聞いている。しかし彼は、穏やかな笑顔で首を左右に振った。

      「まあ、いいじゃない。未遂だし……。別に見られて困るわけでもないし」

      「いや、ちょっとは困れよ！ 婿入り前の男なんだから、ちょっとくらいは恥じらいってものを……」

      　説教めいた口調で言うサキに輝星はげんなりとした表情になったが、すぐにふと何か思いついた様子で表情を変える。即座に着ている浴衣の襟をつかむと、サキにちらりと胸元をはだけて見せた。

      「うぇ!? うっ、ゲホッゲホッ！」

      　予想外の攻撃に、サキは動揺のあまり激しくむせた。予想の数倍は大きな反応に、やった輝星自身が驚いてしまう。あわてて彼女の背中をさする。

      「ご、ごめんごめん」

      「もっ、もうやるなよ、お前！ そういうのは、恋人か夫婦が個室でやるもんだ！」

      「そ、そこまでかなあ……男が上半身露出したって大したことないでしょ……これでアウトなら、水着とかどうするのさ」

      　やや呆れた様子の輝星だったが、そんな彼の肩をシュレーアが叩いた。

      「いや、なんというか……男の人には理解しづらいかもしれませんが、我々女にはチラリズムというフェチがありまして……」

      「あ、あー……なるほど？」

      　さっきのがチラリズムなのかはさておき、言われてみればまったく理解できないということもない。ヴルド人女性のみならず、地球人テラン男性にもチラリズムが好きな者は多くいる。

      「ま、そんなこと言っておいて、殿下は全裸を見ようとしたワケっすけどね」

      「ゴホッ！」

      　こんどはシュレーアがむせる番だった。居心地が悪そうな表情で二度三度と咳払いした彼女は、真っ赤な顔で目をそらす。

      「そ、その件はなんといいますか、若さが迸ったというか……す、すいません、本当に」

      　しなしなと萎れながら謝るシュレーアに、輝星は「いいよいいよ」と軽くうなずいた。

      「減るもんじゃないしね。それに、覗きよりもっとひどいことをしでかした人もそこにいることだし……」

      　輝星の視線の先に居たのは、妹を打ち負かしてご満悦顔のディアローズだった。なるほど、確かに強引に貞操を奪おうとすることに比べれば、覗きなど大したことではないだろう。

      「お前さあ……ここ最近いろいろやられすぎて、脳内の基準が壊れかけてねーか？」

      「ははは、そんなことは……」

      　半目で言うサキに、輝星は冷や汗を垂らしながら首を左右に振った。最近セクハラ漬けなのは事実だが、そのせいで感覚がおかしくなっているなど絶対に認めたくはない。

      「ならいいけどさあ……」

      　ため息を吐くサキに、輝星とサキは苦笑する。本人にはどうしようもないことだから、もう笑うしかないだろう。

      「おい」

      　そんなシュレーアの肩に、いつの間にかあらわれたディアローズの手が置かれた。驚いた様子でシュレーアは小さく飛び上がる。

      「な、なんです？」

      「小用だ。ついて来てくれ」

      「ああ……はいはい」

      　要するに、トイレだ。もはや裏切る可能性はほとんどないとはいえ、立場が立場なのでディアローズの単独行動はあまりよろしくない。彼女としても、余計なことをして疑われるのも面倒くさい。だからこそ、監視は甘んじて受け入れていた。

      　そうして宴会場を出た二人だったが、廊下で突然ディアローズが立ち止まった。

      「……ところで、一つ言っておくことがある」

      「言っておくこと……？」

      　ディアローズの口調はとても真面目なものだった。シュレーアは小首をかしげながら聞き返す。

      「今晩な、貴様にはご主人様の寝込みを襲ってもらう。だから、今のうちに心の準備をしておけ」

      「……はあ!?」

      　シュレーアは表情を凍り付かせた。温泉宿で、寝込みを襲う。ヴルド人の女であれば、心の躍るシチュエーションではあった。しかしそれがディアローズの口から出た言葉だと思うと、妙に物騒に聞こえるから不思議だった。

      「ま、まさか私に夜這いをしろとでも!?」

      「今日のところは、違う。単なる添い寝だ、大したことではない」

      「いや、添い寝でも十分大したことなのですが……というか、今日のところはって何です？」

      　添い寝だけでもハードルが高いというのに、この女はさらに何かをやらせようと考えているらしい。何とも言えない複雑な表情で、シュレーアは澄まし顔のディアローズを睨みつけた。

      「本格的な攻勢は明日からかける。できれば、明後日には勝負を決めたいな」

      「勝負って……まさか」

      「まさかとはなんだ、まさかとは。貴様、少しのんびりしすぎなのではないか？」

      　オウムのように聞き返すことしかできないシュレーアに、ディアローズは目を細めた。痛いところを突かれたシュレーアが顔を引きつらせる。

      「次の戦いに打ち勝てば、帝国はもう皇国なぞ相手にする余力はなくなる。そうなれば終戦……傭兵としての契約は満了だ。わかっておるのか？」

      「う、それは……」

      　もちろんシュレーアもそんなことはわかっている。わかってはいるが、考えたくはないことだった。今さら輝星と離れ離れになるなど、とても耐えられない。

      「いや、別に妾わらわはよいのだぞ。彼から離れれば、物理的に自分の首が飛ぶことになるのだ。逆に言えば、ご主人様がどこへ行こうと自動的に妾わらわも付いて行ってかまわない、ということになるのだからな」

      　根っからの善人な輝星がディアローズを見捨てるとは思えない。結局、奴隷の首輪がある限りディアローズは死ぬまで輝星のそばにいる権利を手に入れたことになるのだ。この女は次期皇帝としての地位こそ失ったが、ある意味一番勝ち組に近い位置にいるのではないかとシュレーアは今さら戦慄した。

      「しかし貴様はそうではない。……今はまだ自然停戦状態だが、いつ帝国との戦いが再開するかわからぬのだ。ご主人様を射止める最適のタイミングは、今しかない」

      「そ、そうですね……確かに」

      　突然ひどい不安を覚え、シュレーアは身を震わせた。傭兵である輝星は、平和な国に用はない。勝利の先に待っているのが別れでは、あまりに悲しすぎる。取り返しがつかなくなる前に彼を捕まえておく必要があった。

      「うむ。あまりに遅いが、理解できたようで何より」

      「しかし、だからと言ってなぜあなたが私の手助けをするのです？ まだ戦いがどうなるのかわからないとはいえ、勝ちさえすればあなたの一人勝ちなのでは？」

      「それはそうなのだがな……」

      　肯定するディアローズだが、その顔色は優れなかった。

      「しかし、ご主人様について行ったところで向かう先は次なる戦地だ。妾わらわとて所帯を持ったら落ち着きたいのだ、ビーム飛び交う戦場では、満足にイチャイチャもできぬ」

      「したいんですね、イチャイチャ」

      「むろんだ。貴様もしたいであろう？ イチャイチャ」

      「ええ、はい」

      　シュレーアはうなずいたが、彼女の放った所帯という単語に表情をしかめていた。やはりこの女、一奴隷に収まる気はないらしい。

      「しかし、ヤツは糸の切れた凧のような男だ。制御するには錘おもりをくくり付けるしかない。そしてその錘おもりは、女一人くらいでは足りぬと思ってな」

      「なるほど、それに関しては私も同感です」

      　戦場の輝星はとても楽しそうだが、見ている方からすれば心配で仕方がない。シュレーアとて、彼には少しくらい落ち着いてもらいたいと考えていたのだ。

      「わかりました、あなたの策に乗りましょう」

      「うむ、ものわかりがよくてよろしい。……しかしだな、いくら利害が一致したとはいえタダ働きはしたくない。成功の暁には、きっちり報酬をもらうぞ」

      　ディアローズはにやりと笑いながら言った。

      「報酬というと……奴隷身分からの解放とか？」

      「馬鹿もの！ このような美味しい立ち位置、誰が手放すか！」

      「あなた、奴隷生活をエンジョイしすぎでは!?」

      　何のために奴隷に墜としたのかわかったものではない。高慢ちきな彼女のことだから、奴隷になればさぞ悔しがるかと思っていたのだが……現実はこの有様だった。

      「まあ、そんなことはよい。報酬というのはつまり、妾わらわも連婚に参加させるということだ。ああ、本妻は貴様でよい。安心せよ」

      「くっ……仕方がありませんね」

      　夫を共有する結婚制度である連婚は、通常姉妹間で行われるものだ。しかし、血のつながらない相手と夫を共有してはならないという法はない。親友同士や深い絆で結ばれた主従などが連婚するのは、稀にあることだった。

      　もちろん、シュレーアとて元宿敵と夫を共有などしたくない。しかし、自分一人で輝星を落とせる自信がないのだから、もう仕方ない。ディアローズは色ボケ転落人生女だが、その頭脳だけは極めて優秀なのだ。

      「しかし、あくまでそれは成功すればの話です。うまくいく自信はあるんですか？」

      「勿論だ。妾わらわは一度、ヤツを攻略しようとして失敗しておるのだ。逆に言えば、同じ轍は踏まぬということ。性交する自信は十分にある」

      「成功じゃなくて性交って言いませんでしたか、今？」

      「言った！」

      　その直球過ぎる言い草に、シュレーアは顔を真っ赤にした。
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      　その夜、シュレーアとディアローズは自室で将棋を指していた。もちろん、輝星の部屋に乗り込むまでの時間つぶしだ。このミッションは隠密であり、サキやヴァレンティナらはもちろんできれば旅館の仲居たちにもバレたくはない。当然、行動を開始するのは夜中になってからと決めていた。

      　今回の旅行は宿を貸し切りにしていることもあり、基本的に一人一部屋が与えられている。しかし、ディアローズのみ監視のためシュレーアと同室になっていた。

      「実のところを言うとな、貴様らの覗き行為をテルシスらに伝えたのは妾わらわだ」

      「みょ、妙に動きが早いと思ったら、あなたが犯人だったんですか!?」

      　圧倒的不利な盤面を前にしてウンウン唸っていたシュレーアが、その狼じみた耳をぴこりと跳ねさせる。

      「わ、私がどれだけあの正座地獄で苦しんだと……！」

      「作戦上致し方のない犠牲だ。貴様らが自爆をかましたおかげで、お邪魔虫であるテルシスとサキの注意が別に向いているのだ。事前に陽動を行って敵の目をそらすのは、戦術としては常道であろう？」

      「……確かに。ヴァレンティナにしろノラさんにしろ、一人部屋だったのに監視のために二人部屋に移されましたからね」

      　ヴァレンティナにはテルシスが、ノラにはサキがそれぞれ監視についている。せっかく一人部屋でのびのびと過ごせるはずだったのにと、二人は相当不満そうだった。

      「ちなみに、貴様の監視は妾わらわが担当することになっている。まあ実際は監視どころか共犯関係なのだがな」

      「……よく牧島中尉とテルシスさんを納得させられましたね、あなたの立場で」

      　半笑いになりながら、シュレーアは王将を適当に移動させた。ディアローズの猛攻から逃れるためだが、話の方に夢中になっているせいで大して考えもしていない一手になってしまう。それを見たディアローズは小さくため息をついて、歩兵を前に進めた。

      「腐っても恋敵だ、一人だけいい思いをさせたくはないと説明した。案外簡単に納得してくれたとも」

      「……二人でいい思いをするつもりなんでしょう？」

      　半目になりながら、シュレーアは聞いた。なにしろ、彼女の表情はやる気満々だ。だいたい、シュレーア一人に添い寝させるつもりであれば、ディアローズが同行する必要はないのである。

      「むろんだ。一人より二人の方が効果的だし、役得もある。これぞ一石二鳥というやつだ」

      「効果的、ですか。そもそも、何の目的があって輝星さんと添い寝を？ いや、もちろん特に目的がなくてもやりたいと言えばやりたいのですが」

      「うむ、簡単なことだ。ご主人様から余裕を奪い、判断力を低下させる。基本的には、妾わらわが戦場でとった対《凶星》戦術と同じ考え方といえるな」

      「余裕……？」

      　ピンとこない様子のシュレーアが小首をかしげる。ディアローズはやや馬鹿にしたような表情で指をくるくると回した。

      「貴様、あの男には性欲がないとでも思っておらぬか？」

      「えっ、いや、そりゃあ……男の子ですし」

      　ヴルド人男性の性欲は薄いのが普通だし、そもそも彼女は彼氏いない歴＝年齢の処女である。異種族の男の感覚を理解するのは不可能に近い。

      「はあ……そんなのだから、貴様はダメなのだ」

      　が、同じ彼氏いない歴＝年齢をより長く続けているディアローズは偉そうにそんな彼女を否定する。

      「妾わらわが観察する限り、彼は女を見ても何も思わない枯れ木のような男ではない。たんに、女に手を出すリスクが大きすぎて我慢しているだけだ」

      「……ほう」

      　興味深そうな顔で、シュレーアは続きを促した。

      「だから、次々攻勢を仕掛けて我慢する余裕を引きはがす。性欲が溜まりに溜まったら、まともな思考回路など吹っ飛んでしまう……今の貴様のようにな！」

      　ディアローズはパチンと金将を前に進めた。すると、シュレーアの王将はどこにも逃げ場がなくなってしまう。詰みだ。シュレーアは引きつった顔でため息をついた。

      「妙に実感の籠った口ぶりですね」

      「妾わらわは先の戦いの後半戦では、ずっとその状態になっていたからな……」

      　ディアローズはため息をついた。ほぼ自爆とはいえ、彼女は性欲が暴走したばかりに大国の次期皇帝から奴隷にまで転げ落ちた人間なのである。この作戦は、同じことをやり返してやるという理念で組み立てられていた。

      「手始めに同衾だ。一晩中女と女に挟まれて身動きが取れない状況に追い込む」

      「……でもそれ、よく考えたら私たち二人で同じ布団に入るってことですよね？ 正直辛くないですか？」

      　女同士同じ布団で寝るのは、ヴルド人の感覚では正直辛いものがあった。姉妹ならまだ許せるのだが、相手はほぼ他人である。

      「やかましい。妾わらわとて必要がなければこのようなことはしたくないわ！」

      　もちろん、それはディアローズとて同じだ。しかし、作戦を遂行するには必要な犠牲でもある。

      「しかし、しかしだ。本番も二人でやるのだぞ？ 今のうちに慣れておかねば、あとでやっぱり無理ですとなったら作戦自体が崩壊する。今回はその予行演習という面もあるのだ、諦めるがいい」

      「え、本番……えっ!?そっちも三人でやるんですか!? 正気!?」

      　この爆弾発言はさすがに看過できない。初体験くらい、ロマンチックにやりたいのである。

      「女二人で男を押さえつけてって……エロ本じゃあるまいに！ いや、そういうシチュは嫌いではありませんが、私は創作と現実の区別はついているタイプなので！」

      「いや、貴様は勘違いしている。実態はむしろ逆だ」

      　しかし、ディアローズはあくまでクールだった。深いため息を吐き、つづける。

      「ご主人様は地球人テランだ。貴様のことだからあまりくわしくないだろうが、地球人テランというのは非常に体が弱い」

      「それは、わかっていますが……」

      　輝星が自機の全力機動で体を壊したことは、彼女とてしっかり覚えている。あれがなければ、まだ安心して戦場に送り出せるのだが……。

      「そんな相手にだ、圧倒的に体力のすぐれた我々が無理やり行為を強要したらタダではすまぬであろう。最悪命が危ない。やりすぎないよう、ストッパーが必要なのだ」

      「つまり、私の暴走を恐れていると？」

      「逆に聞くがな、あの男の裸身を前にして暴走しない自信はあるか？」

      「……ないです」

      　できれば否定したいところだったが、シュレーアはそこまで自分を過信できなかった。ディアローズは満足げにうなずきつつ、彼女を真っすぐ見据える。

      「逆のことが妾わらわにも言える。どちらかが正気であれば、最悪の事態は避けられるというワケだ。肉体的には無事でも、身体を重ねることに恐怖を覚えるようになってもらっては困る。とにかく安全重視、穏やかに行かねばならぬ。わかるな？」

      「……ええ、まあ」

      　不承不承、シュレーアはうなずいた。夜這いと言っても、無理やり強行すればそれこそレイプと同じだ。了承をとって開始し、和やかに終わらせる必要がある。そしてそれを自分一人で完了させる自信は、シュレーアにはなかった。

      「忘れてはならんのは、セックスがしたいから夜這いをするのではないという点だ。うんと性欲を煽ってやってから、『あなたのことが好きだ、結婚したい。でも、もし輝星が嫌だというならすぐに退こう』……そう言ってやるのだ。こうすれば、セックスを受け入れた、イコール結婚を受け入れたということになる」

      「な、なるほど……男女を逆にして考えてみれば、なかなか卑劣で凶悪な作戦ですね。……地球人テランの男の人には、これが通用すると？」

      「うむ。調べた限りではな」

      　シュレーアは無言で考えた。ヴルド人の常識で言えば、こんな作戦は絶対に成功しない。しかし、他に手がないもの事実だ。ここは少々分が悪くても賭けに出るべき状況かもしれない。

      「……わかりました。その作戦で行きましょう」

      「ものわかりがよくて何よりだ。……しかし、まだ夜襲を仕掛けるにはやや早い時間だな。もう一戦やるとするか？」

      「嫌ですよもう。駒の動きをやっと覚えた程度の人間に本気を出すなんて、大人げないと思わないんですか？」

      「いや、ウン……頑張って手加減はしておるのだが」

      「……」

      　シュレーアは無言で頭を抱え、ディアローズは申し訳なさそうな苦笑を浮かべた。気の抜けた空気が二人の間に漂った、その時である。突然、落ち着いた雰囲気の和室には似つかわしくない騒がしい電子音が鳴り響いた。

      「失礼」

      　音の出所は、シュレーアの携帯端末だった。ディアローズに一礼して端末を確認すると、フレアから音声通信の呼び出しが入っている。

      「こんな時間に……？」

      　シュレーアの双子の姉、フレアはそれなりに配慮ができる人物だ、普通なら、夜中に電話をかけてくるような真似はしない。妙な胸騒ぎを覚えて、シュレーアは通信に出た。

      「姉上、いったい……」

      『まずいことになったよ』

      　シュレーアの言葉を遮り、フレアは端的に言った。ふだんの冗談めかした口調からは程遠い、緊迫した声音だった。彼女は皇国軍の情報部を統括している。おそらく尋常ではない事態が発生したのだと、シュレーアは直感していた。

      『結論から言うけど、その旅館に帝国の工作員が紛れ込んでるかも』

      「えっ!? はあ!?」

      　シュレーアは眉を跳ね上げ、素っ頓狂な声を上げた。その尋常ではない様子に驚いたディアローズが、慌てて寄ってくる。シュレーアは一瞬躊躇した。この話は、果たしてこの女に聞かせてよいものだろうか？

      　……結論は、すぐ出た。相手は元敵とはいえ、同じ男を共に襲うことに決めた同志である。一度信頼すると決めたからには、最後まで貫くべきだ。即座に通信端末をハンズフリーモードにしてディアローズにも聞こえるようにしてやる。

      「どういうことです？ ここに……工作員？ 狙いは我々ですか？ それとも、ディアローズ？」

      『わからない。でも、可能性が高いのはディアローズの救出か……輝星くんの暗殺』

      「……まずい！」

      　皇国軍の逆転の原動力は、間違いなく輝星の存在だ。そんなことは、帝国側も皇国側も理解している。正直、シュレーアやフレアが死ぬより輝星が殺されてしまった場合の方が戦局に与える悪影響は大きいだろう。

      　少し考えてみればわかることだ。戦場で殺せない相手ならば、戦場の外で殺してしまえばいい。シンプルな結論である。シュレーアがちらりとディアローズを見ると、彼女はぶんぶんと首を振った。

      「妾わらわは何も知らぬ！ 帝国に戻りたくもない！ あのような醜態を晒したのだ、もはや本国に戻ったところで、針のムシロ程度では済まぬぞ！」

      　男を襲うのに失敗して妹に反逆され、艦隊そのものの降伏を招いたのがディアローズだ。今まで積み上げてきた成果すべてが水の泡になるような、ひどい失敗である。今さら帝国に救出されたところで、次期皇帝としての立場を取り戻すのはムリだ。出世ロードからは当然外れるし、それなりのペナルティも与えられるだろう。悪くすれば、処刑すらありうる。

      『えっ、何？ ディアローズも聞いてるの!?』

      「むろん、聞いておる！ 輝星の一大事は妾わらわの一大事、協力させてもらおう」

      『は、ええ……大丈夫なのかなー？』

      　フレアからすれば、ディアローズは仇敵である。いくら自軍に降ったとはいえ、そう簡単に思考を切り替えられるものではない。首輪爆弾があるとはいえ、旅行に同行させるのも本当は嫌だったのだ。

      「大丈夫です。少なくとも、この旅行の間はこの女は裏切りません」

      『だ、断言するねー……。根拠を教えてくれるかな？』

      「この旅館に泊まっている間に、私はディアローズと共に輝星をモノにします！ 私にとっても彼女にとってもこれが最後のチャンスなんですから、裏切るはずがありません！」

      　携帯端末の向こうから、フレアがむせる音が聞こえた。

      「……うー」

      　しばらく咳き込んだ後、フレアは恨みがましい唸り声を上げる。

      「さーすが無敗の帝姫、タダでは起きないねー……」

      「意中の男を手に入れるためなら祖国も裏切るのがヴルドの流儀よ。使える手段は何でも使うのだ」

      『本当に大丈夫かなー？ 君の救出と輝星君の誘拐を同時にこなせば、シュレーアちゃんに協力しなくてもその目的は果たせちゃいそうな気もするけど』

      「救出？ 笑わせるな。下手をすれば口封じに殺されてしまう！ 妾めかけがどれだけ帝国の機密をぺらぺら喋ったと思っているのだ！」

      「あ、ああー……」

      　自らの保身のため、ディアローズは尋問においていっさいの黙秘をしなかった。帝国の諜報機関は優秀だから、すでにそのことは漏れてしまっているだろう。もはやディアローズも帝国からすれば重罪人だ。

      「もはや妾わらわの居場所はご主人様の隣だけなのだ。それを守るためなら、シュレーアとご主人をくっつけるくらいならいくらでも手伝ってやる！ 役得もあるしなあ？ くふふふ……」

      『う、うわあ……ばりばり連婚に参加する気じゃん……お姉ちゃん、嫌だよ？ こんな奴と義理の姉妹になるのは……』

      「諦めてください。わたしももう止まれないんですよ！」

      　そう叫んでから、シュレーアは首をブンブンと振った。

      「い、いや、それより狙われてるのは輝星なんですよ！ こうしちゃいられません！」

      　フレアの話が本当なら、工作員はすでに旅館の館内に侵入しているはずだ。即座に輝星を狙いに行ってもおかしくない。最悪、すでに手遅れの可能性すらある。

      　それに思い至って、シュレーアは大いに慌てた。通話状態のままの携帯端末を投げ捨て、スリッパも履かずに部屋の出口から飛び出した。急いでディアローズもそれに続く。

      「まずい……！」

      　シュレーアが慌てるのも当然だ。なにしろこの温泉旅行には、警備の兵は一人たりとも同行していない。館内のセキュリティはまったく期待できない状態だった。これは、皇国軍が一時的にひどい人手不足に陥っているせいだった。

      なにしろまともな正面戦闘が発生しないまま大量の帝国軍将兵が降伏してしまったわけだから、すさまじい数の捕虜が発生した。皇国軍の数少ない歩兵部隊は大半がこの警備に人を取られ、皇族親衛隊すら投入しなくてはならない事態になっていた。慰安旅行程度のことに兵士を出すような余力は、今の皇国軍にはいっさいない。

      旅行先が皇宮おひざ元の温泉旅館ということもあり、警備の人員は大胆にカットすることになってしまった。その結果がこれである。慢心というほかなかった。

      「あれは……！」

      　輝星の部屋は、シュレーアたちの部屋のすぐ隣にある。ドアから飛び出したシュレーアは、彼の部屋に入ろうとする怪しい人影を見つけていた。薄暗い夜間照明のせいで見づらいが、仲居の服装をしているように見える。

      　瞬間、シュレーアの思考が沸騰した。自分の男を取られそうになったヴルド人はライオンよりも凶暴だ。全力全開で床を蹴り、曲者に飛びかかる。

      「ぐう……っ！」

      　完全な奇襲を喰らった仲居風の女は、あっという間に床に転がった。しかしそれでも、悲鳴は上げない。代わりに懐のホルスターから拳銃を抜こうとする。

      「やらせん！」

      　その手をディアローズが思いっきり蹴り飛ばした。絨毯の引かれた廊下を黒い小型拳銃が転がっていく。

      「観念なさい！」

      　襲撃者に飛び掛かったシュレーアは、慣れた手つきで彼女の首を絞めた。頸動脈を締め落とされた仲居風の女は、あっという間に意識を失う。柔術の達人めいた動きに、シュレーアが口笛を吹いた。

      「やるではないか」

      「この頃図体の大きな敵ばかりあらわれるのでねえ……重点的に訓練しておいたんですよ」

      　ジロリとディアローズを睨んでから、シュレーアは襲撃者の首から腕を離した。しかし油断はせず、代わりに関節を極めておく。

      「騒ぎになるとマズイ。下手をしなくてもこの旅行そのものが中止になってしまう……」

      「そ、それはいけません！ なんとしても、輝星には日程通りここに滞在してもらわねば」

      　彼が巡洋戦艦《レイディアント》に戻ってしまえば、夜這いの機会は二度と訪れないだろう。まさか、艦内でコトに及ぶわけにはいかないからだ。

      なにしろ軍内部では輝星のファンクラブまでできている。兵たちに輝星を襲ったことが露見すれば、反乱が起きかねない。輝星一人のために帝国のカレンシア派遣艦隊は滅ぶことになったのだ。同じことが皇国軍でも起きる可能性は十分にあった。

      「……致し方あるまい。先ほどの通信相手は情報部のフレア皇女であろう？ 奴にもう一度連絡を取って、事情を話すのだ。きっと無理をしてでも人を寄越してくれるはずだ」

      　なにしろ輝星は戦略兵器のような強さを誇っている。皇国軍としても、できれば戦後も彼には国内にとどまってもらいたいはずだ。軍の組織力を使って、この夜這い作戦をバックアップしてもらうのである。

      「う、うう……それしかありませんね。いったんこの曲者は私たちの部屋に監禁しておいて、姉上に回収してもらうことにしますか」

      　その言葉に、ディアローズは無言でうなずいた。

      
        

      

      

      
        

      

      　それからはもう、大変だった。突然通信が切れてやきもきしていたフレアは、シュレーアとディアローズからとんでもない計画を聞かされてひっくり返りそうになってしまった。この非常時に何を言っているんだと怒鳴りそうになったが、結局ディアローズが舌先三寸で丸め込んでしまう。

      　実際、国益の上でもフレア自身の私情の上でも、輝星にはシュレーアと結婚してもらいたいのは事実なのだ。結局、情報部が総力を挙げて夜這い作戦をバックアップすることになった。

      　まずは、捕獲した敵工作員らしき女の移送。敵はこの女一人とは限らない。無理をして人員を集め、旅館内になんとか警備態勢を敷く。すべての準備が終わったのは、日付が変わった後だった。

      「いくぞ……」

      　そのころにはシュレーアもディアローズもすっかり疲労困憊だったが、逆にそれが彼女らの獣欲を煽っていた。キラキラというよりはギラギラとした目つきでうなずきあい、輝星の部屋のドアホンのボタンを押す。

      　輝星は、すでに就寝していた。部屋の入り口で聞こえる電子音に顔をしかめると、布団から起き上がる。携帯端末で時間を確認すると、その表情はさらに渋くなった。

      「こんな時間に一体なんだよ……」

      　ぼやきつつも、リモコンを使って照明を点灯させる。ドアホンはまだなり続けていた。輝星は目をこすりながら出口に向かった。

      「はいはい……」

      　室内は純和室だが、出入り口だけはセキュリティのため丈夫なドアが据え付けられている。覇気に欠けた声で返事をしながら、輝星はドア横の液晶モニターで来客の顔を確認した。

      「……なんかヤな予感がするなあ」

      　モニターに映る妙にギラついた雰囲気を漂わせたシュレーアとディアローズを見て、輝星は小さくつぶやいた。しかし、こんな時間にやってくるからにはそれなりの理由があるはずだ。ため息をついてからロックを解除し、ドアチェーンをかけたまま扉を開ける。

      「どうしたの、こんな時間に」

      「姉上……フレアから、旅館内に帝国の工作員が紛れ込んでいる可能性があると連絡が来ました」

      　真剣な表情で、シュレーアは言った。可能性どころか、すでに一人捕縛者が出ているわけだが……彼女はそんなことはおくびにも出さない。彼に余計な心配をかけたくはないからだ。

      「ご存じの通り、今回の旅行では警備員の手が足りていません。万が一ということもありますから、私……と、一応ディアローズであなたの護衛をします。敵の狙いは、おそらく輝星でしょうから」

      「ええ、大丈夫なの？」

      　輝星は眠気が吹っ飛んだ顔で聞いた。ちなみに、一応この宿は高級旅館なので防音設備はしっかりしている。そのため、自室の前で捕り物が行われたことに、彼はまったく気づいていなかった。

      「あくまで、可能性ですから……念のためですよ。一応、姉上にも応援を要請しています」

      　スラスラとそんなことを説明するシュレーアだが、語っている内容はすべてディアローズの入れ知恵だ。同室で眠ることを許可させつつ、旅行を中止するほどの危機感を抱かせない。そういうふうに計算された嘘だ。

      「そ、そうなんだ……ならいいけどさ」

      　そんな裏事情を知るはずもない輝星は、眉間にしわを寄せながら小さくうなずいた。彼としても、自分の白兵戦能力が低いことも心得ている。確かに部屋で一人で寝るのは危険だろう。

      「わかった。入ってきて」

      　ドアチェーンを外し、二人を部屋に入れる。入室早々シュレーアが深呼吸を始めたが、即座にディアローズが頭をシバいて止める。

      「愚か者め！ 相手の警戒心を煽るような行動をしてどうする！」

      「すみません……」

      　こそこそ囁き合う二人に、輝星は少し微笑んだ。二人の距離感が敵味方から友人同士のそれに代わっていたからだ。

      「二人とも、この部屋で寝るの？」

      「そうだ。何があってもすぐにご主人様を守れるよう、控えておかねばならぬからな」

      「守られるのは趣味じゃないんだけどねえ。仕方ないか」

      　輝星は肩をすくめる。

      「でもこの部屋、布団が一つしかないんだけど……」

      　一人部屋として準備されていたのだから、それも当然のことだ。何もかも仲居がやってくれるような高級旅館だから、当然予備の寝具の入った押入れの類も部屋にはない。

      「お、同じ布団で寝れば問題ありません！」

      「ええ……」

      　嫌な予感の正体はこれか。輝星は一人納得した。彼も健康的な地球人テラン男子だから、当然美女二人との同衾に興味がないわけではない。しかし、手を出せばゲームオーバーな状況で魅力的な異性と密着するのは、下手な拷問よりも苦しいものだ。なんとか考えを変えてもらおうと反論しかけるが、ディアローズがそれを遮る。

      「聞いたところによると、こやつの姉……フレアと、あのサムライ娘の二人とも同衾したらしいではないか。今さら何を嫌がるというのだ、ご主人様よ」

      「うっ……」

      　惑星センステラ・プライムの農村の出来事を掘り出され、輝星は顔を引きつらせた。彼から言わせると、あれは不可抗力である。とはいえ、同じ布団で寝たのは事実だ。

      「それに、以前キスの約束もしたじゃないですか……私たち」

      「あのセクハラ子爵の時のか……」

      　これもまた、センステラ・プライムでの話だ。戦場で出会った帝国の子爵が皇国に寝返る条件が、輝星のキスだった。それにやきもちを焼いたシュレーアは、自分にもキスをしてくれとせがんだのだ。結局いろいろあったせいでその約束は今まで放置されていたのだが……。

      「せっかくなので、キスの代わりに添い寝をお願いしたいんです……駄目ですか？」

      　いいかダメかで言えば、ダメだ。しかし、潤んだシュレーアの目を見ていると否とは言いにくい。輝星は渋い顔をした。

      「……いいよ」

      　結局、輝星にはうなずくしか選択肢はなかった。

      「安心せよ。添い寝以上のことをしようとすれば、妾わらわが身を張って止める。そのためにわざわざ同行したのだからな」

      　今日のところは、であるが……。真意を隠し、ディアローズは肩をすくめた。

      「と、いうわけで妾わらわも同じ布団に入らせてもらうぞ。監視のためだ、致し方あるまい？」

      「ンンンンン！」

      　もはや否と言えるような状況ではない。輝星は破れかぶれとばかりに布団にもぐりこみ、カタツムリのように隠れた。二人は顔を見合わせ、勝利の笑みを浮かべる。

      「で、では失礼して……」

      　輝星の右側に、するりとシュレーアが入る。風呂上がりの良い香りが鼻をくすぐり、彼の心臓が跳ねた。さらに、追い打ちとばかりにディアローズが左側に入ってきた。彼女は華奢な輝星の身体を両手で包むと、自らの豊満な胸にぎゅっと押し付けてくる。

      「一人用の布団に三人も入ると狭いからな？ きちんと布団の中に体を収めるための、必要な措置だ」

      　平常心を心掛けている輝星も、これには冷静ではいられない。ディアローズの身体は柔らかく刺激的だった。

      「ほれほれ、貴様もくっつかぬか。身体を冷やして風邪をひくぞ？」

      「は、はい」

      　シュレーアは慌ててリモコンで電灯を消し、緊張に震えつつ輝星に体を押し付ける。ディアローズには豊満さで劣るものの、適度に鍛えられたその身体はハリがあり触り心地がとてもよい。輝星はもう、寝られるような状態ではなくなってしまっていた。

      「ど、どうしてこんなことに……」

      　困惑する輝星だったが、彼の受難はまだ始まったばかりだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　翌朝。シュレーアがゆっくりと目をあけると、眼前には安らかな表情を浮かべたディアローズの顔があった。

      「うえっ」

      　朝から気持ち悪いものを見てしまったと言わんばかりの様子でシュレーアは呻く。非常に整った容姿なのが腹立たしい。さっさとこの地獄絵図から脱そうと体を動かしたが、全身がディアローズの長い手足によってガッチリとホールドされているためまともに身動きが取れない。

      「うう……」

      　シュレーアとディアローズの間で苦し気な声が上がった。輝星である。彼は二人の美女に挟まれたまま、苦悶の表情を浮かべている。さながらサンドイッチの具だった。

      「あ、まず……」

      　慌ててシュレーアは動きを止めた。彼が朝方まで起きていたことは知っている。体力のあるシュレーアは一日二日の徹夜など大したことではないが、輝星はそうはいかないだろう。しっかり寝かしておいてあげたいところだ。

      「……ふへへ」

      　輝星の顔を見て、シュレーアは蕩けた表情を浮かべる。本懐こそ遂げていないものの、一晩の同衾に成功したのは明らかな進展である。全身に感じる彼の華奢な肉体に、シュレーアの眠気は一気に吹っ飛んだ。

      「しかし邪魔ですね……」

      　憎々しげに、シュレーアはいまだ惰眠を貪るディアローズを睨みつけた。せっかく輝星と密着しているというのに、彼女に拘束されているせいでいまいち楽しめないのである。

      「あいたっ！」

      　仕方ないので、シュレーアはディアローズの顔面に頭突きした。もちろん手加減はしているが、小さく悲鳴をあげて彼女は覚醒する。

      「な、なんてことをするのだ、貴様」

      「輝星さんが苦しそうなんですよ。さっさと離しなさい」

      「おっと！」

      　ディアローズとニヤリと笑い、自らの胸元に埋まった輝星の方へ目をやった。彼を起こさないようそっと体を離す。

      「むう、手も足も痺れてしまった」

      　しかし、がっしり輝星とシュレーアを掴んでいたせいで、彼らの身体の下に入っていた手足はすっかり麻痺していた。布団からそっと出てきた彼女は「うむむむむむ」と唸りながら畳の上をゴロゴロと転がる。

      「まったく」

      　呆れつつ、シュレーアはフリーになった輝星をぎゅっと優しく抱きしめた。二人に挟まれたせいか彼は汗でビショビショだったが、愛しい相手のものだと思うと嫌悪感を覚えるどころか興奮すら覚える。シュレーアは彼のうなじに鼻を当て、深呼吸した。

      「ふへえ……」

      「……本番は今夜なのだから、絶対に暴走するでないぞ」

      「わ、わかってますよ。……いや、寝ている輝星さんにコッソリ、というシチュには興味はありますがね。さすがに「初めて」は真面目にやらないと」

      「本当にわかっておるのか疑わしいな……」

      　呆れながら、ディアローズはやっと痺れが取れてきた手足をプラプラと振る。そしてニヤリと笑って輝星ににじり寄ると、その眠りが深いことを確認してから汗の浮かんだ頬をペロリと舐めた。

      「うわ、変態……」

      「今の貴様の姿を鏡に映して見せてやろうか!?」

      　汗まみれの男のうなじで深呼吸する女だけには言われたくないと、ディアローズは憤慨した。さすがにこれには反論できず、無言で輝星の香りを堪能する作業に戻るシュレーア。ディアローズもそれ以上は追及せず、頬や首元に舌を這わせる。

      　美女二人に美少年が貪られている絵面はひどく倒錯的だったが、やられている本人はたまったものではない。疲れからか目こそ覚まさないものの、彼は眉根に皺を寄せて唸り始めた。

      「うう……俺は食ってもおいしくないぞ……」

      「嘘をつけ、極上の美味に決まっておるわ」

      　粘着質な笑みを浮かべつつ、ディアローズは顔を離す。ここで目を覚まされでもしたら、問答無用で警察案件だ。

      「さて、妾わらわはそろそろ行ってくる」

      「おや、何か用事ですか？」

      　変態行為はやめるにしても、輝星の寝顔を見ているだけでもなかなかに眼福だ。シュレーアは輝星が目覚めるまでこの部屋にい続けるつもりだったのだが、ディアローズはそうはしないらしい。

      「うむ、まだ少し仕込みがあるからな」

      「仕込み？」

      「言ったであろう？ 次々攻勢を仕掛けると。添い寝なぞまだ序の口よ」

      「ま、まだ何かするつもりですか？ 牧島中尉やテルシスさんに見つかったら、監視が強化されて夜に出歩けなくなりそうですが……」

      　なにしろ、一晩中手を出さないまま肌を重ね続けていたのである。シュレーアの中の忍耐は、すでに限界に達していた。それでもなんとか我慢し続けられているのは、今夜の夜這いを絶対に成功させるという気概があってこそである。万が一にでも失敗するわけにはいかない。

      「うむ。牧島何某はさておき、確かにテルシスは非常に厄介だ。だから、別の者を使う」

      「……え？」

      「奴隷の身の上である妾わらわとポンコツな貴様だけではいろいろと限界があるからな。他にも手を打っておるのだ」

      　まさか他にも協力者がいるとでもいうのだろうか？ シュレーアは不安になって問いただそうとしたが、それより早くディアローズは言葉を続ける。

      「ま、しかし……先に風呂だな。下着がひどいことになってしまった……」

      「うえっ……そういうこと、はっきり言わないでくださいよ。気持ち悪い」

      「くくく……いや、すまぬすまぬ。だが、風呂が必要なのは妾わらわだけではあるまい？ そんな雌くさい有様では、この男に嫌われてしまうぞ」

      　シュレーアは口をへの字にしてディアローズを睨みつけたが、彼女のいうことにも一理ある。名残惜しそうな様子で輝星の身体を離し、布団から出る。

      「しかし、一晩お邪魔したというのに寝ている間に部屋から出ていくのも無作法です。私はシャワーで我慢しますから、貴女は一人で朝風呂でも楽しんできなさい」

      　この宿の目玉は温泉ではあるが、一応各部屋にはシャワールームが備え付けになっている。手早く体を洗うのなら、そちらを使った方が速いだろう。

      「うむ、言われずともそうさせてもらうとも。ここの温泉はなかなか加減がよいからな」

      　そう言いながら、ディアローズは手をひらひらと振って部屋から出て行った。それを見送った後、シュレーアが恐る恐る布団から顔を出した輝星へと近づく。そしてその額に唇を当てようとしたが、さすがに相手が寝ているときにこれをするのは不味い。そう思いなおして、額の代わりに頬にキスする。

      「……やっちゃった」

      　悪戯っぽく笑った後、シュレーアはシャワールームへ向かうのだった。

      「うう……」

      　それから三十分ほどたって、輝星は目を覚ました。彼を膝枕していたシュレーアは、内心の獣欲を隠しつつ優しげな笑みを浮かべる。

      「おはようございます」

      「う、ああ……おはよ……」

      　寝起きだというのにひどく疲れた様子で、輝星は挨拶を返した。そしてシュレーアの膝から頭をどけ、目をこする。

      「ひどい夢を見たよ。ライオンだがトラだかチーターだかわからない生き物に食われそうになってた……」

      「あはは、それは災難でしたね……」

      　原因が自分たちにあることはシュレーアも理解していたが、さりとて変態行為をしていたことをバラすわけにもいかない。結局、シュレーアは曖昧な笑みを浮かべることしかできなかった。

      「ところで、なぜ膝枕を……？」

      「なぜと言われましても」

      　やりたかったからやったのである。特に理由などないが、確かに輝星の側からすれば疑問だろう。答えに窮したシュレーアだったが、結局静かに首を左右に振った。

      「なんとなく」

      「なんとなくか……」

      　しかし、輝星は寝不足のせいか頭がしっかり回っていない様子で、それ以上追及はしてこなかった。彼はもぞもぞと立ち上がり、自分の身体を見る。

      「うわ、ひっどい汗。こりゃ、そうとう臭かったでしょ。ごめんよ」

      「なんてこと言うんです！ むしろ、いつまでも嗅いでいたくなる香りでしたよ！」

      「ええ……」

      　それはそれでドン引き案件である。輝星に何とも言えない表情を向けられたシュレーアは、真っ赤になって顔を布団に埋めた。

      「す、すみません……」

      「ま、まあいいや。そういえば、ディアローズは？」

      「お風呂へ行きました」

      　シュレーアは布団から顔を離さず答えた。

      「ああ、なるほど。じゃあ、俺も行ってこようかな。こんなに全身びしょぬれじゃあ落ち着かない」

      「あ、お供しますよ。じゃあ」

      　顔を上げてシュレーアが提案する。むろん混浴はできないが、エスコートくらいはしたいのである。だが、輝星は首を左右に振る。

      「いや、一緒に部屋から出てくるのを誰かに見られたらまずいでしょ。俺が出た後、こそっと部屋から脱出したほうがいいよ」

      「う、確かに……」

      　サキかテルシスあたりにこのことが露見すれば、今夜の計画は間違いなくおじゃんになってしまうだろう。それだけは絶対に避けなくてはならない。輝星は肩をすくめると、携帯端末をちらりと見て時間を確認した

      「まだ朝食には早いけど……風呂入るならあんまり余裕はないな。ごめん、行ってくるよ」

      「ええ、はい。行ってらっしゃい」

      　荷物から手早く着替えの入った袋を引っ張り出した輝星は、シュレーアに手を振ってから出入り口に向かう。雪駄を履いて、ドアを開くと……そこには腕を組んだノラが立っていた。

      「ッ!?」

      　予想外の出会いに、輝星は慌てつつも素早くドアを閉めた。中のシュレーアを見られるわけにはいかない。

      「おはようございます。おやおや、どうしました？ ずいぶんと慌ててるみたいデスが」

      「いや、はは。なんでももない。おはよ」

      　笑って誤魔化そうとする輝星だったが、ノラは冷たい笑みを浮かべてずいと身体を寄せてきた。そして、すんすんと音を立てながら彼の身体の臭いを嗅ぐ。

      「おや、おやおやおや……おかしいデスね。輝星サンから女の臭いがしますよ？ 妙デスねえ……」

      「うげぇ」

      　明らかに確信があってやっている表情だ。とてもではないが、誤魔化しがきく状況ではない。しばらく苦虫をかみつぶしたような表情で思考する輝星だったが、結局素直に白状することにした。

      「いや、なんというか……その……同じ布団で寝ただけなので……」

      「ほーん」

      　笑みすら消し、冷たい無表情で輝星の背中側にあるドアを睨みつけるノラ。輝星はあわてて彼女の肩に手を置いた。突入でもされてシュレーアと大喧嘩でもされたら堪ったものではない。

      「で、でもさ、すごいタイミングだな。まだ早いから、まさかバレるとは……」

      「早朝から張ってたんデスよ。正直なことを言えば、どこぞの元上官のクソ女がこの部屋から出てくるのも見てました。さっきのはあくまで問い詰めるためのポーズデス」

      「うわ、そこまで見られてたのか……」

      　完全に現行犯逮捕だ。もはやどのような言い訳も通用しないだろう。輝星は顔を青くした。

      「ああ、安心するデス。アナタを責める気はありません。女に本気で迫られたら、男の力で逃れるのは無理デスからね。それに、敵はあの頭だけは回るクソ女。どうせ、卑怯な策で拒否できないようにして強要されたんでしょ？」

      「う……」

      　確かに強要はされたが、それはそれとしてタイプの違う美女二人に挟まれて眠るのはなかなかに刺激的な経験だった。輝星としては、役得と感じなかったわけでもないので……一方的に被害者扱いされると、それはそれで罪悪感を覚えるのだ。

      「ま……ヤッたわけではないようデスし、これ以上の追求はしませんよ。しかし……」

      　ニヤと、ノラは悪魔的な笑みを浮かべた。

      「獲物に他の女の臭いがついてるのは気に入りませんからね。私の手で洗い流させてもらうデスよ」

      「ん？ んんっ!?」

      　聞き捨てならないことを言われ、輝星の頭は混乱した。ただでさえ、寝不足と興奮で少しボケているのである。顔を赤くしたり青くしたりしている彼の鎖骨を、ノラは指でツツツとなぞった。

      「要するに、混浴を要求するデス。……ああ、安心してください。どうせ男湯はアナタだけの貸し切り状態なんデスから、バレやしませんよ」

      
        

      

      

      
        
      
      「ふーんふーふふっふっふっふーふー」

      　鼻歌混じりに、輝星の背中をタオルで擦る。その手付きは、まるで美術品でも磨いているような丁寧さだった。広い男湯の中、居るのは彼と彼女の二人だけ。かなりぜいたくな環境だったが、輝星にそれを楽しむ余裕はなかった。

      「上機嫌だね……」

      　目の前にある湯気で曇った鏡を見ながら、輝星は疲れ果てたような声で言う。部屋の前で遭遇したときの不機嫌ぶりとは打って変わって、今のノラはしごく楽しそうだった。

      「獲物を綺麗にするのは女の甲斐性デスから。どうデス？ 私のモノになれば、毎日だってこうして洗って、おまけに着飾らせてあげますけど」

      「最低限清潔ならいいかなって……」

      「そんな有様でこれだけキレーなんデスから、卑怯デスよねえ……」

      　肩をすくめてから、ノラは輝星の頬を後ろからそっと撫でる。彼女の年齢にふさわしくない、ひどく艶めかしい触り方だった。

      「く……」

      　思わず身体が反応しそうになって、輝星はぐっと堪えた。正直に言えば彼女の体形はストライクゾーン外なのだが、昨夜の出来事のせいで彼もかなり溜まっている。万一にもこれを悟られるわけにはいかないと、脳内で素数を数え始めた。

      「おっと、ほっぺたに泡がついちゃいましたねえ……流しますよー」

      　ニィと笑って、ノラはシャワーヘッドを掴んだ。輝星が目を閉じると、シャワーの湯を頭からかけられる。そのまま、彼女は全身の泡を洗い流した。

      「うっ」

      　目をあけた輝星が小さく呻いた。いつの間にか、鏡に湯がかけられて曇りが取れている。おかげで、背後にいるノラの裸身をバッチリ見てしまった。彼女はタオルなどというしゃらくさいものは身体に巻いていないのである。輝星は慌てて目をそらした。

      「初心うぶデスねえ。見たって減るもんじゃないんデスよ？」

      「君ねえ、もうちょっと慎みというものを……」

      「慎みを投げ捨てていいなら、後ろだけじゃなくて体の前もしっかり丁寧に洗ってさしあげますが？」

      「勘弁してください……」

      　勝ち誇った笑みを浮かべつつ、ノラは自前で持ってきたシャンプーのボトルを手に取る。

      「ついでに頭も洗ってあげるデスよ。目は閉じといてください」

      「ああ、ありがと」

      　抵抗しても無駄なことは理解している。輝星はおとなしく目を閉じた。シャンプー液を手に出したノラが、そっと彼の髪を洗い始める。意外と丁寧な手つきで、心地がよかった。

      「どうデスか？ 痛かったら正直に言いなさい」

      「大丈夫、気持ちいいよ」

      「ふっ」

      　彼の言葉にノラが艶めかしい表情で吐息を漏らしたが、目を閉じている輝星はそれに気づけない。しばしの間しっかりと洗髪し、シャワーで洗い流した。顔に付いた湯を払っている輝星に、ノラは言う。

      「これでサービスは終わりデス。後は自分で何とかしなさい」

      　ぺちぺちと彼の背中を叩くと、ノラは彼の真後ろにある洗い場に腰を下ろした。どうやら、自分の身体を洗うつもりらしい。輝星はほっと安堵の息を吐き、手早くノラが手を付けなかった場所を洗った。そして立ち上がってシャワーで泡を流す。

      「背中を流してあげたんだから、ワタシの背中も流してくれますよねえ？ もちろん」

      　そそくさとその場を立ち去ろうとした輝星だったが、それを逃すノラではない。有無を言わさぬ口調でそう言い切られてしまえば、断ることなどできなかった。ため息を吐き、彼女の背後にしゃがみ込む。

      「はい、どうぞ」

      　泡まみれのタオルを渡され、輝星はもう一度ため息を吐いた。そして、彼女の背中に目をやる。まだ幼さの残る、華奢な身体だ。しかし、なぜかあちこちに古傷がある。

      「これは……」

      　思わず、輝星は目立つ傷跡を指でなぞった。何針も縫ったであろう、大けがの痕だ。くすぐったかったのか、ノラは「んふっ」と奇妙な声を漏らす。

      「あ、ごめん」

      「いいデスよ。どこをどれだけ触ったって、怒りませんから」

      「それはそれでまずいよ……」

      　ヴルド人全般からして手を出すのはまずいが、何しろ彼女はまだ十四歳なので地雷級にヤバい。比較的早婚の多いヴルド人だが、それでも結婚年齢の下限は男女ともに十六歳なのだ。いや、たとえ法律で許可されたとしても、地球人テランとしての良識に賭けて今の彼女とくっ付くわけにはいかない。

      「それは残念。……傷が気になりますか？」

      「そりゃ、まあ」

      　いたいけな少女が古傷まみれというのは、見ていて気持ちのいいものではない。輝星は正直にうなずいた。

      「ワタシはスラム出身デスからね、小さいころから喧嘩ばっかりしてました。ナイフで刺されたことも、一度や二度ではないのデス」

      「……なんというか、すごいな。ごめん」

      　軽々しく聞くには、少し重すぎる話題だった。輝星は表情を暗くして、自分の頬を掻く。

      「ま、昔のことデス。チャンスをモノにして、今では帝国のお偉いさんデスからね。……いや、帝国を裏切ったわけだから、もはやそれも過去の話なわけデスから」

      　そう言ってノラは、ケラケラと気楽に笑い飛ばした。

      「ま、しょせんは平民出身の雑種犬デスからね。平気で古巣にだって噛みつきますよ……でも、そんな雑種にだってちょっとくらいの誇りと願いはある。そのために、ワタシは戦っているのデス」

      「誇りと願い、ね……」

      　四天といえば帝国の最高戦力であり、その待遇も決して悪いものではなかったはずだ。退役まで勤め上げれば、一代限りの騎士位だけではなく世襲貴族になれた可能性も十分にある。それを蹴って味方をしてくれたのだから、深く感謝せねばなるまい。

      「それはさておき、さっさと背中洗ってくださいよ」

      「あ、ごめんごめん」

      　輝星は慌てて、タオルをノラの背中にこすりつけた。こんなことでも、多少は恩返しになればいいなと考えていた彼だったが……ノラの口元に浮かぶ意味深な笑みには、気づくことができなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      　輝星とノラが風呂に入っている頃、シュレーアたちは自室に戻っていた。これからの方針を話し合うためだ。夜這いだけが目的なら時間が来るまでノンビリしていればよいのだが、帝国の魔手が彼に伸びている以上そうはいかない。

      「結局、昨夜はあれ以降の襲撃はありませんでしたね」

      「妾わらわらが降伏してから、まだそう時間が経っておらぬからな。潜入ミッションのような繊細な作戦に大人数を投入する準備が整っていなかった可能性もある」

      　帝国諜報部からすれば、皇国など大して注目に値する国ではなかった。皇国軍の防諜体制がザルだったこともあり、実際に国内で活動していた工作員は大して多くないはずだ。ディアローズはそういうふうに判断していた。

      　諜報部は極めて機密度が高い部署であるから、さすがのディアローズもその活動の全貌については知らなかった。しかし、自分の元に上がってくる情報から、どういった手段で収集した情報なのかは予測がつく。

      「確かに、名高い帝国の工作員にしてはお粗末な敵でした。準備不足だったのは確かでしょう」

      　煎茶で口を潤してから、シュレーアがうなずく。

      「ということは、敵の打てる手はあれで最後ということになるかもしれませんね」

      「で、あればよいのだが……おそらく、そう都合よくはいかない」

      「……」

      　シュレーアは無言でテーブルに湯飲みを置いた。まあ、そう来るだろうなという直感は最初からあった。

      「繊細な作戦は打ち止め。ならば、手荒な作戦が来るということですか」

      「察しがよいではないか」

      　ディアローズはくすりと笑う。日ごろ周囲からポンコツ扱いされているシュレーアだが、実際のところ頭の回転はそれなりに早い。男が絡むとアホになってしまうだけだ。

      「皇国情報部にはすでに説明してあるが……帝国には、バラバラで輸送して現地でくみ上げることができるストライカーがある。第三国のペーパーカンパニーを通して、機械部品として敵国の国内に戦力を輸送できるのだ。もちろん、それほど大規模な作戦ができるわけではないが……旅先の人間一人を暗殺するには、十分すぎる戦力であろう？」

      「それは……まずい！」

      　帝国に制圧されていた地域がすべて解放されたため、皇都に戦力を集中する必要はなくなった。そのため、皇国軍の主力は帝国とのもともとの国境地帯へと移動させていた。皇都のまわりには、最低限の防衛隊しか配置していない。電撃戦を仕掛けられれば、後れを取る可能性は十分ある、

      「少数での作戦行動を前提に設計された機体だから、性能も抜群だ。《レニオン》を覚えておるか？」

      「帝国の近衛専用機ですね。ゼニス・タイプに匹敵する機体だと認識しています。……まさか？」

      「そう、そのまさかよ。帝国諜報部の誇る特殊作戦機《フリクト》。こいつは、カタログスペックでは《レニオン》とほぼ同等の超高性能機だ。《ジェッタ》や《クレイモア》程度の一般量産機では、とても止められぬ」

      「……厄介ですね。何か作戦が？」

      　自然な声音でシュレーアは聞き返した。まるで参謀に助言を求める指揮官のような態度だ。間違っても、信頼していない相手に向けるような口調ではない。

      　ディアローズは苦笑した。この女、自分が裏切ったらどうするつもりだ？ そう思いつつも、悪い気はしない。隙が多いのが、かえって魅力に思えてくるのがシュレーアという人間だった。自分が支えてやらなければ、そういう風に思ってしまうのである。案外、術中にはまっているのは自分の方かもしれない。ディアローズはそう考えた。すくなくとも、悪い気分ではない。

      「質に数で対抗すると、むやみに被害が広がってしまう。ルボーアやセンステラの時の妾わらわのようにな。しかし、ここには質の高い駒がたくさんいる。ご主人様以外にもな。つまり、質に対してより高い質で対抗することができるのだ」

      「テルシスさんと、ノラさんですか」

      「うむ。それに貴様とあのサムライもな。四天にはさすがに劣るとはいえ、貴様らも十分な兵つわものだ。作戦が作戦だから、敵も大量の戦力を投入することは不可能。この四名がいれば十分迎撃作戦は成功するはずだ。ご主人様に頼らずともな」

      　ディアローズは手をひらひらと振った。輝星が出撃する必要がない、というのが重要なポイントだ。戦闘が発生していることが彼に露見すれば、夜這いを受け入れられるような気分など一瞬で吹き飛んでしまう。

      「しかし、どうやって彼女らを納得させるんですか？ 輝星抜きの迎撃作戦など、絶対に怪しまれますよ」

      「ノラに関しては、もう手を打っている」

      「というと？」

      「……化け物じみて強いエースパイロットに、さらにおまけで帝国の元トップエースが付属してくるのだ。お得な取引だとは思わぬか？」

      「あっ、あなた、まさか……」

      　すっとシュレーアの顔色が青くなった。

      「……奴は十四歳！ 結婚が可能になる十六歳までには、ご主人様に飽きている可能性もある！ 大丈夫だ！」

      「大丈夫じゃないですって！ どうするんですか、本当に！」

      　要するに、輝星との連婚を餌にノラを味方に引き込んだということだ。シュレーアは混乱のあまり、湯飲みを取り落としそうになった。

      「妾わらわとて悩んだのだ！ しかし、この作戦は失敗するわけにはいかぬ！ 致し方のない犠牲だ……」

      「ぐっ……」

      　ノラの戦闘力はシュレーアも承知している。確かに、味方に付けばこの上なく心強い。しかし、納得できるかと言えばノーだった。

      「そんな顔をしても無駄だ。ノラのやつはすでにその気になっておるからな。妾わらわらがこうして二人で集まっていられるのも、あやつがご主人様の護衛を買って出てくれたおかげゆえな」

      「し、知らない間にそんなに話を進めて、あなたは……」

      「そういう反応をされると思ったから、先手を打っておいたのだ……。しかし、すまないとは思っておる」

      「……わかりました。背に腹は代えられませんからね」

      　深い深いため息をついてから、シュレーアはうなずいた。理性的に考えてみれば、たしかにディアローズの言うことには一理ある。ここは従うしかないだろう。

      「しかし、牧島中尉とテルシスさんの方はどうします？」

      「テルシスの方は、簡単に丸め込むことができると思う。奴はアホだからな。しかし、あのサムライに関しては……」

      「関しては？」

      「ノラと同じ手で篭絡するしかないのでは？」

      「殴りますよ、あなた」

      　拳を握って見せるシュレーアに、ディアローズは唇を尖らせた。彼女とて、好きで輝星を餌にしているわけではないのだ。

      「そんなことを言って……もしヤツに内緒でご主人様に結ばれてみろ、後ろから斬りつけられてもおかしくないぞ？ 平和的な戦後を見据えるなら、襲撃の件がなかったとしても話を通してから想いを遂げたほうがよいと思うのだがなあ？」

      「うっ……」

      　シュレーアは唸った。なにしろ目の前の女は、妹の想い人を奪おうとしたばかりに次期皇帝から奴隷身分に転がり落ちた女だ。そうでなくとも、男が原因の下克上などヴルド人社会では日常茶飯事である。

      「……考えてみます」

      「結論は早めに出すのだぞ。いつ敵の襲撃があるのかわからぬ。とりあえず、フレア殿には四人分の機体を用意するように頼んであるゆえな」

      「本当にあなた、手回しがいいですね」

      「妾わらわを誰だと思っておるのだ。無敗の帝姫、ディアローズであるぞ」

      　渾身のドヤ顔で、ディアローズはそう言い切った。

      
        

      

      

      
        

      

      　一方、風呂場。朝風呂と聞くと爽やかに聞こえるが、輝星の内心は爽やかからほど遠い状況だった。昨晩の同衾に先ほどの混浴。童貞である彼の心を乱すには十分すぎる刺激だ。さっさと風呂から出て、一人で落ち着きたい。それが輝星の本音だった。

      「ふう……」

      　そういうわけで輝星は、体を洗った後そのまま脱衣所に移った。手早くタオルで体を拭き、浴衣をまとう。その後ろでノラも着替えをしているが、そちらは極力気にしないようにする。ふだんならばポーカーフェイスを保てるのだが、ディアローズの策略により現在の彼にはそのような余裕はなかった。

      「ふうん？」

      　そんな輝星を、ノラが愉快さと不愉快さを同時に感じているような、複雑な表情で見た。余裕がない彼はかわいらしいが、別にそれは彼女の誘惑が成功したからというわけではないからだ。

      「もう一押し、しておこうか」

      　小さくつぶやくと帯をきゅっと締め、彼女は音もなく輝星の背後に忍び寄った。そして、彼の袖をつかむと柔道めいて床へ転がしてしまった。しっかり手加減してくれたせいか、着地はふわりとしており痛みどころか衝撃すら感じない。見事な手際であり、輝星は何が起こったのか一瞬理解できなかった。

      「えっ!?」

      　困惑する輝星の腹に、ノラはどしんと腰を下ろした。抵抗する彼の腕を押さえつけつつ、ぐっと顔を寄せてくる。

      「やっぱり、気に入らないのよね」

      　妖艶な笑みを浮かべつつ、ノラは言った。ふだんの奇妙な敬語ではなく、素の口調だった。

      「な、何が……」

      「自分の獲物が、ほかの女の臭いをプンプンさせているのが」

      　彼女の荒い吐息が、頬を撫でる。まさに獲物を捕食しようとしている肉食獣そのままの様子だ。子供とは思えないその艶めかしい仕草に、輝星の心臓が早鐘を打ち始める。

      「ふふ、いいね……その表情。戦場ではあんなに強いのに、今のあなたは子羊みたい」

      「誰が子羊だよ……」

      　言い返す声にも覇気がない。なんとか拘束から脱しようともがくのだが、筋力の差は明白だ。とてもではないが、逃げ出せない。これでは子羊呼ばわりされても仕方がないだろう。

      「安心して。ワタシは狼だけど、いい狼なのよ。だから、今ここであなたを食べたりしないわ。ただ、誰があなたの所有者なのか、ハッキリさせたいだけなの」

      　そういってノラは、べったりと輝星に体を密着させた。そのまま、彼の胸元に頬ずりする。おそらく、自分のにおいを付けているのだろう。薄布二枚を隔ててノラの熱い身体を感じた輝星は、ほとんどフリーズ状態になっていた。理性と煩悩の板挟みになっているのだ。

      「ずいぶんと心拍が早いわね。怖いの？ それとも、期待してるの？ ふふ……」

      「い、いや、その……」

      「だめよ。今ここで食べたりしないって言ったでしょう？」

      　体を起こしたノラはひどく艶めかしい表情のままそう言い、輝星の首元へ噛みついた。強すぎず、弱すぎずの絶妙な力加減。脳髄を走る甘美な痛みに、彼の身体がびくりと震える。

      「こういうのが好きなの？ いいよ、もっとやってあげる」

      　かぷかぷと、ノラは輝星の喉元や鎖骨に甘噛みした。そのたびに新鮮な反応を返す彼に、ノラは笑みを深める。もはや輝星の口から意味のある言葉が出てくることはなかった。完全に余裕がはぎとられてしまっているのだ。

      「ふ、ふ……かーわいい」

      　ノラとしても、年上の男の男を組み伏せて好き勝手翻弄するというシチュエーションにはたまらないものがあるらしい。彼ののどから口を離し、代わりに額へ唇を寄せる。

      「んっ……」

      　彼女としては、二度目のキスだ。そして真っ赤になった輝星の顔を見て微笑み、もう一度口づけする。額へのキスはヴルド人にとって最大級の愛情表現だ。恋人か夫婦に相当する相手にしかしない。要するにノラは、もうお前は自分のツガイなんだぞとアピールしているのである。

      「……っと、そろそろ時間か」

      　しかし、ノラはふと壁に設置された時計を見て顔をしかめた。あまり長いこと楽しんでいると、怪しまれてしまう。本当ならいっそここで一戦始めたいくらいには興奮しているのだが、さすがにそれを控える程度の理性は彼女にも残されている。深くため息を吐き、名残惜しそうな表情で輝星から体を離した。

      「ざーんねん、今回はこれでおしまいデス。あんまりオイタをしたら、二人の鬼にシバき倒されますからね」

      　皮肉げな笑みとともに、ノラは肩をすくめた。そして輝星の乱れた浴衣を軽く直し、腕をつかんで引っ張り上げる。

      「む、無茶苦茶するね、きみ……」

      　恨みがましい目で睨みつける輝星だが、どこか残念そうな様子でもある。ノラとしては、その表情が見られただけで十分すぎる収穫だった。満足そうにうなずき、彼の腕をぽんぽんと叩く。

      「こっちはガチもガチであなたを狙ってるんデスよ。必要ならなんでもやります。無茶苦茶でもね」

      　肉食獣めいた目つきでそんなことを言うノラを見て、輝星の背中に寒気が走った。いくら逃げても逃げきれないような凄味を彼女から感じたからだ。俺はもうだめかもしれない。そんなことを、内心思ってしまう。

      「ま、そういうわけで……覚悟しておくデスよ、《凶星》サン」

      　手をひらひらと振りつつ、ノラは脱衣所から出て行った。残された輝星は深い深いため息を吐き、額に手を当てる。そこには、まだ唇の感触が残っていた。

      「どうしようなあ、本当に」

      　もう一度ため息を吐いた、そのときだった。突然、脱衣所の外がドタバタ騒がしくなった。慌てて輝星も出口に向かい、外へ出ると……そこには額に青筋を浮かべたヴァレンティナが待ち構えていた。

      「やあおはよう、我が愛。……すまないね、あの不埒なメスガキに逃げられてしまった。その様子だと、ずいぶんと好き勝手されたみたいじゃあないか……」

      　ヴァレンティナは皮肉げな様子でため息をつき、言葉をつづけた。

      「いや、安心してほしい。別にわたしは、我が愛に対して怒っているわけじゃあないんだ。むしろ、キミは被害者なのだろう？」

      　ノラが逃げ去ったと思わしき方向を睨みつけるヴァレンティナ。そして、輝星に向き直るとずいと身体を寄せる。

      「失礼」

      　短く断り、彼女は輝星の胸元をまじまじと見た。鎖骨やのどに、ノラの歯形がいくつもついている。強く噛まれたわけではないので、すぐに消えるだろうが……ヴァレンティナとしては見過ごせるものではない。

      「いや、これは……」

      「……」

      　輝星の言い訳に耳も貸さず、ヴァレンティナは輝星をぐいと壁に押し付けた。そのまま、彼の顔の横の壁に片腕をやや乱暴に叩きつける。いわゆる壁ドンの姿勢というやつだ。

      「あの女はあとでお仕置きするとしてだ。今は可及的すみやかに、キミについた雌犬の臭いを上書きしなくてはならない。そうだろ？」

      「いや、その理屈はおかしい」

      「たしかに少しおかしいのかもしれないね。でも、わたしを狂わせたのはキミなんだよ？」

      　目線を合わせるために少ししゃがみこむと、ヴァレンティナは熱っぽい目つきで輝星をまっすぐに見つめた。

      「だから、これは我が愛の自業自得だ。わかるね？」

      「そ、そんな理不尽な……うっ」

      　そう言うなり、彼女はぐっと自らの身体を輝星に押し付けた。二人の身長差は二十センチほどもあり、ほとんど覆いかぶさっているような状態である。ヴァレンティナの肉体は柔らかくも適度にハリがあり、そして興奮からかひどく熱かった。

      「まったく、姉上といいノラといい、わたしの前でよくもまあ好き勝手してくれる。おかげで、タチの悪い性癖に目覚めてしまいそうだよ」

      　タチの悪い性癖とはいったい何だと、輝星の脳の冷静な部分が疑問に思った。しかし幼い風貌の少女からの誘惑に続き、高身長豊満美女からの誘惑を喰らうというジェットコースターじみた状況に彼の理性は限界を迎えつつあり、余計なことを言う余裕などいっさいない。

      「おや、ふふ。今日の我が愛は、ずいぶんとしおらしい。ふだんのクールな態度はどうしたのかな？」

      　身体を離したヴァレンティナは輝星の顎を優しく撫でつつ、艶めかしい声で聞いた。そして返事を待たず、彼の唇に軽く口づけする。驚く輝星に、彼女はスキップでも踏みそうなほど上機嫌な様子で言う。

      「聞いたよ。地球人テランにとって、唇へのキスは重要な愛情表現らしいじゃないか？ 大丈夫、唾液さえ入れなければ問題ないだろう」

      　額へのキスはしたことがあるが、唇へは一度もキスをしたことがないのがヴァレンティナだ。しかし、ディアローズはそうではない。姉に対する対抗心が、彼女の唇へのキスに対する心理的なハードルを下げていた。

      「ん、ふ……もう一回だ」

      　二度三度と、ヴァレンティナは啄ついばむようにキスをする。ディアローズにされた濃厚なディープキスとはまた感覚が違うが、これはこれで気持ちがいいものだ。熱に浮かされたような目で、輝星はヴァレンティナをぽーっと見つめる。

      「できることならね、わたしはキミの全身にキスをしたいんだ。それくらい、わたしは我が愛のことが大好きなんだよ」

      　見つめ合ったまま、ヴァレンティナは輝星についた噛み痕をそっと指でなぞった。想い人の身体に刻まれた、別の女の痕。それが、彼女の情欲に火をつけていた。

      「手始めに、ここだ。こんなモノなんか、すぐに上書きしてやる」

      　噛み痕の上に唇を当てたヴァレンティナは、そのまま強く吸ってキスマークをつけた。一か所だけではない、すべての歯形の上から、彼女は次々とキスマークを付けていく。ノラと間接キスの状態になっているわけだが、興奮しきった彼女はそんなことにはまったく気づいていない。

      「う、うう……」

      「どうしたんだい、我が愛。今日のキミは少し可愛すぎるよ？ もう少し抵抗してくれたって、私は構わない――」

      「おい」

      　ひどく冷たい声が、ヴァレンティナ背後からかけられた。あわてて彼女が振り向いた先には、鬼の形相になったサキがいる。

      「……しまった」

      　表情を凍らせたヴァレンティナは、一瞬どうするべきか悩んだ。正直、彼女の欲望も限界寸前なのだ。いっそサキを気絶させて第二ラウンドに入ろうかと考えたのだが……。

      「何やってんだ？ えっ、コラ」

      　腰に佩いた刀の柄に手を添えながら凄むサキに、ヴァレンティナの戦意は一気に萎んだ。旅館に刀なんか持ち込むなと内心吐き捨てつつも、彼女はぱっと輝星から体を離す。

      「……」

      　顔をゆで蛸のように真っ赤にした輝星が、どさりと床に崩れ落ちた。彼もいろいろと限界なのである。サキの注意が輝星の方に向いた瞬間、ヴァレンティナは駆けだす。

      「申し訳ない、我が愛！ この埋め合わせは必ずする！」

      「あっおい！ 逃げんじゃねーよ！」

      　サキは思わず叫んだが、さすがに輝星を無視して追いかけるわけにもいかない。急いで彼を助け起こし、聞く。

      「お、おい、大丈夫か？」

      「だ、大丈夫。ちょっとクラクラしちゃって」

      　よろよろと立ち上がりつつ、輝星は答えた。そんな彼の身体のあちこちに付いた歯形だのキスマークだのを見て、サキが顔をしかめる。

      「なんてことを……あいつめ、許さねえ」

      　どうやら、歯形のほうもヴァレンティナの仕業と勘違いしたらしい。憎々しげなようすでサキは吐き捨てた。

      「本当、大丈夫かよ。顔真っ赤だぞ」

      「う、うん……ちょっと寝不足で」

      「……ったく」

      　頬をポリポリと掻いたサキは、輝星の身体をぎゅっと抱きしめた。彼の不調を、ヴァレンティナへの恐怖から来たものだと勘違いしたようである。子供をあやすようにぽんぽんと叩くサキだったが、輝星の方はもう大変である。帝姫姉妹ほどではないものの、彼女もなかなかに良好なスタイルをしているのである。そんな相手にくっつかれたら、もう輝星はいつ自分の理性がプッツンするかわからなかった。

      「部屋で休んでろ、メシはあとからあたしが持っていくからさ」

      「あ、ありがと……」

      　身体を離してそういうサキに、輝星はうなずいた。

      「とりあえずあたしは、アイツをとっ捕まえてケジメを付けさせなきゃならん。一人で部屋に戻れるか？」

      「大丈夫」

      「よし、いい子だ……」

      　輝星の頭を撫ででから、サキは全速力で駆けだした。テルシスを呼び、ヴァレンティナを捕獲するつもりなのだ。残された輝星はふらふらと廊下を歩きだす。着替えを脱衣所に忘れているが、今の彼にそれを思い出す余裕はなかった。

      「く、くそ……どうなってるんだ、今日は。このままじゃあ、俺……」

      　ぶつぶつと文句を言いつつ廊下を進む彼だったが、突如暗がりから伸びてきた手によって絡めとられてしまう。そのまま彼は、人気のない物置に連れ込まれてしまった。

      「ずいぶんと辛そうだねー……じゃなかった。辛そうですね、輝星」

      　輝星を襲った主、シュレーアはそう言って艶然とほほ笑んだ。

      「な、なに？ どうしたの……？」

      　若干怯えた様子で、輝星は身を固くして一歩引いた。それを見たシュレーアは、彼女にしては珍しい悪戯っぽい笑みを浮かべて浴衣の胸元を軽く緩める。大きくはないが形の良い乳房に、輝星の視線は自然と誘導された。

      「ちょっと、心配でしてね。どうしたのかなーと」

      　ニコニコ笑いつつ、シュレーアはずいと身を寄せてくる。香水でもつけているのか、甘い香りが輝星の鼻孔をくすぐった。心臓が跳ねる。

      　おかしい。ふだんのシュレーアとは雰囲気が違いすぎる。そんな考えが一瞬彼の脳裏に浮かんだが、あっという間に消え去ってしまった。シュレーアがべったりと輝星の胸板にくっついてきたからだ。

      「おかしいですね？ なんだか硬くなっていますよ？」

      　シュレーアの熱い吐息が輝星の耳を撫でる。心拍数がガツンと上がり、彼は金縛りにあったように身動きが取れなくなった。シュレーアは優しい手つきで輝星の下半身を撫でる。

      「ヴルドの女が怖いですか？ だーいじょうぶ。大好きな輝星を傷つけるような真似は、私は絶対にしません、だから、ね？」

      　その白魚のような指で、シュレーアは輝星の顎を軽く持ち上げた。キス寸前まで唇を近づけ、シュレーアは囁いた。その真っ青な瞳は情欲に濡れていた。

      「夜、部屋のロックを解除しておいてほしいんです。この意味、わかりますよね？」

      　まるで悪魔の誘いだ。そう思いつつも、輝星は半ば無意識にうなずいてしまった。

      
        

      

      

      
        

      

      「シュレーアちゃん！ お願いだよぉ、代わってよぉ！ お姉ちゃんあんなの見ちゃったらもう我慢できないよー!!」

      　それから十分後。シュレーアは姉のフレアに縋りつかれ、肩を無茶苦茶に揺すられていた。フレアは白髪の長いウィッグを着けており、双子ということもあり傍目にはシュレーアと見分けがつかないような状態になっている。そう、輝星を誘惑したのはシュレーアではなく、変装したフレアだったのだが。

      「申し訳ありません！ 申し訳ありません！ こればかりは、こればかりは姉上とはいえお許しを！」

      　半泣きになりながらされるがままになっているシュレーアは、旅館の中だというのにパイロットスーツ姿だった。機体のスタンバイも終わっており、旅館の近くで待機している。

      「そんな殺生なあ！」

      　フレアは女泣きしていた。誘惑のために輝星にくっついたせいで、彼女もたいがい興奮している。にもかかわらず、今夜の本番にはお呼ばれされないことになっているのだからたまったものではない。生殺しもいいところだった。

      「本当なら姉上は大本営で仕事をしているはずなのですから、ここにいるのはさすがにおかしいでしょう！ 輝星に異変がバレちゃいますよ！」

      　わざわざ変装してまでフレアに誘惑を頼んだ理由は単純で、シュレーアがスクランブル待機に入ったからだ。誘惑している最中に出撃要請が入っては、たまったものではない。場合によっては事態が輝星に露見してしまう。そこで、警備の応援にやってきたフレアに白羽の矢が立ったわけだ。

      「シュレーアちゃんは実はニンジャの末裔で、分身の術が使えるとかそういう感じでどうかな」

      「それで騙されるのは小学生までですよ！」

      「やめんか見苦しい！」

      　姉妹の醜い争いに、とうとうディアローズが苦言を呈した。彼女は大量のタブレット端末を机に並べ、その画面を凝視していた。そこには民間宇宙船と思わしき船籍リストがずらりと表示されている。敵部隊は民間船に偽装、あるいは密航して皇都に侵入する可能性が高い。帝国軍の内部事情に詳しいディアローズの手で、それを割り出そうとしているのだ。

      　とはいえ、皇都周辺には膨大な数の民間船が存在する。ここしばらくの間、ディアローズはタブレット端末に釘付けにさせられていた。さすがの彼女も疲労困憊で、集中を乱してくるものに対しては容赦がなかった。

      「あのサムライを見習うのだ！ あまりうるさいと部屋から放り出すぞ！」

      　突然話題に出されたサキは、耳をピクリと動かした。しかし、胡坐を組んだ姿勢は崩さない。目はしっかりと閉じられ、まるで瞑想をしているかのような雰囲気があった。

      「そりゃあ、主家の人間を押しのけて彼の部屋への突入メンバーに選ばれたわけだからねー！ 余裕もカマせるってもんだよー！」

      　その言葉に、サキは完熟のリンゴのような顔色になった。輝星への夜這い計画を聞かされた彼女は憤慨したが、連婚への参加をチラつかされてアッサリ陥落してしまった。もちろん、今夜の夜這いにも参加するつもりでいる。見事なまでの手のひら返しだった。

      　しかし、彼女に味方になってもらわねばシュレーアらも困る。迎撃作戦においては重要な戦力になるわけだし、仮に彼女抜きで迎撃がうまく行っても、どう考えてもその後輝星を巡って大きなトラブルが発生する。ディアローズとヴァレンティナの一件を間近で見たばかりだから、シュレーアらも仲間割れの芽はできるだけ潰しておきたい。致し方のない措置だった。

      「いっ、いやっ！ それはだな……！」

      「うるさいと言っておるだろうが！ 迎撃作戦が夜までもつれ込んだら、困るのは貴様らの方だぞ！ わかっておるのか!?」

      　ディアローズは最悪、自分とシュレーアに変装させたフレアに夜這いをさせる気でいた。帝国諜報部をなんとかするのも大切だが、今晩中に輝星を陥落させるのも同じくらい重要だ。そして明日の朝には婚姻届にサインしてもらう。それに失敗することこそが、シュレーアらの敗北なのである。

      「できるだけ早く敵の本丸を見つけ出し、可能であれば先制攻撃をかける！ 夜中に間に合えば大丈夫だなどと思うなよ、あまり長い間留守にしているとヴァレンティナにカン付かれるからな！」

      「牧島中尉はまだいいですが、ヴァレンティナに輝星さんが食われるのは我慢なりません。余計なくちばしを突っ込んでこないうちに、仕事を終える必要があります。姉上、どうかわかってください！」

      「うううー！」

      　フレアは顔を真っ赤にしてうなり、そのままディアローズの使っているタブレット端末の一つを強奪した。

      「飛行プランや航路から逆算して、敵が使わなさそうな宇宙ふ船ねを除外してみるよ」

      「おお、助かる！」

      　そんなことができるなら早くやれ。ディアローズは内心そう思ったが、それを口に出さない程度の社会性は彼女にもあった。

      「代わりに、次の機会は絶対に私がヤるからねー！ また仲間外れにしたら本当に怒るよー!!」

      「え、ええ。もちろん」

      　結局、シュレーアたちが温泉宿から出撃したのは、日が暮れ始めたような時間になってからだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　三〇〇〇メートル級貨物船《第三七ひねもす号》。その広大な貨物室に、十数名の帝国兵が集合していた。

      「現地班からの報告は依然ありません」

      「うむ……」

      　認識票、階級章……所属を示すあらゆるマークが削ぎ取られたシンプルなパイロットスーツ姿の隊長が、部下の報告に眉をひそめた。国際条約違反上等の服装からわかる通り、彼女らは帝国諜報部の工作員だ。彼女らが命じられた任務は一つ、輝星とディアローズの抹殺である。

      　ノレド帝国の皇帝、ウィレンジア・レンダ・アーガレインは、すでに実の娘であるディアローズに見切りをつけていた。何しろ彼女は帝国の機密を知り尽くしている。土下座をして命乞いをしたという情報はすでに本国にも届いていたので、もはや機密漏洩は避けられないと見られていた。そうなると、もう見せしめに殺すほかない。皇帝は、実の娘に対してもいっさいの容赦というものを持たない人間だった。

      「我々が出撃するほかないようだな」

      　隊長の言葉に、部下たちの間で緊張が走った。一定時間が経っても現地の工作班から暗殺成功の報告が上がってこない場合、ストライカーを用いた強襲作戦が行われる手はずになっていたからだ。

      　しかし、ここは敵地のど真ん中。友軍の支援など望めない。この《ひねもす号》ですら、監視装置のハッキングと一部船員の買収によって密航しているに過ぎない。したがって、出撃後は母艦に帰還することすらできなくなるわけだ。

      　いくらストライカーの航続距離が長いとはいえ、限度はある。ひとたび出撃したが最後、本国への帰還は絶望的になるということだ。ほとんど片道切符といっていいような無謀な作戦だった。

      「……」

      　しかし、誰一人として「こんな作戦、やめよう」などと言い出す兵士たちはいなかった。このような後ろ暗い任務に投入されるような人員である。ヴルド人としては例外的なまでの忠誠心を持つ者たちが集中的に配備されているのだ。

      「機体はどうだ？」

      「全機、組みあがっています。暖気も終了していますから、いつでも出撃可能です」

      　作業服姿の女が答えた。いくらザル警備の民間船でも、さすがにストライカーをそのまま持ち込むのは難しい。部品単位で船に積み、現地で組み上げる。それがこの部隊の基本だった。

      「よろしい。では、最終確認だ」

      　鷹揚おうようにうなずいてから、隊長は部下たちに視線を戻す。使命に燃えた、若く精強な兵士たち。たった一度の作戦で失われてしまうには、あまりに惜しい逸材たちだった。隊長は胸が潰されたような気分になったが、表情はいっさい動かさない。

      「我々の目標はただ一つ。敵に降った元帝姫ディアローズ、および皇国のトップエース・北斗輝星の抹殺だ」

      　帝国人で、ディアローズの名前を知らない者はいない。幾人かの兵士が生唾を飲み込んだ。

      「この二人は、この星系の惑星アルプ・プライムの第一都市カルネリ市郊外の旅館に滞在している。皇国軍の防衛部隊を突破したのち、この旅館に強襲をかける。皇国軍の主力は前線に張り付いており、首都星内は大した戦力はいないという話だ。一機でも旅館にたどり着けば、我々の勝利である」

      　皇族御用達とはいえ、たんなる温泉旅館にシェルターなど装備されているはずもない。ストライカー一機の火力でも、壊滅的な被害を与えるのは容易だろう。おおざっぱ極まりない作戦だが、確実ではあった。

      「以上だ。出撃は十分後……」

      「皇国軍の通信を傍受！ 本船に停船を求めています！」

      「……早いな！ ディアローズの入れ知恵か！」

      　隊長は即断した。そうでなければ、この船が特定されるはずがない。

      「もはや一刻の猶予もないか…… ディアローズがこれ以上余計な情報を漏らす前に、息の根を止めなくてはならない。予定より早いが……致し方あるまい。総員、出撃用意！」

      「了解！」

      　命令を出すと同時に、隊長自身も愛機へと急いだ。林立するコンテナ群の影に、おもちゃのブロックで作ったロボットのように無骨なストライカーが並んでいた。特殊作戦機《フリクト》である。工作員たちは、慣れた動きで素早く機体に飛び乗っていく。停船命令がなくとも、すぐに出撃する予定だったのだ。機体はすでにいつでも動ける状態になっていた。

      「バックアップ要員は、計画通り装備を破棄したのち船を脱出しろ」

      「了解」

      「それでは、作戦を開始する」

      
        

      

      

      
        

      

      「ビンゴ！ しかし、戦闘は避けられないようですね……！」

      　《第三七ひねもす号》の異様なまでに巨大な船殻が破られ、できた破孔からストライカーが飛び出してくるのを目撃したシュレーアは苦々しく吐き捨てた。

      「くくく、やはり妾わらわの言った通りであろう！ 敵が潜んでいるとすれば、その船しかないとな！」

      　通信先のディアローズはご満悦だった。彼女の予想に従い、シュレーアらは緊急出撃したわけだ。敵が行動を起こす前に奇襲を仕掛け、先手を取ってやろうという作戦だった。

      　ちなみに、《ひねもす号》の周囲に展開している皇国軍部隊はシュレーアの乗機《ミストルティン》を含めてゼニス・タイプの四機のみだ。一般部隊は、付近で待機させてある。相手は精鋭部隊だ。下手に一般兵と交戦させれば、余計な被害が出てしまう。

      「もう二時間早く見つけられていたら、パーフェクトだったんですけどねえ！」

      そう呻きながら、シュレーアはちらりと時計を確認する。時間の余裕はまったくない。一時間以内にカタをつけ、旅館に戻ることができなければ……夜這いに参加するのは不可能だ。

      「情報通り、敵機体は《フリクト》のみで編成されてるみたいだね。見た目はちょっとアレだけど、カタログスペックはなかなかものだよ。気を付けて！」

      　そんなことを言うのはフレアだ。彼女は地上からシュレーアらストライカー部隊をオペレートしている。

      「おまけにパイロットはツワモノ揃いで有名な帝国諜報部員！ まったく、腕が鳴るな！」

      　テルシスが歓喜の籠もった声で叫んだ。迎撃に上がったパイロットの中で、彼女一人が夜這い云々の事情を知らない。『輝星の休暇を邪魔しないよう、こっそり敵を迎撃したい』とだけ説明されている。

      「貴様らごときに、我が主の休養の邪魔をさせるわけにはいかん！」

      　叫ぶと同時に、テルシスはスラスターを全開にして《フリクト》の一団へ迫った。敵の数は八機。ちょうどこちらの倍だった。《フリクト》が準ゼニス級の性能を持つ高性能機ということもあり、エースと言えど油断できる相手ではない。だが、そんなことで怯むような人間はこの中には一人もいなかった。

      「っち、あたしも遅れてらんねーな。おいチビっ子！ 行くぞ！」

      「誰がチビですって!? ったく、無駄に気合を入れて……めんどーデスねえ」

      　サキの《ダインスレイフ》、ノラの《ザラーヴァ》の二機もそれに続く。彼女らの機体は惑星センステラ・プライムの戦いで大破していたが、ちょうど先日修理が終わったばかりだった。

      「慣らし運転も終わってない機体でそんなに気張って、大丈夫デスかねえ」

      「うるせーっ！」

      　罵声を飛ばしつつも、さすがはエース。《ひねもす号》から飛び出したばかりの敵部隊を挟み込むように機動し、左右からショートマシンガンとブラスターマグナムの十字砲火を浴びせかけた。

      「く、《ヴァーンウルフ》に《ザラーヴァ》だと？ 鹵獲機か？ ……いや、この動きは！」

      　しかし、敵も尋常なパイロットではない。《フリクト》隊はパッと散開し、見事に射撃を回避した。

      「ディアローズのみならず、四天までも敵に降ったのか！ ええい、裏切り者が……！」

      　コックピットの中で、隊長は忌々しそうに叫んだ。ヴルド人の軍隊では裏切りなど珍しいことでもないが、彼女らは帝国最強の看板を背負っていた人間だ。それが平気で敵に寝返っているのだから、こいつらに恥という概念はないのかとすら思ってしまう。

      「四天を相手にまともに戦おうと思うな！ 第一分隊は突破に集中、第二分隊はそれを支援するんだ！ 一機でも突破に成功すれば、我々の勝ちだぞ！」

      　しかし、それでも隊長は怒りに任せて行動するようなことはなかった。部下たちに命令を出しつつ、肉薄する《ヴァーンウルフ》へブラスターライフルを撃ち込む。

      「ふっ、部下を逃がすか！ 悪くない判断だ！」

      　真紅のビームを盾で弾いたテルシスは、スピードを緩めることなく隊長機へとつっこむ。隊長は即座に腰にマウントされていた蛮マシェ刀ットで迫りくる長剣を受け止める。

      「ちぃっ！」

      「こいつ、できるな！」

      　二の太刀も蛮刀で防がれたテルシスが獰猛な笑みを浮かべた。《ヴァーンウルフ》は一切の射撃兵装を排除した、近接特化型ゼニスだ。その猛攻を防ぐのだから、隊長の技量はトップエース級と見て間違いない。

      「敵わずとも！ 戦いようはある！」

      　隊長の指が操縦桿のトリガーを弾いた。《フリクト》の胸部に備わった短砲身グレネードランチャーが火を噴き、スモーク弾が《ヴァーンウルフ》の盾に命中。電波攪乱膜チャフをたっぷり含んだ白煙が炸裂した。

      「ぬっ!?」

      　テルシスの動きが一瞬止まる。その隙を逃す隊長ではない。即座にスラスターを吹かし、《ヴァーンウルフ》から距離を取る。

      「第二分隊、一斉射撃！ 目標、《ヴァーンウルフ》！」

      「了解！」

      　周囲にいた《フリクト》たちが、煙幕に包まれた《ヴァーンウルフ》に一斉に射撃を撃ち込む。ビームとマシンガン弾の嵐が、流星雨のように朱色のゼニスへと殺到した。

      「ッはは！ やってくれる！」

      　危機的状況だというのに、テルシスの顔に浮かんでいたのは歓喜の表情だった。操縦桿を複雑に動かし、スラスターを焚く。《ヴァーンウルフ》は漆黒の宇宙に摩訶不思議な軌跡を描いて飛んだ。ほとんどの射撃は外れ、回避しきれないものはシールドで防ぐ。圧巻の回避機動だった。

      「テルシスさんにばかり集中するからッ！」

      　叫びつつ、シュレーアが《ミストルティン》の肩部ブラスターカノンを発砲した。《ヴァーンウルフ》に向けてマシンガンを乱射していた《フリクト》の腹に、極太のビームが突き刺さる。近接機の《ヴァーンウルフ》が前線を掻きまわし、砲撃機の《ミストルティン》でとどめを刺す。お手本のようなコンビネーションだった。

      「一機撃墜！」

      「喜んでる場合じゃないデスよ！」

      　表情をほころばせるシュレーアを、ノラが一喝する。彼女の目は、蒼い光を放つ惑星アルプ・プライムに向けて一直線に飛ぶ《フリクト》の一団を追っていた。彼女らの大気圏突入を許すわけにはいかない。早急に止める必要がある。

      「こちらは私たちが受け持ちます！ 牧島中尉とノラさんは突破阻止を！」

      「しゃーねーデスね！」

      「言われなくとも！」

      　《ダインスレイフ》と《ザラーヴァ》が同時にスラスターを全開にし、矢のように加速する。それを阻止せんと隊長以下の《フリクト》隊が牽制射撃を始めたが、シュレーアはお返しとばかりに《ミストルティン》に装備された大量のミサイルをすべて発射した。

      「ミサイルだと？ 撃ち落とせ！」

      　ミサイルの向かった方向は、迎撃担当の第一分隊ではなく突破担当の第二分隊だった。こうなると、第一分隊はその火力をミサイル迎撃に向けるしかない。ビームやマシンガンを浴びたミサイルが、いくつもの火球に変わる。

      「いいアシストっすよ、殿下！」

      　結局敵機までたどり着いたミサイルはなかったが、牽制射撃が減った分サキたちは自由に動ける。一気に加速した彼女らは、逃げる第二分隊の隊列へと襲いかかった。

      「くそ、しゃらくさい真似を……！」

      「よそ見をしている場合か！」

      　歯噛みする隊長に、《ヴァーンウルフ》が襲いかかった。慌てて回避運動に入る隊長機だが、その灰鉄色の装甲の表面を長剣の切っ先が削り取る。後一瞬遅れていたら、機体は真っ二つにされていただろう。隊長の額に冷や汗が浮かぶ。

      「隊長、援護します！」

      　慌てた部下が、ブラスターライフルの砲口を《ヴァーンウルフ》に向けた。隊長は反射的に叫ぶ。

      「よせ！」

      　だがその警告は遅かった。シュレーアが即座に照準を合わせ、その《フリクト》にヘビーマシンガンを撃ち込んだ。ショートマシンガンなどとは比べ物にならないほどの重く巨大な砲弾が《フリクト》のゴツゴツした装甲を穿ち、中身をスクラップに変える。

      「言わんこっちゃない！」

      　吐き捨てながらも、隊長は動きを止めない。迫りくる長剣を蛮刀で受け流し、スラスターを吹かしながら宙返りする。それによって追撃を躱かわし、さらに反撃のブラスターライフルを撃ち込む攻防一体の機動だった。

      「面白い！」

      　だが、テルシスもなまじのパイロットではない。スラスターを一瞬だけ焚いて真紅の火箭を避けた彼女は、そのまま剣を振りかぶって《フリクト》に肉薄する。

      「素晴らしい腕前だ！ 拙者はテルシス・ヴァン・メルエルハイム！ 卿けいの名前を聞かせてもらおうか！」

      　無線を公開回線オープンチャンネルにして、テルシスが叫んだ。相変わらずの騎士道フリークぶりに、シュレーアの口元に笑みが浮かぶ。

      「名前などッ！」

      　しかし、話しかけられた方は笑いごとではない。大上段から振り下ろされた長剣をギリギリで回避し、蛮刀の取り回しのよさを生かして素早く刺突の構えをする。叩きつけるようにスロットルを全開にし、全身全霊の突撃。

      「とうに捨てたッ！」

      　これ以上ないほどの、見事のカウンター攻撃だった。鈍く光る蛮刀の切っ先が、《ヴァーンウルフ》の朱色の胸部装甲を捉え……そのままガリガリと塗装を削りつつ滑った。テルシスがギリギリのところで機体を逸らし、防御態勢を取ったせいだった。

      「――お見事！」

      　称賛の言葉と共にテルシスは隊長機を蹴り飛ばし、流麗な動きで剣を一閃した。鮮血のようなオイルをまき散らしつつ、《フリクト》が真っ二つになる。

      「殺すには惜しい兵つわものだった。残念だ……」

      「感慨に浸ってる場合じゃないデスよ！ 一機でも逃したらヤバいんデスから、さっさと残敵を掃討してください！」

      　うんざりしたような声でノラが叫んだ。テルシスと違い、彼女は夜這い作戦については知らされている。しかし、年齢の問題で突入に参加することは禁じられてしまった。連婚れんこんを餌にされ、作戦へ協力することにはうなずいた。しかし、やはり狙っている男が他の女に食われるというのは面白くない。

      　いっそのこと失敗しちまえばいいのに。内心はそんなことを考えていた彼女だったが、思った以上に敵が手強かった。敵部隊は惑星アルプ・プライムに突入すべく、全力で戦域からの離脱を図っている。回避に集中した手練れを撃墜するのは、彼女ほどのトップエースであってもなかなか難儀だった。

      「こいつらが一機でもあの旅館にたどり着いたら、ワタシたち全員無能呼ばわりされても言い訳できないデスよ！」

      　万一に備え、旅館の近くには輝星用の機体もスタンバイされている。しかし、輝星の出撃を許した時点で計画はすべておじゃんだ。輝星に『なぜ自分を蚊帳の外にして作戦を始めたんだ』と聞かれては、言い訳できないからだ。シュレーアのことだ。そんな事態になったら、すべて正直に話してしまうだろう。そうなれば、ノラとて連帯責任は逃れられない。

      「う、うむ。それもそうだな。すまぬ……」

      　さしものテルシスも、この剣幕には若干ひるんだ。若干申し訳なさそうな様子で、残敵の掃討に向かう。隊長機を失った《フリクト》隊に、それを止めるだけの戦力は残されていなかった……。

      
        

      

      
        第四章　チェックメイト

      

      
        

      

      　ウラで戦闘が発生していることなどつゆとも知らず、輝星は悶々としたまま夜を迎えていた。夕食もそこそこに自室へ引っ込んだ彼は、布団の上に正座して時間を潰していた。落ち着かない表情で何度も携帯端末を取り出し、時間を確認する。気づけば、いつの間にか夜中と言っていい時刻になっている。

      「早まったか？ 早まったよなあ……」

      　女性に誘われた経験はある。しかし、それにうなずいたのは初めてのことだった。ヴルド人と地球人テランの身体能力の差はよく心得ている。あんなゴリラみたいな筋力を持った連中と性交して、無事で済むのだろうか？ そういう不安は当然あった。だが、彼も人並みの性欲はある。脳裏に浮かぶのは、艶めかしく誘惑してきたシュレーアの顔だった。ふだんはぽんこつな彼女だが、黙ってさえいれば絶世の美女にしか見えないのだ。期待するなという方が無理があった。

      「……ッ！」

      　そこへ、ドアホンの呼び出し音が鳴った。しらじらしい電子音が耳に入ると同時に輝星はバネ仕掛けのオモチャのように立ち上がり、出入り口へ向かう。そして、相手を確認もせずドアを思いっきり開いた。開いてしまった。

      「お、お待たせしました」

      　そこに居たのは、なぜかパイロットスーツ姿のシュレーアだ。《フリクト》隊を撃退した彼女は、後処理を首都防衛隊に任せて旅館へ直帰した。そしてそのまま、輝星の部屋を訪れたわけだ。

      　『なんでそんな格好してるの？』事情を知らない輝星はそう言いかけたが、彼女の後ろを見て絶句した。サキ(こちらもパイロットスーツ姿だ)とディアローズ(こちらは浴衣姿である)までいたからだ。

      「えっ、ちょっ……なんで!? えっ、どういうこと!?」

      　彼の疑問ももっともだったが、シュレーアとサキは赤くなるばかりで何も言わなかった。それはそうだろう。『アナタを集団で襲ってモノにしに来ました』なんてことは、口が裂けても言えない。

      　そんな彼女らを見て、ディアローズは深々とため息を吐く。このヘタレどもめ、やはり妾わらわがいなければ何もできないではないか。内心そんなことを思っている。

      「そら行け！ ロックを解除して待っていた時点で勝ち確定だ！ 後は押すだけだぞ！」

      　ディアローズはそう言って、二人の尻をペチンと叩いた。慌ててシュレーアが輝星を部屋へぐいぐいと押し込み、布団へ押し倒した。サキが急いでドアのロックをかけようとしたが、焦りのあまりうまく行かない。ため息を吐いたディアローズが操作盤を叩き、電子ロックが作動した。

      「……」

      「……」

      　布団の上で、シュレーアは輝星に馬乗りになっていた。ただでさえ、体格は彼女の方がやや優れている。その上、ヴルド人特有の馬鹿力だ。抵抗したところで、輝星はもはや逃れられない。

      　しかし、そもそも彼は抵抗すらしようとしなかった。戦闘を終えてそのまま輝星の部屋にやってきたシュレーアは、シャワーすら浴びていない。彼女の身体からは、ハッキリとした汗の匂いがした。媚薬じみたフェロモンが輝星からマトモな判断力を奪い、ほとんど酩酊に近い状態になっていた。

      「ほら、貴様もだ！ そこなアホ皇女には負けたくないのであろう」

      　そんな彼の様子を見てニヤリと笑ったディアローズが、ソロソロと忍び足で近づいてきたサキの尻をまた叩いた。青筋を浮かべた彼女はディアローズをシバき返したが、確かにその言葉にも一理ある。

      「あーっと……どうすりゃいいんだ？ キ、キスか？」

      「まだ早いわ、アホタレめ。手本を見せてやる」

      　ディアローズは何度目になるのかわからないため息をついた。揃いも揃ってポンコツである。いつまでたってもこの男を攻略できないはずだと、内心呆れていた。

      　仕方がないので、率先して輝星の真横で寝転がる。そして、身体をぺったりとくっつけた。その極めて豊満な乳房を押し付けられた彼は奇妙な悲鳴を上げ、逃げようとする。

      「ちょっ、ちょっと、まだ説明もなにも……」

      「ええい、やってやろうじゃねえかよ！」

      　が、それを止めたのがサキだ。彼女はディアローズの逆側に身を横たえると、自身も輝星にくっついた。ディアローズとは明らかに違う、筋肉質でしなやかな肢体。その感触に、いよいよ輝星の脳みそはショートし始めた。自分より大柄な女性三名に三方を囲まれ、退路はもはやなし。今の彼はまさにサンドイッチの具……いや、春巻きの具のような状態だった。

      「え、ええと、その、申し訳ありません。本当に……こんな集団で押し倒して……ムリヤリ……」

      　うるんだ瞳で、シュレーアは輝星の目を見つめた。さすがの彼女も、やっとのことで腹を決めたのだ。今夜、このオトコを自分のモノにする。そういう決断をしていた。

      「ただ、その……もうすぐ、輝星さんのお仕事も終わりじゃないですか。だから、そのまま離れ離れになるのが怖くて……」

      「……た、確かに、次の戦いに勝てばたぶんこの戦争も終わるだろうけど」

      　もはや冷静さを装う余力もない輝星は、反射的にそう答えた。帝国側ももはや余力は少なく、戦えてあと一会戦程度だろう。もっとも、本国艦隊がやってくる以上勝利をつかむのはなかなか難しいだろうが……。とはいえ、勝つにしろ負けるにしろ、戦争終結が秒読みに入っているのは事実だった。

      「私は……もう、あなたなしの生活なんか、考えられないんです。大好きなんです！ 輝星さんが！ ……だから、一生、一緒にいたいと……つまりは、結婚したいと。そう思っています」

      「……」

      　シュレーアの、一世一代の告白だった。輝星も彼女が前々から自分に好意を向けていたことは理解していたし、結婚したいだのどうだのという言葉を口走っていたことも覚えている。とはいえ、こうも真正面から告白されれば、気恥ずかしくなってくる。輝星は先ほどまでとは別の意味で赤面した。

      「あたしもっ！ あたしもそうなんだ……お前が、好きだ。結婚したい」

      　それに続くように、サキが絞り出すような声で言った。それを聞いたディアローズがさらに胸をぎゅうと押し付けつつ、耳元で囁く。吐息を吹きかけるような声音だった。

      「むろん、妾わらわもな。罪な男だ。これほどたくさんの女を虜にして……責任からは逃げられぬぞ？」

      　責任、責任である。輝星は身を固くした。同じ男を複数の女が共有する連婚れんこん制度については、彼も知っている。つまりこれは、そういう誘いだ。姉になんと説明しよう。彼の脳裏に現実的な思考が走った。おそらく、シバかれる程度では済むまい。輝星の姉は地球人テランとしては至極まっとうな倫理観を持つ人物だった。姉から見れば、今の輝星は複数の女に手を出してにっちもさっちもいかなくなったゲス男にしか見えないだろう。

      「だから、その……どうか、私を受け入れてもらえませんか？」

      　この場合の受け入れるというのは、もちろん精神的なものだけではないだろう。その証拠に、彼女の目の奥には性欲の炎がハッキリと燃えていた。これにはさすがに、輝星も身を固くする。何しろ、ヴルド人との性交はシャレにならない。しかも相手は三人だ。初体験が一対三！ 地球人テラン女性三人が相手でも、かなり辛いだろう。その上、相手はゴリラじみた身体能力を持つ地球外生命体だ。真面目に命が危ない。

      「いや、その、せめて初体験は一対一がいいっていうか……」

      「うるせぇ」

      　その声を遮って、サキが牙をむき出しにした。

      「もうあたしはガマンできねぇんだよ。ヤらせろ」

      　ぶっきらぼうだが、ひどく艶めかしい声音だった。輝星の脊髄に、正体不明の快感が走る。もう彼の理性はとっくに限界を迎えていた。

      「大丈夫だ、安心せよ、妾わらわがいる。この女どもが無茶をし始めたら、妾わらわが体を張って止めてやる。ご主人様はただ快楽に身を任せていればよいのだ」

      　脳髄を溶かしてしまうような、甘い声だ。「なあいいだろ？」右からは獣欲をこらえたような声が聞こえる。「さあ、力を抜くのだ」左からはどこまでも柔らかな甘ったるい声。輝星の心は無茶苦茶になっていた。論理だった思考などとうに吹き飛んでいる。

      「もし、それが嫌なら……どうか拒否してください。すぐに、部屋から出ていきます」

      　シュレーアの言葉に、輝星は首をふるふると振った。もう断れない。とっくの昔に、彼は陥落していた。もはや、猛獣の前で横たわる獲物と同じ。あとはもう美味しくいただかれるだけの存在だった。

      　男性経験皆無なシュレーアは、そんな輝星の内心はわからない。わからないが、今自分がすべきことは本能が知っていた。そっと輝星の顔に唇を近づける。彼は拒否しなかった。そのまま彼の唇を奪い、口内を舌で蹂躙する。大量に分泌された唾液を、容赦なく流し込んだ。ヴルド人の唾液には強烈なまでの媚薬成分が含まれている。それを受け入れてしまった以上。もはや輝星に後戻りはできなかった。

      
        
      
      　しかし、我慢ができなくなっているのは輝星だけではなかった。いまだ唇をつけたままのシュレーアを強引に押しのけ、サキが彼の唇を奪った。シュレーアの唾液をかき出すように、舌で輝星の口の中を無茶苦茶にする。そして、自分の唾液を流し込む。

      「獣どもめ」

      　そう言うディアローズの唇の端からも、唾液が垂れている。余裕ぶっているが、彼女もすでに限界だ。熱い夜になりそうだな。他人事のように、彼女はそう呟いた。

      
        

      

      

      
        

      

      　心地よい暖かさに包まれて、輝星は目を覚ました。が、身体が動かない。何か温かいものに全身を包まれているような感覚があった。寝ぼけ眼で周囲をうかがうと、どうやら彼は全裸のシュレーアとサキに抱き着かれ、サンドイッチの具のようになっているようだった。

      「や、やってしまった……」

      　二人の女性にだきつかれたまま、輝星は頭を抱えた。酔っていたわけでもないので、昨夜の記憶ははっきりしている。ゆうべはお楽しみでしたね、案件だ。完全に勢いに流され、成り行きのまま身体を任せてしまったのである。しかも、プロポーズそのものといえる言葉をかけられたうえで、だ。

      「し、しかも三人が相手なんて……なんてことを……」

      「くくく、まあそう気に病むな」

      　懊悩する輝星に、声がかかる。そちらに目を向けた輝星が見たのは、なぜか畳の上でうつぶせに寝転んでいるディアローズだった。当然の如く、彼女も全裸だった。

      「性欲に身を任せた結果、人生が無茶苦茶になるなどよくあることだ。しかし、それは必ずしも悪い方向に転がるとは限らぬ。そう、妾わらわのようにな……」

      　ひどく含蓄がんちくのある言葉だったが、それはそれとして体勢が間抜けなので妙に格好がつかない。輝星は半目になって聞いた。

      「……なんでそんな格好してるの？」

      「いや、ご主人様に叩かれた尻が痛くてな。素晴らしいお尻ぺんぺんであったぞ、くふふふ……」

      　輝星は再び頭を抱えた。言われてみれば、そんなことをした記憶もある。むろん、ディアローズに求められてのことだ。昨夜の戦いはシュレーアとサキが競うようにして戦端を開いたが、当然ディアローズも途中から本格的に参戦した。強く求められてのこととはいえ、彼女にはずいぶんと無体なことをやってしまった。

      「ご、ごめん」

      「何を言う、こちらはまた次も同じようにしてもらいたくてウズウズしておるのだ。この程度で罪悪感など覚えていては、この先やっていけぬぞ」

      「……次もあるんだ」

      「一線はすでに越えておるのだ。やらぬ理由はないと思うが？ ん？」

      　むくりと起き上がったディアローズはニヤリと笑い、ずりずりと畳の上をにじり寄ってきた。そしてそのまま、輝星の額にキスする。

      「んふ。いいなあ、実にいい。まさか虜囚の身になって、ここまで幸せな思いができるとは思わなんだ。……余計な女が混ざっておるのが、ちと気に入らぬが」

      　口では悪く言いつつも、ちらと二人の方を見るディアローズの目つきは優しげだった。視線を輝星の方へ戻したディアローズは彼の頭をくりくりと撫で、むふふと笑う。裸だというのに、一切の恥ずかしさを感じていなさそうな態度だった。

      「どうだ、身体の方は。一応、この馬鹿どもが無茶をしそうになった時には止めたつもりだが」

      　その言葉に昨夜の記憶がよみがえり、輝星は赤面した。確かに、シュレーアにしろサキにしろほとんど獣のような獰猛さで彼に迫ってきたのである。もしこれが一対一であったのなら、輝星は女性恐怖症になってしまっていたかもしれない。

      「う、うん、まあ……正直、徹夜で戦闘したときより疲れてるけど……思ったよりは、悪くなかった……かも」

      「言っておくが、妾わらわは例外側の人間だ。このポンコツ女どもの方が、むしろ普通だろう。我が愚妹も、テルシスやノラも、ベッドでは似たようなものだと思うぞ。命が惜しくば、妾わらわのあずかり知らぬところでやつらと寝ないことだ」

      「一応さ、告白を受け入れてこうなったわけだから……俺が浮気するみたいないい方は、やめてほしいなあ……」

      　むろん輝星とてまともな貞操観念はあるし、脱童貞したからといって女遊びを始めるつもりはない。しかしその言葉を聞いたディアローズは、意味深にくふふと笑った。

      「なんだよその顔は……」

      　たしかに同時に三人の女性と関係を持つというのは、一般的に考えて不誠実どころの話ではない。しかし今回の場合、シュレーアとディアローズの側が結託してコトを起こしたのだから、さすがに自分は無罪だろうと輝星は考えていた。

      「まあいいや、ちょっとのど乾いた。水を……」

      　ため息を吐きながら、輝星はなんとか二人の拘束から逃れようとした。が、シュレーアもサキも腕にぎゅうぎゅうと力を込めて彼を離さない。挙句の果てに「だめぇ、私のぉ……」だの「やめろぉ……お姉ちゃんを置いていくな……」だの、悩ましい声を上げるのだからたまったものではない。

      「……」

      「うむ、ここは奴隷らしく妾わらわが働こう」

      　輝星の頭をぽんぽんと優しくたたいてから、ディアローズは立ち上がった。備え付けの冷蔵庫からミネラルウォーターを出してコップに注ぎ、輝星の下へ持ってくる。彼は寝ころんだまま、なんとかそれを飲ませてもらった。

      「ありがと。しかし、参ったな……これは」

      　四人だけで泊まりに来ているのなら、このまま余韻を楽しむのも悪くないだろう。しかし、団体旅行である以上そうはいかない。他のメンツにこの事態が露見すれば、大変なことになるのは確実だ。

      「くふふ」

      　そんな彼を見たディアローズがひどく悪い笑顔でニヤニヤと笑った。いったいどうしたのかと輝星は小首をかしげたのだが、突如として部屋にドアホンの呼び出し電子音が鳴り響く。輝星の背筋に冷たいものが走った。

      「え、不味……ど、どうしよう!?」

      　こんな状況で来客など、冗談ではない。輝星の顔面は蒼白になったが、ディアローズは構わず立ち上がった。そのまま上着すら羽織らず、ドアへ向かう・

      「ちょ、ちょっと待って、ヤバイって！」

      　輝星の制止も聞かず、ディアローズはドアノブへ手をかけた。

      「安心せよ」

      　そして振り返って彼に笑いかけ。躊躇なくドアをあけ放つ。

      「こやつらも共犯ゆえな」

      　ドアの向こうには、むっすりとした表情のフレアとノラが立っていた。

      「……」

      「……」

      「……」

      　それから十分後。輝星の部屋には沈黙があふれていた。ノラをのぞく五人は、ちゃぶ台を中心に円形に座っている。ちゃぶ台の上には湯気の立つ湯飲みが置かれていたが、誰一人としてそれに手を付ける者はいなかった。

      この部屋は決して手狭ではないが、さすがに輝星ら四人に加えフレアとノラまで入ってくると妙に暑苦しい。顔を赤くしてそっぽを向くシュレーアとサキを、フレア・ノラは恨みがましく睨みつけていた。

      「あの」

      　沈黙に耐えかねて、輝星が口を開く。浮気がバレた間男のような気まずさが、彼の精神から余裕を奪っている。もっとも、ヴルド人の常識で言えば彼は一方的な被害者なのだが。

      「共犯って、いったい？」

      「いや、そのぉ……」

      　フレアはすさまじく微妙な表情で目を逸らした。土壇場になって計画を聞かされたとはいえ、結局彼女は妹の夜這いを支援するという決断を下したわけだ。当然、輝星に対して申し訳なくは思っている。

      「し、失望されそうだからさー、できれば聞かないでくれると嬉しいかなーって……」

      　その言葉でだいたいさっしがついた輝星は、ディアローズに半目を向けた。彼女の入れ知恵だろうというのは、簡単に予測できたからだ。

      「ははは……すまぬな。いや、本当に済まぬ。しかし、この方がご主人様の人生が実り多いものになるのではないかと思ってな」

      「実りというか、子供デスよね。多くなるのは」

      　愉快さと不愉快さの入り混じった声で、ノラが言う。彼女は輝星の背中にのしかかり、グリグリと頬擦りをしていた。いろいろな意味で気力の萎えている輝星は、完全にされるがままになっている。

      「まーた他の女の臭いをつけて。後でしっかりワタシで上書きするデスよ」

      「……っ」

      　耳元でボソリと呟かれ、輝星は肩を震わせる。

      「つまり……もうわかっているだろうがな。我々は集団でご主人様を仕留めることにしたのだ」

      　そんなことを言いながら、ディアローズは一枚の書類をちゃぶ台の上に載せた。

      「……これは」

      　婚姻届だ。皇国様式のものである。ディアローズはニヤリと笑い、それを輝星に押し付けた。

      「言ったであろう？ ご主人様と結婚したいと。ここにいる全員が、同じ気持ちを共有している」

      「え、は!?」

      　輝星は大きな声を上げて転げかけた。まあ、シュレーアとサキ、ディアローズらはまだわかる。彼女らから好意を向けられているという自覚は、さすがの朴念仁にもあった。しかし、フレアとノラまでいるとは……。

      「シュレーアちゃんと結婚するなら、当然私もだよー？ 姉妹で夫は共有する、それがヴルド人の流儀だからねー」

      「う、それは……知ってるけど……」

      　男性比率の低いヴルド人社会では、自然とそういう結婚が増えてくる。むろん、輝星もそれは知っていた。しかしまさか、自分が当事者になるとは思ってもみなかったのである。

      「それにさー、輝星も私の誘惑に応えてくれたじゃない？ それってつまり、私とセックスしたかったってことでしょー？ もちろん、私も同じ気持ちだからねー。実質両想いみたいなもんじゃない？」

      「えっ」

      　輝星は困惑した。誘惑。それらしい記憶は一つしかなかった。昨日のアレだ。てっきりシュレーアに誘われたと思っていたのだが……。

      「まさか気づかなかったのー？ いやー、たしかにちょっとした手違い・・・でシュレーアちゃんに代打を頼まれる羽目になっちゃったけどさー。お姉ちゃんちょっとショックだなー」

      　ウィッグまでつけて変装していながら、いけしゃあしゃあとよく言えたものである。しかし、人のいい輝星はすっかり恐縮してしまった。困り切った様子で頬を掻く。

      「そ、それは……その」

      「ちょっと待てよ」

      　しかし、そんな彼を庇うようにサキがちゃぶ台を叩いた。乗っていた湯飲みたちがガチャンと音を立てる。

      「こいつのお姉ちゃんはあたしの専売特許だぞ。フレア殿下とはいえ容認できねえ」

      「えっ」

      　サキの言っている意味が解らず、フレアは小首をかしげる。シュレーアが眉間に寄ったシワを揉みながら、ため息交じりで説明する。

      「牧島中尉、もといサキは、その……行為中、ずっと輝星に自分をお姉ちゃんと呼ぶように強要していましてね」

      「え、ええ……すごい性癖だね」

      「う、うるせえ」

      「……」

      　昨夜の記憶が蘇ってきた二人は、そろって赤面した。それを振り払うように、輝星がブンブンと顔を振る。

      「で。でもさ……どうしていきなり、こんな真似を？」

      　その問いに、女性陣はいっせいに顔を見合わせた。しばらく誰も口を開かなかったが、やがてシュレーアがおずおずといった様子で言う。

      「こうでもしないと、輝星がどこかへ行ってしまいそうで……」

      「どこかって、どこ？」

      「別の戦場だ。いや、あの世かもしれん」

      　その問いに答えたのは、シュレーアではなくディアローズだった。彼女は落ち着いた様子で茶をすすり、それからあたたかな湯飲みを手の中で弄ぶ。

      「前々から思っておったのだがな、ご主人様はムチャが過ぎる。戦場では突出・孤立当たり前、おまけにギリギリの戦場であればあるほど大喜びするタチの悪い享楽主義者と来ている。ご主人様には申し訳ないがな、妾わらわはこれを止めてもらいたいのだ」

      　矛先が自分に向いたことを感じて、輝星は驚いたようにディアローズを見た。その視線を受け止めつつ、彼女は続ける。

      「家族が大勢できれば、ご主人様とてそうそう気軽に危険な真似はできぬのではないか？ 皆で結婚し、ご主人様には傭兵を寿退社してもらう。それが妾わらわの計画なのだ」

      「え、いや、それは……」

      　戦争は輝星にとってライフワークである。それを咎められ、彼は慌てた。

      「妾わらわの首にはな、ご主人様が死ねば自動で起爆する爆薬付きの首輪がついておる。しかしもはや、こんなものがなくともご主人様が死ねばそのまま後追い自殺しそうなくらいには、妾わらわはご主人様を愛しておる。だからこそ、傭兵などという危険な仕事は辞めてもらわねばならぬのだ」

      「その通りだ。おまえ、無茶苦茶だよ。あたしはもう、見てられねえ」

      　そう言うサキの声には微かに怒りが籠っていた。輝星の顔がくしゃりと歪む。彼とて多少の自覚はあった。

      「で、でもさ、俺ってば強いから……そうそう死なないよ。大丈夫大丈夫」

      「確かにご主人様は強い。戦略を戦術でひっくり返せるくらいにはな。しかし、それでも無敵ではない。一度は妾わらわの策に敗れ、捕虜の身になったのがその証拠だ」

      　あの時、ディアローズの目的が彼の身体ではなく命であったのなら、その時点で輝星は死んでしまっていたのだ。ディアローズは自分を天才的な指揮官だと自負しているが、しかしだからと言ってあの作戦は自分以外には絶対に思いつかないと過信できるほど甘い女でもなかった。第一、人質戦法などよくある話なのだ。

      「う……」

      　そこを突かれれば、輝星も弱い。ゆっくりと腰を下ろし、うなだれる。

      「その……私だって、輝星さんにとっては戦場に出ることはとても大切なことだというのは理解しています。戦いに出るあなたは、とても楽しそうですから」

      　顔を上げたシュレーアが、毅然とした表情で言った。

      「しかし、やはり私も貴方が危険に晒されるのは許容できません。ましてや、戦う場所が私たちの手の届かない場所だというのなら、なおさらです」

      　シュレーアも皇族である。まさか自分も傭兵になって、輝星に同行するわけにもいかない。それに、どんな危機からも彼を守れるほど、シュレーアは強くはないのである。それはとても認めたくない事実だったが、しかし認めないわけにはいかなかった。だからこそ、身勝手で強行な手段に出たのである。

      「ちょっとばかり、あたしらはチンタラしすぎていた。これしか手段がないなら、もうちょっと早く実行すべきだったんだ」

      　深いため息をついて、サキは婚姻届けを手に取った。卓上にある竹筒で作られたペン立てから万年筆を引っ張り出し、文面を確認する。ヴルド人社会は重婚前提なので、『妻になる人』欄は複数ある。もう一度ため息をついてから、その上から二番目の欄に自分の名前をサインした。

      「あたしだってお前のことは好きだ。大好きだ。だからこそ、お前がどこぞの戦場でくたばるなんてことは容認できねえ。わかってくれ」

      　そのまま立ち上がると、彼女は輝星にずいと婚姻届けを押し付けた。輝星は冷や汗をかきながら、それを受け取る。

      「あたしは……お前と家族になりたい。お前は、あたしの家族になるのは嫌か？」

      「……」

      　輝星は、考え込んだ。十年後、二十年後……そして自分が年寄りになった後。そんな未来に、サキが隣にいる姿は想像できるだろうか？ ……想像できた。彼女は直情的だが、そのぶん隣にいると爽やかな気分になれる女性だ。伴侶としては、申し分ないどころか身に余るくらいだ。しかし……

      「……これにサインするってことは、傭兵を辞めるってことだろ？ 俺が……」

      「……ああ」

      「……」

      　少し考え、すっくと立ちあがった輝星は浴衣の着付けを直した。慌てて着たせいで、無茶苦茶な状態になっていたのである。そのまま、迷っている様子でシュレーアとサキ、そしてディアローズを見た。その横で、視線を合わされなかったノラがむすっとした表情になる。

      「少し、考えさせてくれ」

      　そう言って彼は、とぼとぼと部屋から出て行った。

      
        

      

      

      
        

      

      　それから十分ほど後、輝星は旅館の談話室でひとり黄昏たそがれていた。頭の中では、答えの出ない問題がグルグルしている。はっきり言えば、彼女らと結婚するのはやぶさかではない。シュレーアらと一夜を過ごしたことで、彼にもやや自信ができていた。ディアローズが手伝ってくれるなら、ヴルド人との性生活で死ぬこともまあないだろう。

      「でも、傭兵をやめるってのはなあ……」

      　輝星は唸った。無職になるのは嫌だし、戦場から離れるのも嫌なのである。腕を組み考え込むが、やはり決断はできなかった。

      「おや、我が主ではありませんか。おはようございます」

      　そこへ、声をかける者がいた。テルシスだ。彼女は木刀を携え、身体には汗が浮かんでいる。おそらく、外で素振りかなにかをした帰りなのだろう。

      「あ、うん……おはようごうざいます」

      　元気のなさそうな彼の声に、彼女は片方の眉を上げた。廊下から談話室に上がり込み、輝星の隣に腰を下ろす。

      「こんなところで、何をされてるのです？」

      　そう聞いてくる彼女からは、健康的な汗の香りがした。普通なら不快に思うかもしれないが、相手が異性というだけで妙に色っぽく感じるから不思議なものだ。輝星は煩悩を払うべく、頭を振った。煩悩は昨夜さんざん発散したはずなのだが……おとといからの誘惑ラッシュで、まだ感覚がおかしくなったままなのかもしれない。

      「いや」

      　反射的に誤魔化そうとした輝星だったが、すぐに思い返してテルシスに向き直る。

      「ちょっと、相談したいことがあるんです。構いませんか？」

      「ええ、もちろん」

      　最初からそのつもりだったため、テルシスは笑顔でうなずく。彼女は戦闘バカだが、頭が悪いわけではない。察しはよい方なのだ。

      「実はその……結婚を申し込まれたんです。しかも、複数人に」

      「おめでたいことではありませんか」

      　これがヴァレンティナなら大慌てなのだろうが、テルシスは落ち着いた様子で答えた。複数人にプロポーズされることもヴルド人社会では珍しいことでもないので、違和感も覚えない。結婚を申し込んだ当人同士が納得していれば、そのまま連婚すればいいだけなのだ。

      「ええ、有難いことですよ。俺ってば、わりとヘンな奴ですから……好いてくれるのはとても嬉しい。でも、結婚するなら傭兵は辞めてくれと、そう言われまして」

      「なんと……」

      　これにはテルシスも驚いた。彼女の場合、輝星と同じ戦闘狂タイプなので彼の悩みは理解できる。

      「なぜまた、そのような無体なことを」

      「俺が危ない目に遭うのは許容できないと」

      「なるほど。拙者も全力を尽くして我が主を護衛するつもりですが、戦場に絶対はない……確かに、万が一ということもありましょう」

      　難しい顔をして、テルシスは唸った。

      「我が主としては、戦場から離れたくはないわけですね？」

      「ええ」

      「ふむ……」

      　テルシスは腕を組んで考え込んだ。彼女としては、輝星と組んで戦うというのは楽しそうなのでぜひお願いしたいところだ。しかしそれはあくまで私情であり、輝星が傭兵を辞めるという決断をしたのならば、彼の騎士としてそれに従うつもりだった。

      「……一つお聞きしますが、我が主はなぜストライカーに乗っているのですか？」

      「ん？ ……んー、それは楽しいから、かな」

      「では、なぜストライカーに乗ると楽しいのでしょう？」

      「……」

      　黙り込む輝星に、テルシスは続けて言う。

      「拙者で言えば、戦場に出るのは己の力量を高めるため。そして、己より強い相手と戦い、自分の実力を試す。これが楽しくて仕方がないのです。我が主の場合は、どういう理由なのですか？」

      「……俺は」

      　輝星は、意を決した様子でテルシスの目を真っすぐ見据えた。

      「俺は、ストライカーに乗る以外は何もできない人間です。手先は不器用だし、頭もよくないし、体力もない。でも、ストライカーに乗りさえすれば……」

      「誰よりも強い」

      　ニヤリと笑って、テルシスは言う。

      「……俺が誰かに必要とされるのも、全力で誰かとぶつかり合うのも、ストライカーに乗っている間だけです」

      　輝星は、自分の長所がストライカーでの戦闘能力だけだと考えているのだ。戦うことには自信があるが、それ以外はない。パイロットであること、それ以外のアイデンティティを持ち合わせていないのだ。ストライカーから降りることは、自分の存在意義を捨てることになる。そう、無意識に思ってしまっていたのだ。

      「だから……」

      「二つ、我が主は勘違いしています」

      　そんな彼を、テルシスは優しい声で諭した。

      「ひとつ。ストライカーに乗っていない今だって、あなたは誰かに必要とされています。なにしろ、求婚されているわけですからね。我が主の人生そのものが欲しいと、そう求婚者は言っているわけです。そこに、ストライカー云々は関係ありません」

      「……」

      「ふたつ。戦場を離れても、ストライカーには乗れます。テストパイロットや、敵役アグレッサー担当の演習専門傭兵など、選択肢はいくつもあるのです。別に、実戦でなくては本気を出せないわけでもないでしょう？」

      　テルシスの言葉に、輝星は驚いたような表情で彼女を見据えた。その発想は、思いつきもしなかったものだった。

      「……なるほど、確かに」

      　言われてみれば、簡単なことだった。腹を決め、輝星は立ち上がる。

      「ありがとうございます。迷いが晴れました」

      「では？」

      「ええ。どうも、俺も年貢の納め時のようです」

      　その古めかしい言い方に、テルシスは笑った。そして、ふと思い出したように手を打つ。

      「ああ、そういえば……ご結婚されるというのなら、拙者も一つお願いがあるのです」

      「なんでしょう？」

      　気分が晴れた輝星は、笑顔で聞いた。

      「身辺が落ち着いてからでいいので、拙者にも子種を分けていただきたいのです」

      「……は？」

      　表情を凍らせ、輝星は聞き返した。テルシスは恥ずかしがりもせず、言葉を続ける。

      「拙者も貴族ですから、世継ぎが必要です。そこで、我が主にお相手をお願いしたく」

      「いや、だからってなんで俺なんです？」

      　これまで誘惑もセクハラもしてこなかったテルシスを、輝星はそれなりに信用していたのである。その信頼が完全に崩れかねない提案に、彼はややショックを受けている様子だった。

      「拙者は恋だの愛だのはサッパリわからない粗忽ものですが、だからといって相手は誰でもよいというワケではありませぬ。孕むならば、あなたの子供がいい。拙者を完敗させた、あなたの子供が」

      「……」

      　壮絶に微妙な表情になって、輝星はテルシスを見た。プロポーズじみた言葉であるが、当のテルシスは照れも恥ずかしがりもしていない。

      「むろん、拙者も籍に入れてくれとは申しませぬ。我が主の結婚生活をお邪魔する気はありませぬゆえ」

      「俺に、未婚の母を作れと？」

      　勘弁してくれ、とでも言いたそうな様子で輝星は呻いた。

      「むう……しかし、世継ぎはやはり必要なのです。姉や妹の子に家督を奪われるのは、拙者を推してくれた家臣たちに申し訳が立ちませぬ」

      　なんだかんだと言って、テルシスも根っからの貴族である。家のことに関しては、それなりの思いがあった。彼女が諦める様子がないので、輝星は深いため息を吐く。

      「じゃ、一緒に来てください。もう、嫁が一人増えたくらいじゃ大して変わりませんから……」

      「おお、かたじけない！」

      　歓喜の表情を浮かべるテルシスにもう一度ため息をつく輝星。しかし、増える嫁の数が一人では済まないことを、今の彼は知る由もなかった。

      
        

      

      

      
        

      

      「腹は決まったか？」

      　部屋に戻ってきた輝星を、サキがやや強張った表情で迎えた。輝星は静かにうなずき、座卓に置かれたままになっていた婚姻届に自分の名前をサインする。

      「戦場に出るのは、次で最後にする。でも、ストライカーはずっと乗り続けるよ。これは認めてほしい」

      「もちろん」

      　シュレーアが深くうなずき、『妻になる人』欄の一番上にサインをした。ちなみに、ここに名前を記入した者が正妻として扱われるのが通例だった。サキが一番上に記入しなかったのは、腐っても一応主君なので正妻を譲らなくてはならないだろうと考えてのことだ。

      「にひひ、大勝利ってやつかなー」

      　次に名前を書いたのは、フレアである。一応彼女はシュレーアの姉ではあるが、ヴルド人の社会では出生順を気にしない。そのため、彼女も自分を正妻にしろだなどと騒ぐつもりはなかった。あくまで輝星はシュレーアが仕留め、自分はサポートをしただけ……そういう風に考えている。

      「少し貸してくれ。拙者も書く」

      「えっ、貴女も!?」

      　輝星と一緒に入ってきていたテルシスが、横から婚姻届を奪った。困惑の表情で、シュレーアは彼女の顔をまじまじと見る。

      「子種を頂く約束をしたのだ。ああ、心配することはない。そちらの結婚生活を乱すつもりはないからな。あくまで、書類上の体裁を整えるためだ」

      「ええ……」

      　すこし引いた様子でシュレーアはうめき、輝星の方を見る。しかし、彼はしなびた野菜のような顔でしなしなになっていた。旅館に来た時点では、まさか自分が結婚を……それも複数の相手とするなど、まったく予測もしていなかったのだ。それが急転直下でこんな状況になってしまい、さしもの彼も疲れ果てていた。

      　さすがに可哀想にも思えるのだが、テルシスには工作部隊の撃退に協力してもらった恩もあった。……そもそも、何の違和感もツッコミもなくこの集まりに合流している当たり、彼女もうすうす自分たちの計画に気づいていたのではないだろうか？ 背筋に寒いものが走ったシュレーアは、口をへの字に曲げながらペンをテルシスに譲る。彼女はさらさらと自分の名前をかき込んだ。

      「うむ、よろしい。では最後は妾わらわだ」

      　そう言ってディアローズが、テルシスからペンを奪った。サキがげんなりとした表情で彼女を見る。

      「お前もかよ」

      「ふん、誰のおかげでここまでこぎつけられたと思っておるのだ。奴隷身分にも結婚する権利はあるのだから、存分に行使させてもらうぞ」

      　そう言われてしまえば、サキも文句は言えない。確かに、彼女の策がなければ自分たちは輝星を手に入れられなかったであろうというのは、簡単に予想できたからだ。

      「では、これでチェックメイトだ。くふふ、今回は妾わらわの完全勝利のようだな」

      　サインを終え、ディアローズは輝星をツンツンと突っつきつつ言った。彼は「ウーン」呻きながら畳に倒れ込む。それを見たディアローズはケラケラと笑い、輝星の背中にのしかかって胸を押し付ける。

      「どうだ、人生の墓場に入った気分は」

      「悪かないよ、悪か。でも疲れた……」

      「くふふふふっ！」

      　ディアローズ、大喜びである。そんな彼女を、あきれた様子のテルシスが引きはがして畳に転がした。その尻を、ぶぜんとした表情のサキが蹴る。

      「いてっ！ やめんか、女に蹴られても嬉しくないぞ！ 妾わらわは！」

      　文句を言うディアローズに、輝星が苦笑する。すると、いつの間にか寄ってきていたノラがスススと一枚の書類を差し出してきた。

      「ついでにこっちの記入もお願いするデス」

      「なにこれ」

      　先ほどの婚姻届と似た様式だが、また別の書類のようだ。半目でノラを睨みつける輝星に、彼女はしごく楽しそうな様子で答えた。

      「婚約届デス。これを使えばワタシが十六歳になると同時に自動的にアナタと入籍されるのデス」

      　姉妹間の連婚で、結婚予定の妹がまだ十六歳に達していないときに使われる制度が、これだった。婚姻届けと同時に提出すれば、後々の手続きを省略できる優れモノだ。

      「知らない間に、そんなものまで用意していたのか……」

      　寝転がったままのディアローズがあきれ顔で言った。

      「ええ、そりゃあもちろんワタシもこの男は狙っていましたからね。文句は言いっこなしデスよ」

      「うむ、うむ、わかっておる。約束は守るとも」

      　通じ合っている様子のディアローズとノラに、サキとシュレーアがあきれた目を向けた。

      「……たしか今、十四歳だったよね？」

      「ええ」

      「十四歳の婚約者ができたなんて言ったら、姉さんにシバかれそうだな……」

      　ため息を吐いた輝星だったが、もうヤケクソである。婚約届にも、結局サインしてしまった。ノラがとても嬉しそうな顔で、それを奪い取る。

      「むふふ、童貞をクソ女どもに譲った甲斐がありました。こうも簡単に上手くいくとは」

      「くそぉ……」

      　ディアローズの言った通り、今回の件では輝星が完全敗北したのは間違いない。ハーレムといえば人からうらやましがられそうだが、妙な敗北感を覚えずにはいられなかった。

      「……そういえばさ、なんか結婚関係がすごいことになってるけど……苗字とかどうなるの？」

      　ふと気になった様子で、輝星は聞いた。まさか自分がヴルド人と結婚する羽目になるとは思ってもいなかったため、そのあたりの知識はまったくないのである。

      「この場合、他家間の連婚になりますから……輝星さん、いえ、輝星」

      　伴侶の名前にさんをつけるのも親密さが足りないだろうと、シュレーアは名前を言いなおした。

      「貴方の名前は北斗・ハインレッタ・牧島・メルエムハイム・アーガレイン・輝星になります」

      「長いよ!?」

      　要するに、シュレーア(とフレア)、サキ、テルシス、そしてディアローズの名字がそれぞれ結婚届の記入順に追加されるらしい。同一の姓を持つ姉妹間連婚ならば、こんなことにはならないのだろうが……。

      「さらにワタシが十六歳になったら、そこにアルケイドが追加されるわけデス。ははは、クソ長い名前デスね！」

      「うぉん……」

      　再び、輝星は畳に突っ伏した。にやにやと笑いつつ、ディアローズがそんな彼の背中を叩く。

      「しかしだ、ご主人様よ。肝心のことを忘れておるぞ」

      「肝心なこと……？」

      　これ以上、何があるというのだ。輝星は半目で彼女を見た。

      「この場におらぬ者、つまりは我が愚妹のことだ。ヤツめ、自分だけ仲間外れにされたことを知れば、いったいどんな顔をするかな？」

      　その言葉に、輝星の顔が再び真っ青になった。そりゃあ、そうだろう。自分の知らない間に、自分の周りの人間が全員輝星とくっついていた。ヴァレンティナからすれば、面白くないどころの話ではない。

      「や、やっぱり怒るかな」

      「いや、むしろ泣くかもしれぬな」

      「そっちの方がキツイな……」

      　別に輝星とて、ヴァレンティナのことが嫌いなわけではない。どうするべきか迷い、彼は頭を抱える。

      「ヴァレンティナといえば、あの女……今はどうしているのでしょう？ 我々がこうして一部屋に集まっている以上、怪しまれているのでは……この部屋に突入でもされたら、ヘタをすれば刃傷沙汰ですよ」

      　チラリとサキの方を見ながら、シュレーアが言った。このサムライ女も、当然のように帯刀している。彼女をのけ者にして話を進めていたら、主君であるシュレーアとて斬られていたかもしれない。

      「まだ寝てるはずだよ。邪魔されないように、昨日の晩御飯の時にちょっと強めのお薬を盛ったからね」

      　あくどい笑みを浮かべながら、フレアが言う。迎撃作戦に出ていたシュレーアたちが戻ってきたのは、夜中のことだ。怪しまれないよう、その間はフレアが変装してシュレーアのフリをしていた。当然、夕飯時にも彼女が出て来たわけだが……。

      　さすがに薬物はまずいだろう。その場にいる大半の人間が、フレアに白い目を向けた。彼女はニヤニヤ笑いながら、そっぽを向いて口笛を吹き始める。

      「ま、まあ、タイミングがいいと言えばいい。今のうちに我が愚妹への基本方針を決めておこう」

      「基本方針？ なんだよ、また悪だくみでもしてんのか？」

      　不信感に満ちた視線をディアローズに向けるサキ。同じ男を抱いた仲とはいえ、やはり元は敵の総大将なのだ。そう簡単に全面的な信頼を寄せられるはずもない。

      「うむ、まあ言ってしまえばそうだ。しかし、貴様らも一度妾わらわの策に乗ってしまっている以上、共犯者であろう。悪いようにはせぬから、話くらい聞け」

      「チッ……」

      　いやそうな顔をして、サキは舌打ちした。そんな彼女を見てニタニタ笑った後、ディアローズは言葉を続ける。

      「まず最初に、ご主人様にひとつ頼みがある」

      「な、何？ これ以上俺に何をさせようっての？」

      「あ、あー……いや、すまぬな。ご主人様には苦労をかけている自覚はあるのだ。本当に申し訳ない」

      　一連の流れですっかりしょぼくれてしまった輝星の不安げな瞳に、さしものディアローズも少し怯んだ様子で弁明する。慌てて彼によると、その小さな体を抱きしめた。

      「別に、ご主人様が嫌いでこのような所業をしておるのではないのだ。むしろ、愛しておるからこそ……」

      「わかった！ わかったから！」

      　豊満な胸の柔らかい感触に昨日の熱い夜を思い出した輝星は、あわてて彼女の抱擁から逃れた。一度交わった相手とはいえ、それですっかり慣れてしまえるほど彼はスレていない。むしろ、何もかも知ってしまったからこそ感じる気恥ずかしさもある。

      「で、なんなのさ」

      「端的に言えば、ヴァレンティナとも結婚してほしい」

      「ウワアアアアアッ!!」

      　悲鳴を上げて輝星は畳に転がった。ヴァレンティナが嫌な訳ではない。嫌なわけではないが、いくらなんでも嫁が多すぎる。すでに結婚届に記入した相手が五名、数年後結婚予定の相手が一名である。すでに片手の指の数を超えているのだ。この期に及んでさらに嫁を増やすというのは、さすがに抵抗感がある。地球人テランとしてはまっとうな貞操観念を持っている彼としては、もう想像の埒外にある数だった。

      「いや、本当に申し訳ないとは思っておるのだ。しかし、結婚を望む姉妹がいるのなら、自分の配偶者を共有させてやるというのはヴルド人我々の義務と言っていい規範でな」

      　冷や汗をかきながら弁明するディアローズの言葉を聞き、シュレーアとフレアが気まずそうに顔を見合わせた。彼女らがやったように、夫の共有はヴルド人の姉妹としては当然のことであり、これを拒否するのは不義理が過ぎる。組織間の仲間意識は極めて薄いが、そのぶん家族間の結束が強いのがヴルド人なのだ。

      「そ、そうですね。私はハッキリ言ってあの女は嫌いですが、それでも一人だけ仲間外れというのはさすがに哀れです。書類の上だけでも、認めてあげては？」

      「ま、まあ、向こうが妥協してくれるならね。譲歩はさすがにできないよ」

      　挙動不審な様子でそんなことを主張する二人に、ディアローズは満面の笑みでうなずいた。こうなることも、彼女の想定通りだった。ハインレッタ家の双子は、完全に彼女の手のひらの上で踊らされていたわけだ。

      「うむ、その通りだ。助けると思って、どうか我が妹にも手を差し伸べてやってほしい」

      「……」

      　輝星は黙り込んで、しばし考えこんだ。確かにディアローズは輝星を拉致した時も、『触ったり舐めたりくらいはさせてやる』だのなんだの言っていた。存外、姉妹愛は強いほうなのかもしれない。そもそも彼女は一度ヴァレンティナに裏切られてなお、彼女と遺恨を残さず付き合っているのだ。ヴァレンティナをそうとう大切に思っているからこそ、そんな態度が取れるのかもしれない。

      「……わかったよ」

      　結局、輝星はヴァレンティナの提案を飲むことにした。ディアローズのことは、すでに憎からず想っているのだ。一度身体を重ね合ったことで、その気持ちはより強くなっていた。その彼女が頼むのだから、断りづらい。それに、ヴァレンティナが周囲や自分と余計な軋轢を生むことも、できれば避けたかった。

      「やーいモテ男」

      　面白くなさそうなノラが、笑顔を顔に張り付けて輝星の脇腹をつつく。輝星は情けない声を上げつつまたも畳の上をごろごろと転がった。

      「とはいえ、今すぐというワケにもいかぬ。ヤツは身の程知らずにも、帝国の皇帝位を狙っておるらしいからな」

      　ディアローズの言葉に、シュレーアが嫌そうな顔をした。確かに彼女は、輝星と共に赴いたすき焼き屋でそんなことを言っていた。しかし、シュレーアたちとしてはそれでは困るのだ。

      「輝星さんと結婚する、帝国の皇帝になる。この二つの両立を認めるのは無理ですね」

      　シュレーアは強い目つきでディアローズを睨んだ。ヴァレンティナの掲げる、ノレド帝国の皇帝になるという夢。これ単体であれば、シュレーアは勝手にしてくれと切り捨てていた。しかし、それと輝星との結婚がセットになっているとなれば、彼女としては否と言う他はない。

      「だいいち、あの女に皇帝の器はありませんよ。そんな無謀な夢に、私の愛しい夫をつき合わせるわけにはいきません」

      　シュレーアが肩をすくめ、大きく息を吐いた。ヴァレンティナはそれなりに有能な人間だが、ディアローズによく似てツメが甘い。しかし、それでいて姉のような智謀は持ち合わせていないのだ。大国を束ねる度量があるとは、さすがに思えなかった。

      「妾わらわもそう思う。帝国がこの戦いくさに敗れれば、おそらく皇帝への信頼が揺らぎ諸侯が反旗を翻すはず。予想される壮絶な内戦の中で、あの間抜けが勝ちぬいていけるとはとても……」

      　ヴルド人は簡単に反乱を起こす。国家が一つにまとまっていられるのは、そのトップに対する信頼と畏怖があってこそだ。小国相手に敗北する皇帝など、諸侯が認めるはずもない。

      「なんにせよ、アイツは最終的に輝星を帝国本国に連れ帰る腹積もりなんだろ？ あたしにしろ姫さんにしろ、輝星にゃ皇国に居てもらわなきゃ困る理由がある。アイツとあたしらの目的は、最初から相いれないんじゃねーか？」

      　サキの指摘に、ディアローズは大きくうなずいた。

      「だろうな。愚妹が帝位を目指すのであれば、本国からは離れられぬであろう。それにご主人様を同行させるのは、妾わらわとて勘弁願いたい。余計な政争に巻き込まれるのは目に見えておるからな」

      「では、どうするのだ？ お互いの要求が衝突している以上、妥協する余地はないと思うが」

      　自分も帝国貴族だろうに、テルシスは自分は皇国側ですと言わんばかりの表情で言った。自分の家の領地は帝国内の混乱に乗じ、皇国に鞍替えでもするつもりなのだろうか？ 彼女は帝国でも有数の大貴族の出なので、まあそれも不可能ではないだろう。今は単身皇国に出向しているものの、領地に帰れば皇国並みかそれ以上の艦隊戦力を指揮する立場にあるのだ。

      「むろん、そのような無謀な夢は諦めてもらう。そもそも妾わらわは、あの愚妹に政治の毒を飲ませたくはないのだ。責任のない立場で好き勝手やるのが一番楽しいと、ヤツには教えてやらねばならぬ」

      「それって、もしかして今の自分のことかなー？」

      「むろんだ。今の妾わらわは、今までの人生の中で一番楽しい生活を送っている」

      「……まったく、自由というか無敵というか。本当、大物だよねー」

      　呆れた様子でフレアは首を左右に振った。

      「まあ、作戦としては簡単だ。とりあえず利害が一致しているうちは、協調してよいだろう。帝国軍の本隊に関しては、我々共通の敵だからな。皇帝を排除せぬ限り、現状の低い帝位継承権で皇帝の座を射止めるすべはない。まあ、要するに力による簒奪さんだつだな」

      「逆に言えば皇帝を排除した瞬間から、我々と彼女の利害は衝突すると」

      　利害とはもちろん、輝星の身柄のことだ。

      「そうだ。そこでヤツはこちらに牙を剥いてくるハズ。そこを逆襲するのが、一番よいだろう。奇襲の最適のタイミングとは、敵側が奇襲を仕掛けようとした直前直後だからな」

      「カウンターと同じ要領か。なるほど、悪辣じゃねーか」

      「賢明と言え、賢明と」

      　茶化したように言うサキに、ディアローズは肩をすくめた。

      「最適のタイミングでカウンター攻撃を仕掛けるためにも、ヤツが余計なタイミングで暴発することは防がねばならぬ。我々の結婚の件は、それまで漏らさぬほうがよいだろう」

      「ワタシたちに最愛の男が奪われたなんて知ったら、なりふり構わず強硬手段をとってきそうデスね……勝てないとは言わないデスが、決戦を控えた状況で内輪もめというのはよろしくない」

      「あの女には一応、反乱に参加した帝国将兵がついているわけですしね。その戦力を失えば、我々に勝ち目はありませんよ」

      　もっとも、そのヴァレンティナ派将兵たちも彼女のカリスマによって反乱に参加したわけではない。だから、ヴァレンティナが改めて皇国に矛を向けたところで、それに呼応するかどうかはわからないが……。

      「とはいえ、多少の危機感は与えておいてもよいだろう。愚妹が楽観主義に陥り、なあなあになって我々を攻撃しなかった場合が一番困る」

      「……んー、じゃあ、機会を見てなんか言っておくよ。戦争が終わったら、しばらく皇国でゆっくりするつもりだ……とかね」

      　畳の上に伸びたまま、輝星が言う。そんな彼の背中に、ノラが乗馬の要領でまたがった。うへへと優越感にまみれた笑みを浮かべる彼女を、テルシスがむんずとつかんで放り投げる。

      「暗に貴様にはついて行かぬと表明するのはよいな。それで行こう」

      　ディアローズはパチンと指を鳴らした。

      「暴発せぬ程度に焦らして、最適のタイミングでカウンターを決める。集団で叩きのめし、屈服させる！ 作戦としてはこのような感じでよかろう」

      「そこまでやって結婚させてやる義理、あるか？」

      　半目になりながら、サキが聞いた。どう考えても、敵に対する対処法だ。剣を交える以上、危険も大きい。彼女としては、そこまでヴァレンティナに骨を折ってやる理由はないのだ。

      「そうなのだがなあ……妾わらわとしては、妹を見捨てるのは嫌というか……。だいたい、妾わらわは実の母親と戦うことになるのだぞ！ 妹の一人くらい、幸せにしてやってもよいではないか」

      「……はあ」

      　家族のことを出されると、サキもあまり強くは言えない。ため息を吐いて、輝星の方を見た。彼は小さく笑い、「まあいいでしょ」とうなずく。

      「俺の最後の戦場だ。ちょっとくらい難易度が上がったところで、ブチ抜いて見せるさ。なにしろ俺は《凶星》だからな」

      「まったく、頼もしいことだ」

      　皮肉ではなく、本音でディアローズは言った。戦場であれほど苦労させられた《凶星》が味方になるというのなら、こんなにありがたいことはなかった。

      「今日のところは、これだけ決めておけばよいだろう。あまり遅くまで話し合っていると、愚妹が起きてくるやもしれぬ」

      「そうですね。それに、今日で休暇も最後なわけですから……面白くない話を長々続けたくはありませんし」

      「……えっ!?」

      　シュレーアの言葉に、ディアローズが目を剥いた。

      「言ってませんでしたか？」

      「聞いてないぞ！」

      「俺も…」

      「あたしもだ」

      「ワタシもデス」

      「……すいません」

      　どうやら、連絡不行き届きのようだ。シュレーアは両手を合わせ、申し訳なさそうに頭を下げた。

      「明日の朝、軍から迎えが来る手はずになってます。朝食後すぐ出立でしょうから……遊べるのは今日までですね」

      「……一週間くらいは遊び惚けられると思っておったのに……ええい、こうしてはおられぬ！ 風呂だ！」

      　慌ててディアローズが立ち上がり、着替えをまとめ始めた。どうやら彼女は、ここの温泉をいたく気に入っていたようだ。休暇がこれで終わりというのなら、できるだけ長く楽しんでやろうというつもりらしい。

      「あ、待ってくださいよ！」

      　昨夜さんざんに楽しんだため、シュレーアも今すぐ体を洗いたいような状況だった。急いで自分も風呂の用意をはじめるシュレーアに、昨日は女同士寂しくすごしたサキたちが何とも言えない冷たい目を向けるのだった……。

      
        

      

      

      
        

      

      　広い大浴場の隅で、女四人が汗を流していた。シュレーア、サキ、ディアローズ、ノラである。別にサキは朝風呂に入るつもりはなかったのだが、抜け駆けをしたシュレーアら二人を放置すればまた悪だくみをしかねないとノラが言い出したため同行することになったのだ。

      　ちなみにフレアは、半泣きになりながらひとり大本営へ帰っていった。なにしろ、昨日は本来の仕事をほっぽり出してこちらへ来ていたわけだから、当然いつまでもいられるはずがない。あとは任せたと言い残して、そのまま去っていった。

      「せっかく女だけになったんだから、そろそろ話してくださいよ」

      　ノラがいやらしい笑みを浮かべながら、シュレーアに聞く。

      「話すって、何をです？」

      「すっとぼけちゃって……輝星サンのアレの具合ですよ、アレの。婚約者としては、当然気になるトコロじゃないデスか」

      　直球の下ネタであった。思わずシュレーアは面食らった様子で身を引き、ノラの隣で話を聞いていたサキの顔は完熟トマトじみた色合いになった。どうやら、昨夜のことを思い出してしまったらしい。

      「ぐ、具合と言われてもですねえ……正直、興奮しすぎてあんまりちゃんと覚えてなかったというか……」

      「だいたいのサイズくらいは覚えてるでしょ！ 大きかろうが小さかろうが楽しみようはありますが、それはそれとして気になるんデスよ！」

      　問い詰めるような口調のノラに、シュレーアはうへへと顔を緩ませた。どうやら、昨夜の記憶を思い出したらしい。

      「存外大きかったような……ま、すぐに照明を消しちゃったから、本当によく見てないんですが」

      「ほ、ほう。あんなかわいらしい顔しておいて、とんだ女殺しデスね」

      　ごくりと生唾を飲み込むノラ。身体は小さくとも、男の身体には興味津々のお年頃だ。真っ赤になって黙り込んだサキの方を見て意地悪な笑みを浮かべ、彼女にも聞く。

      「で、気持ちよかったんデスか？」

      「なんつーことを聞くんだ、お前は！」

      　思わずサキは立ち上がった。ざぱんと湯が跳ね、ノラの頭にのせていたタオルが流されそうになる。慌ててそれをキャッチした彼女は、プルプルと頭を振ってからタオルをもとの位置に戻す。

      「アナタとワタシの立場が逆だったとしたら、同じ質問をしてきそうなもんデスけどね？」

      「う……」

      　もじもじとしながら、サキはゆっくりとお湯の中に戻っていった。顔を半ばまで湯につけ、ぶくぶくと息を吐き出す。そして、意を決した様子で言った。

      「……滅茶苦茶よかった」

      　地球人テランをはるかに超える身体スペックと性欲を持ち合わせているヴルド人である。初体験だろうが、あまり痛みは覚えないのが普通だった。

      「んーふふふふ、楽しみになって来たデスね。早いとこ押し倒して、こう、ヒンヒン言わせてやりたいところデス」

      　ノラの言い草は、いちいち直球だった。なにしろスラム育ちなので、(一応は)貴族であるシュレーアはもちろん、下町育ちのサキですらドン引きしそうな言動をすることがよくあった。

      　なんとも妙な顔で赤面するシュレーアとサキを身かね、ディアローズが三人の元に寄ってきた。彼女ら三人が束になっても勝てないような豊満な胸が、湯船の中で揺れている。

      「知っておるか、小娘。地球では貴様くらいの年齢の娘とまぐわうのは、犯罪らしいぞ？」

      「……は？」

      　この世の終わりのような表情で、ノラはディアローズを見る。額に浮かぶ汗は、何も風呂場の熱気だけが原因ではないようだ。

      「い、いや、ここはヴルド人の国デスよ！ 地球人テランどもの法律なんか、関係ないでしょう!? 婚約状態なら問題ないハズ！」

      「いや、まあ、そうなんですが……」

      　結婚を前提としたお付き合いをしている場合なら、ヴルド人の国ではこのあたりは緩かった。もちろん限度はあるが……しかし、自分の年齢ならもう大丈夫とノラはそう考えていた。だが、ディアローズは無情にも首を左右に振った。

      「ご主人様を里帰りもできない立場に追いやるつもりか？ 妾わらわとしては、とても認められぬな。気分はわからぬでもないが、せめて正式に結婚するまでは待つのだ」

      「そ、そんなあ……」

      　ノラは半泣きになった。ディアローズの悪だくみに協力したのも、婚約まで持ち込むことが出来ればすぐに自分も同じことができると考えていたからだ。それが二年もお預けになるというのは、あまりに無体が過ぎる。若さゆえの性欲が、彼女の中ではくすぶっているのである。

      「すまぬな、エロ小娘。これは決定事項だ」

      「誰がエロ小娘デスか！」

      　お前だよと、ノラ以外の全員が内心思ったが口には出さなかった。

      「代わりに妾わらわの体験談を聞かせてやろう。こう、四つん這いになってな。突き出した尻を、ご主人様に平手で何度も……」

      「嫌がらせかボケ!!」

      　半分本気で怒ったノラが、ディアローズの腕をつかんでガクガクと揺する。どう考えてもディアローズが悪いため、シュレーアもサキもそれを止めはしなかった。

      「ま、まあ、その分融通は利かせますよ。二人っきりのデートとかね」

      「デートって、おこちゃまじゃあるまいし……」

      　ディアローズを揺するのをやめ、ノラはジト目でシュレーアを見た。いや、デートが嫌なわけではないが、機嫌が悪いのでゴネているのである。シュレーアもそれは理解しているので、苦笑して言葉を続ける。

      「青春的でいいじゃないですか。私があなたくらいの頃なんか、女ばかりの軍学校ですし詰めになってましたからね。男の子とデートなんて、夢のまた夢でしたよ」

      「あたしも似たようなもんだ。正直、お前が羨ましいよ。年下として甘えられる立場は、お前だけなんだぜ？」

      「いや、ワタシは甘えるより甘えられたいタイプなんデスが……」

      　深いため息を吐いて、ノラはシュレーアとディアローズを見た。どうも、ゴネたところで認めてもらえるような雰囲気ではない。まあ、口ではああいったが、二人きりでデートと言うのは確かに悪くない。その時にこっそり、押し倒したり誘惑したりと悪戯をすれば、それはそれで楽しめるだろう。そう考え、ノラは結局妥協することにした。

      「はいはい、わかりましたよ。仕方ないデスね」

      　ノラは手をひらひらと振り、立ち上がった。そしてサウナの出口に向けて歩き始める。

      「もう出るんですか？」

      「時間がもったいないデスからね。アナタがたはずいぶんと輝星さんと〝大人の仲良し〟をしたみたいデスから……せいぜいワタシは〝子供の仲良し〟で楽しませてもらうデス。それくらいは当然、認めてもらうデスよ」

      　どうやら、輝星にちょっかいを出しに行く気らしい。疲れ果てた彼の表情を思い出して、シュレーアは慌てて立ち上がった。我慢を強いた以上あまり強くは言えないが、無体なことを要求しないよう監視する必要があるだろう。

      「ああ、待ってくださいよ。輝星のところへ行くなら、私もついていきます」

      「もー、お邪魔虫」

      　ワイワイとにぎやかに話しつつ、二人は浴場から上がっていった。暑い空気の満ちた密室に、沈黙が下りる。しばしして、サキがため息をついた。

      「あたしが言うのもなんだが……輝星も難儀なことになったな」

      「そうだな。まあ、ご主人様が悪いのだ。この事態を引き起こしたのは、ヤツ自身の魔性の魅力が原因なのだからな。自業自得であろう？」

      「そうかな？ ……そうかもな。へへ……」

      「くふふ」

      　サキとディアローズは、顔を見合わせて笑った。

      「どうだ、この後一杯付き合わぬか？」

      「昼間っからか？」

      「別によいではないか。休暇なのだし」

      「それもそうか……」

      　湯船の中で、サキは身を投げ出した。確かに、ゆっくり酒でも飲みたい気分だった。たまには、悪くないだろう。

      「いいぜ。今日一日くらいは、ハメを外したっていいだろう。輝星のヤツも、リラックスさせてやりたいしな」

      　結局、休暇最終日は彼女らの目論見通り安穏としたまま過ぎていくのだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　休暇最終日の日程は、それはもうせわしないものだった。名目上とはいえ皇国軍の総大将であるシュレーアが三日も休暇を取ったのだから、彼女にしか処理できない案件が山のようにたまっている。軍部が差し向けた迎えの車は、まだ早朝といっていい時間に旅館に到着していた。

      　温泉で身を清め、朝食を取り、そのまま急いでバスに飛び乗る……。あまりにも慌ただしかった今朝の出来事を思い出しつつ、輝星は深いため息を吐いた。

      「ふう……」

      　旅館を発ってから、すでに三十分が経過している。軍が迎えに寄越したバスは、あまり乗り心地がよくなかった。ガタガタと揺れる座席につかまりつつ、何か言いたげな視線を対面に座ったシュレーアに向ける。

      「いや、なんというか……我が国も財政難でして、削れるところは削っていく方針と言いますか」

      「しかしこれは、皇族が乗る乗り物だとはとても思えないが。浮遊ホバー式を寄越せとは言わないが、まともな車両はなかったのか？」

      　げんなりした表情で、シュレーアの隣に座ったヴァレンティナがぼやく。なにしろこのバスは内装も外装もズタボロで、見るからに廃車寸前だ。シートもツギハギだらけで、みすぼらしいどころの話ではない。帝国で貴族用の車両としてこんなものを用意すれば、担当者の首が物理的に飛ぶことは間違いない。

      「いやあ、むしろ皇族だからといって無駄に高い車に乗っていると、市民から石を投げられかねませんからね。庶民派をアピールしつつ、節約も行う。一石二鳥というものです」

      「庶民派というより庶民そのものではないかな、それは……」

      　国によって貴族の立ち位置は違うとはいえ、ここまでひどい国はそうない。ヴァレンティナとしては、笑えばいいのか呆れればいいのかわからなかった。

      「まあ、バスについてはもう仕方ないとしてだ。ずいぶんと現場から離れちゃったけど、軍の方はいまどうなってるの？」

      　現状帝国側の出方待ちとはいえ、皇国軍もぼんやりと時間を無為にすごしているわけでもあるまい。輝星が来た当初よりはマシとはいえ、いまだ皇国軍は一戦の敗北も許されない崖っぷちの状況であるということには変わりないのだ。

      「軍全体としては、即応体制を整えつつ戦力の再建を急ピッチで進めています。姉上が頑張ってくれたおかげで、物資もずいぶんと集まりましたし」

      「姉上というと、フレアか」

      　若干渋い表情を浮かべながら、輝星は言った。彼女には一杯食わされたばかりだが、どうやら仕事の方もちゃんとやっているらしい。

      「ええ。旗色をうかがっていた近隣諸国へ行って、救援物資をむしり取ってきてくれました」

      「なるほどな、それは助かる」

      　輝星はため息を吐いた。彼とて、兵站の重要さは理解している。ありがたいと言えば、間違いなくありがたい。大方、皇国が負ければ次はお前たちの番だぞと脅してきたのだろう。非同盟国から物資を供出させたというのは、なかなかやり手といえるだろう。

      「それと、提携企業のカワシマ・アイアンワークスから技術顧問団が来ています。帝国の上位グレードゼニスに対抗できるよう、我々の機体を改修してもらう予定ですよ」

      「キミたちの機体は、我々のゼニスとずいぶんと性能差があったからね。四天は脅威ではなくなったとはいえ、帝国にはまだまだ強力なエースとゼニスがある。とにかく、普通に戦えるくらいには性能を高めてもらわないと困るよ」

      　偉そうな口調でヴァレンティナが注文を付けた。帝国側の超高性能機は、彼女以外全員輝星が技量で強引に撃破しているのである。シュレーアらも少しは戦えるようになってもらわないと、ヴァレンティナとしても困るのだ。

      「そのあたりはしっかりと注文してあります。予算も……あなたたちがずいぶんと寄付してくれましたから、まあ十分でしょう」

      　複雑な表情でシュレーアが答える。貧乏貴族であるシュレーアらと違い、ヴァレンティナやテルシスは驚くほどの資産を持っている。その一部が、軍資金として皇国に流れているのだ。戦力拡充のためにはありがたいのだが、出資者としての影響力を行使されても困る。シュレーアとしては、なかなか難しい問題だった。

      「それはいいとして、帝国のほうの動きはどうなっているのです？ 寝返ったとはいえ、あなたも帝国の元要職。ツテが残っているのでは？」

      　皇国の諜報部は、大した成果を上げられずにいた。軍を集めていることくらいはわかるのだが、それだけだ。ここはさすが大国と言ったところで、その防諜能力は小国では太刀打ちができないというのが現実だった。

      「向こうもわたしたちが裏切ったことは把握しているからね、あまり詳しいことはわからない。ただ、諸侯軍の編成は大方終わったらしい。今は傭兵を集めている段階だとか」

      「傭兵か、なりふり構わなくなってきたな」

      　唸りながら、輝星は頬を掻いた。強力な常備軍があるなら、傭兵など必要ないのである。帝国側は、なんとしても皇国を潰す腹積もりらしい。油断してくれれば楽なのだが、どうやらそうもいかないらしい。

      「皇国に我が愛がついていることはすでに周知の事実だからね。キミを倒して名を上げようという、腕に覚えのある傭兵が集まって来るかもしれない。気を付けておいたほうがいいかもね」

      　クスリと笑って、ヴァレンティナが言った。輝星は困ったように、小さくため息を吐いた。

      「有名人はツライね、まったく……」

      
        

      

      

      
        

      

      　同じころ。ノレド帝国の宮廷では、尋常ではないほどの緊迫感が漂っていた。

      「……」

      　ノレド帝国皇帝、ウィレンジア・レンダ・アーガレインは、不機嫌さを隠しもしない表情で臣下たちを睥睨へいげいしていた。諸侯、官僚、大臣……並みいる臣下たちはことごとく、落ち着きのない様子で周囲をうかがっている。

      「……」

      　皇帝ウィレンジアは無言のまま、豪華絢爛な玉座のアームレストを指で叩く。そして、冷たい目つきで自らの眼前で平伏している中年の軍人を睨みつけた。

      「つまり、ディアローズの殺害には失敗したと。貴様はそう言いたいのか」

      「はい」

      　憔悴した様子で、中年軍人はうなずいた。彼女は帝国諜報部の部長だった。工作部隊にディアローズの暗殺を指示したのも、当然この女である。帝国軍有数の後ろ暗い部署を統括しているだけあって、いかにも切れ者然とした風貌をしている、しかし、そんな彼女も皇帝の激しい詰問の前には顔に冷や汗を浮かべることしかできない。

      「どうやら、出撃直後に奇襲を喰らったようです」

      「隠密部隊だろうに、なぜそんなことになったんだ」

      「それは……」

      　諜報部長は無地のハンカチで額に滲む汗をふきつつ、視線を空中にさ迷わせる。

      「漏れていたのだろう、情報が」

      「……はい。おそらく、ディアローズ殿下が情報源かと」

      「奴に殿下を付けるなといったはずだ！」

      　激しい口調で、皇帝が叫んだ。その声には、堪える気もないであろう憤怒が混ざっていた。

      「あのような小国に負けるような輩を、余の娘だと認めるわけにはいかん。だからこそ、貴様に処分を命じたというのに……わが軍には無能しかおらんのか!!」

      　皇帝が癇癪を起すのは決して珍しいことではないが、さすがに今回ほど荒れるのはまれだ。しかし、それも致し方のないことだろう。皇国に対する征服事業など、帝国からすれば路傍の小石を蹴とばす程度の感覚だったのだ。それがいつの間にか一個方面艦隊(方面軍に相当する部隊編成単位)がまるまる敗北し、お気に入りだったはずの実の娘も敵に降ったのである。機嫌が悪くなるなという方が無理があった。

      　皇太女として(皇帝基準で)目をかけていたディアローズが敵に投降したことで、皇帝は裏切られたと感じていた。市街地に対する無差別攻撃などという不名誉な作戦をディアローズに強要した件は、すっかり彼女の頭からは吹っ飛んでいる。どちらかといえば裏切ったのは皇帝の方が先なのだが、彼女はそんなことを気にする人間ではなかった。あるのは一方的な被害者意識だけだ。

      「申し訳ありません……！」

      　そんな理不尽の権化のような女を前に、諜報部長はただ頭を下げることしかできなかった。むろん、彼女にも言い返したい気持ちはあった。先日の旅館襲撃作戦は、皇帝が突然言い出したものだ。本来、この手の作戦には入念な事前準備が必須なのだが……何しろ命令が突然だったため、そんなことをしている暇はなかった。

      そんな状況では、作戦が失敗するのも仕方のないことだろう。こんな無茶な作戦で有能な部下を大勢失う羽目になったのだから、諜報部長としても腹に据えかねるものがある。……が、皇帝が反論を許さないのは有名な話だ。下手をすれば、物理的に首が飛ぶ羽目になる。命が惜しければ、絶対服従を貫くほかないのだ。

      「挽回の方策はあるのか？ ン？」

      「あ、ありません……」

      　いかに大国とはいえ、敵国……それも、少し前までまったく眼中にも入っていなかったような辺境の小国で活動させられる諜報工作員などそうはいない。ただでさえ、帝国には敵が多いのだ。諜報から防諜までさまざまな業務をこなす諜報部は、慢性的な人材不足に悩んでいた。二度目のディアローズ暗殺計画を実行するような余力は、まったくなかった。

      「役立たずめ……不愉快だ、下がれ！ 処分は追って下す！」

      「は……」

      　あまりの理不尽に、諜報部長はギリギリと歯を食いしばった。堅い動きで一礼し、謁見の間を去っていく。皇帝はその背中を不機嫌そうな目つきで見送った後、その矛先を別の部下へと向けた。

      「そういえば、傭兵の募集はどうなっている？」

      　皇帝からの冷たい視線を浴びた一人の軍官僚が、顔から冷や汗を噴出させた。皇国討伐艦隊の編成を任されている女だった。

      「それが……その……いまだに、一つの傭兵団も募集に応じていない状況……でして」

      「なぜそうなる！ 予算は十分に与えたはずだ！」

      　案の定感情を爆発させる皇帝に、若い軍官僚はカメのように首を縮めた。

      「どの傭兵も、《凶星》という名前を聞いた途端、逃げ腰になってしまいまして……」

      「何が《凶星》だ！ しょせんは個人傭兵に過ぎんではないか……！ ええい、忌まわしい！」

      「そ、その通りです陛下。たかが傭兵、たかが辺境国家です。傭兵なぞ募集せずとも、我々だけで充分皇国の征伐は可能です。わざわざ傭兵など募集せずとも……」

      　額に浮かぶ冷や汗をハンカチで拭いつつ、軍官僚は言い訳した。仕事の説明をしたとたんに傭兵たちが逃げていくのである。彼女もいい加減にうんざりしていた。現在編成が終わりつつある皇国征伐艦隊は、以前皇国に派遣した艦隊よりもさらに戦力が増強されている。これまでの戦いで消耗している皇国軍など、一ひねりで倒せるだろう。いまさら、傭兵など募集する必要などないのではないか……それが軍官僚の意見だった。

      「愚か者め……！ 念には念を入れるべきだ、我々には万に一つの敗北も許されんのだぞ！ 圧勝以外は認められん、もてる戦力はすべて投入するべきであろうが……！」

      　しかし、皇帝は額に青筋を浮かべつつ力説した。彼女は傲慢で冷酷な人間だったが、敵を前にして油断をするようなことは絶対にしない。たとえ小国が相手でも、全力で叩き潰すべきだと考えていた。

      「とにかく、期日までに傭兵を集めておけ。諸侯どもも集めて艦隊を組んでいるのだ、無様な姿は見せられぬ……！ 傭兵のような下郎でも、肉壁程度にはなろう。一隻でも多くの軍艦と、一隻でも多くのストライカーを集めるのだ。よいな……!?」

      「はっ」

      　ここで首を左右に振る勇気は、軍官僚にはなかった。深々と頭を下げる彼女を見て、皇帝はため息を吐く。

      「ええい、どいつもこいつも無能ばかり……！ 気に入らぬ、まったく気に入らぬな……」

      　皇帝の苦々しい声が、謁見の間の寒々しい空気の中に溶けて消えていった……。
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        ノラとデート

      

      「デート、行きたくないデスか？」

      　巡洋戦艦《レイディアント》のパイロット待機室。突然そんなことを言いだしたノラに、輝星は眉を跳ね上げた。あの温泉旅行からは、すでに数日が経過している。雑務に追われるシュレーアは過労で目を回しそうになっていたが、輝星たちパイロットは暇を持て余している。

      　温泉宿での一件以降戦闘は起こっていないし、とある理由で演習も中止されていた。本を読むか、ゲームをするか、ラジオを聞くか……その程度の娯楽しかないものだから、輝星も暇を持て余している。

      「デート、デートねえ」

      「たまには婚約者らしいこともしたいデスからね。外でイチャイチャしたいデス」

      　明け透けな言い草に、輝星は思わず周囲を見回した。輝星の結婚については、帝国との戦いが終わるまで公表しないということになっていた。彼は皇国軍内でもアイドル的な人気があったから、最悪の場合反乱すら起きるのではないかという懸念があったのだ。

      　幸いにも、デートやら婚約者やらといった物騒な単語は周囲に聞かれていないようだ。戦闘配置でもないのにわざわざパイロット待機室に来るようなもの好きは、あまりいないのである。室内は閑散としていた。

      「悪くねぇ考えだな。艦内で腐ってても、若さを無駄に浪費するだけだ。外でパーッと遊ぼうぜ」

      　唯一近くに居たサキが、飲料水のボトルを片手にそんなことを言う。しかしノラは、馬鹿にするような笑みを浮かべながら言い返した。

      「アナタはお留守番デスよ」

      「ハァ？」

      　即座に眉を跳ね上げたサキ。そんな彼女を見て、ノラは肩をすくめる。

      「あなた達がずっこんばっこんお楽しみをしていた時に、外を警戒しててあげたのは誰でしたかねぇ？」

      「ウッ！」

      　サキと、ついでに輝星は顔を真っ赤にした。ノラは夜這い計画を陰に日向に支援していた。婚約という形でその対価は受け取っているとはいえ、味方の中で一番割を食っていたのがノラだ。なにしろ、シュレーアやサキが大いに乱れている間も、彼女は輝星の部屋の周囲を警戒してくれていたのである。

      　シュレーアらが輝星と肉体関係を結んだことが周囲に露見すれば、大変なことになってしまう。誰か一人くらいは、見張りに徹する必要があったのだ。年齢的に仕方がないこととはいえ、彼女もこれにはいまだに不満を覚えていた。

      「そもそも、二人っきりでデートさせてくれるって言ってたじゃないデスか、サキサンもシュレーアサンも。もしや、約束を違える気デスか？」

      「ああ、クソ。確かにそんな話もあったなあ」

      「いつの間にそんな約束を。相変わらず、勝手に話を進めるなあ君らは」

      　輝星は半目でため息をついた。勝手に話を進められた挙句が、今の彼の状態だ。一方的に貞操を奪われ、複数人の相手と結婚することになった。まったくひどい話だ。……まあ、彼も地球人テランの男性としてはごく標準的な程度には性欲もあるため、まんざらでもないという思いはなくもないのだが。

      「とはいえ、退屈なのは事実。デートね、いいじゃないか。どこへ行くんだ？」

      「ホテルの一室を丸一日借り切って……」

      「それのどこがデートだコラ！」

      　サキはあきれた様子でノラの頭をシバこうとしたが、彼女はそれをスルリと回避した。帝国最強のエース、四天の名は伊達ではない。彼女の反射神経のよさは折り紙付きだった。

      「チッ」

      「冗談ですよ、ジョーダン。そんなことしたら、輝星サンが犯罪者になっちゃうんデスもんねえ？ 残念だねえ、お兄ちゃん」

      　後半の言葉は、輝星に絡みつきながらの発言だ。耳に息を吹きかけるような喋り方で、ひどく艶めかしい。この少女には、十四歳とは思えない妖艶さがある。

      「こいつ隙あらば……！」

      　ムキになって、サキはノラを引っぺがした。本来、ノラも輝星とは婚約関係なのだからこのくらいのスキンシップは許されるだろう。しかし、やはりサキとしては面白くない。一夫多妻が基本のヴルド人でも、独占欲はあるのだ。もっとも、ノラはそんな彼女の気持ちをわかったうえで挑発しているわけだが……。

      「……ったく」

      　とはいえ、しょせんはじゃれ合いだ。大した抵抗もしないまま、ノラは輝星の身体から離れていった。あまり大騒ぎをして周囲の注目を浴びるのはマズイということは、彼女とて承知しているのである。

      「ま、冗談デスけどね。ワタシとしては、健全にショッピングなんてどうかなーと思ってるんデスが」

      「買い物か。いいね」

      　艦内にも一応売店はあるのだが、そこで売られているのは食料品や日用品、あとは雑誌や新聞程度だ。品揃えに関しては、本当に最低限度と言っていい。まあそれでも、生活必需品は揃うのだから構わないと言えば構わないのだが……たまには、外へ買い物に行くのも悪くはないだろう。

      「まあ、買い物程度ならいいか。……でも、適当なこと言って輝星をヘンな所に連れ込もうとしたら、タダじゃおかないぞ」

      　一度約束した以上、サキとしてもデートを止めるわけにはいかない。しかし、こういう面ではノラは信用できる人間ではなかった。不信感を丸出しにした声音で、サキは釘を刺す。

      「ハイハイ、わかってるデスよ。まったくうるさいデスねえ……」

      　大仰に肩をすくめるノラに、サキはため息を吐くことしかできなかった。

      「さっきから聞いていれば、二人きりでデートだと？ それはムリな話だな」

      　ところが、そこへディアローズが口を挟んでくる。彼女は片手に持ったタブレット端末で詰め将棋をプレイしつつ、半笑いになって続けた。

      「なにしろ妾わらわはこの首輪のせいでご主人様と離れられぬ身の上故ゆえなあ？ デートとやらにも同行せざるを得ぬのだ。いや、すまぬ。本当にすまないとは思っておるのだがなあ？ くふふふっ！」

      　ディアローズの首に嵌められている奴隷用首輪にはマスター登録された人間……すなわち、輝星の生体信号を受信できなくなると、内蔵された爆薬が起爆する仕掛けが施されていた。

      　これは皇国の技術部がディアローズの裏切り防止のためにつけた機能だが、当人のディアローズは輝星から離れる気はさらさらないのである。むしろ、逆に輝星を縛る枷として活用し始めているのだからタチが悪い。

      「そのまま爆死すればいいのに……」

      「元上官になんということを言うのだ、貴様は」

      「今の上司はシュレーアサンなのでまったく問題ないデース」

      　憎たらしい笑みを浮かべながら、ノラは舌を出した。ディアローズは大きなため息を吐き、肩をすくめる。もともとこの若きエースは上官を敬う気持ちなど一切持ち合わせていないタイプの人間だ。忠誠心など、最初から期待してはいけない。……まあ、ヴルド人全般にそういう傾向はあるのだが。

      「真面目な話、ついてくるのは百歩譲って認めるにしても、いちいち口を出されちゃたまったもんじゃないデスよ」

      「わかっておるわかっておる。妾わらわとてそう野暮ではないのだ。余計な口は挟まぬから、安心せよ」

      「妙なマネをして雰囲気をぶち壊しにするのもナシデスよ、わかってます？」

      「……」

      「やっぱり邪魔する気だったなこのクソ女……」

      　ノラは引きつった表情で頭を抱えた。こんなのでも並みいる姉妹たちを押しのけて大国の皇太女まで上り詰めた女だ。油断も隙もあったものではない。

      
        

      

      

      
        

      

      　どれだけ文句を言ったところで、輝星が外出する以上ディアローズの同行を止める方法はない。結局、デートは三人で行くことになった。一応、パイロットには待機命令が出ているため勝手に艦から降りるわけにはいかない。とはいえ、輝星が申請を出すとすぐに外出許可は下りた。ヴルド人の軍隊は、よくも悪くもこのあたりは緩いのだ。地球人テランの軍隊のようにハンコを求めて関係各所を巡る必要などない。

      「……」

      　そういうわけで、一時間後。皇都の中心街を走るタクシーの車内に三人はいた。中心街と言っても、カレンシア皇国はしょせん辺境の小国だ。ヴルド人特有の膨大な人口を支えるための高層住宅こそ目立つものの、その町並みは妙にのどかであか抜けない雰囲気があった。

      「で、我々はどこへ向かうのだ？」

      　そんなことを聞くのは、皇国軍制式の軍用コートで身を固めたディアローズだ。見た目こそ暑苦しいが、熱交換素子が生地に織り込まれているため夏でも冬でも使える優れもののスーツである。軍用ということで、当然高いレベルの防弾・防刃機能もついている。

      　むろん、ディアローズも伊達でこんな物々しい服装をしているわけではない。輝星の護衛のために、わざわざ用意したものだった。いつまた帝国の刺客が輝星を狙うかわからないような状況なのだから、さすがにまったく無警戒というわけにはいかないのである。もちろん、護衛は彼女だけではない。情報部の精鋭が陰ながら警護してくれる手はずになっていた。

      「アクセサリー・ショップデスよ。輝星にプレゼントをあげようと思いましてね」

      　にやにやと笑いつつ、ノラが応える。ちなみに、ディアローズと違いこちらは普通の私服姿だ。(地球人テランから見て)ボーイッシュなパンツルックで、幼くも凛々しい彼女の容姿によく似合っている。

      「アクセサリー？」

      　輝星は若干不思議そうな表情になった。彼は自分が着飾ることに一切の興味を抱かない人間だった。当然、装身具の類などはめったに身に着けない。

      「ええ。具体的に言うと、指輪デスね」

      「あ、ああ！ 結婚指輪か！ く、妾わらわとしたことが、思いつかなんだ……」

      　悔しげに地団太を踏むディアローズに、ノラは勝ち誇った笑みを向ける。

      「婚約指輪と結婚指輪、セットで贈ってあげますよ。喜んで受け取ってもらいたいデスね？」

      「な、なるほどね？」

      　輝星は顔を赤くした。鈍さに定評のある彼も、はっきりと口に出されれば理解できる。自分とノラは一応婚約状態なのだから、指輪を用意するのはおかしくないだろう。むしろ、こちらから提案するべきだったかもしれない。

      　そんなことを考えていた輝星だが、ふと自分の手を見て顔を引きつらせる。指輪。そう、指輪だ。なにしろ、彼と結婚の約束をしている女性は複数人居る。それも、片手で数えられる数ではない。結婚するとなれば、結婚指輪が必要だろう。いったい、いくつの指輪を付ける必要があるのだろうか？ もちろん、薬指だけでは足りないだろう……。

      「妙な勘違いをしてる様子なので訂正してあげるデスが、ヴルド人には婚約指輪だの結婚指輪だのといった風習はないデスよ。地球文化にかぶれてるヤツが、たまにやるくらいデス」

      「あ、そう……よかった」

      　輝星はほっと安堵のため息を吐いた。大量の指輪を付けて生活するのは、なかなかに不便だろう。

      「ヴルド人は一夫多妻が基本ゆえな、この手の風習はあまり流行らぬのだ。……しかしせっかく地球人テランを娶めとったのだから、そちらの風習で祝いたいものよなあ。うーむ、婚約指輪はノラに譲るとして、結婚指輪の方は妾わらわから送っては駄目か？」

      「駄目に決まってるでしょ、輝星の薬指はワタシが予約済みなのデス」

      「知らない間に体の一部が予約されてる……」

      　ひどいといえばひどいのだが、幼い容姿のノラに言われてしまうとほほえましさが勝る。輝星は苦笑しながら、自分の薬指を撫でた。シュレーアらに襲われた時は心底驚いていた彼ではあったが、今ではまんざらでもないような気分になっていた。

      「まあ、そうケチ臭いことは言うな。ご主人様はみなの共有財産であろう？ 独占してはならぬ」

      「おや、ワタシ一人をハブにして夜の大運動会をやってた方の発言とは思えないデスねえ？」

      「……それを言うのはズルくないか？ そも、ハブにされていたのは貴様だけではない。シュレーアの姉もだぞ」

      「やめてよこんなところでこっ恥ずかしい話をするのは」

      　一応、このタクシーは運転席と客席の間に仕切りのある富裕層・貴族向けの車両なので、どんな話をしたところで運転者には聞こえない……はずだ。しかし、すぐ近くに他人がいる状況でシモの話をされるのは、輝星には耐えがたかった。

      「……思ったんだけどさ、同じデザインの指輪を三つ用意したら三人分の結婚指輪にならない？」

      　話を健全な方向に戻すため、輝星はそう提案する。ノラとディアローズは輝星の両脇に座っているのだから、自分を挟んでいつまでも言い争いをされるのも勘弁願いたいのである。

      「いや、それはちょっと」

      「勘弁願いたいデスね……」

      　が、二人の反応は思った以上によろしくなかった。ディアローズは顔を引きつらせ、ノラに至ってははっきりと嫌悪感を表情に出している。

      「つまり……それってディアローズともペアリングになるってことでしょ？ 普通に嫌なんデスけど、それ」

      「う、うむ、それに関しては同感だ。実の姉妹ならギリギリ許容できるが、それ以外はムリだ。地球の風習を知っている者に見られたら、妙な勘違いをされる可能性すらある……」

      「うげぇ、気持ち悪いこと言うんじゃないデスよ……」

      　思った以上の反発っぷりに、輝星は肩を落とした。会話どころか交配までできるとはいえ、相手は異星人。このあたりの価値観は、彼にはあまり理解できないものだった。

      
        

      

      

      
        

      

      　それから二十分後、輝星とノラは郊外にある小ぢんまりとしたアクセサリーショップを訪れていた。店内に、ディアローズの姿はない。指輪云々の件でへそを曲げてしまった彼女は、タクシーの車内で待っていると言い出してしまったのである。

      　輝星としては、さすがに申し訳ない気分になっている。また別の機会に、ディアローズと二人っきりでペアリングを買いに行くことにしようと考えていた。……もっとも、当のディアローズは輝星がそう考えることまで読んだ上で拗ねたフリをしているだけなのだが。

      「ふうん……」

      　輝星はショーケースに陳列されたアクセサリーを眺めながら感心の声を漏らす。この店は指輪の専門店ではないので、ネックレスやイヤリングといったさまざまな種類のアクセサリーが置かれていた。

      　貧乏な家庭で育ったこともあり、輝星はいままでこの手の装身具にはまったく興味を抱いていなかった。しかし、ナマで見てみるとなかなか悪くない。このアクアマリンのブローチはシュレーアに似合いそうだな、などと考えつつ店の中をくるくるめぐり続けている。

      「お兄様ですか？」

      　そんな彼をニヤニヤと笑いながら眺めていたノラに、店員が話しかける。

      「婚約者デスよ？」

      　自慢げに応えるノラに、店員は何とも言えない表情を浮かべた。露骨に悔しそうな店員に、ノラがくつくつと底意地の悪そうな笑い声を漏らす。男女比率が極端なヴルド人社会では、お相手がいるというだけで結構なステイタスになる。まして、相手が輝星のようなとんでもない美形ならなおさらだ。

      「お兄様ですよね？」

      「婚約者デスって」

      「……」

      　店員はしおしおになって床に崩れ落ちた。『こちとら三十手前で年齢＝カレシ無し歴なのに！』……彼女は内心そう叫んでいた。なにしろノラは見るからに十代中ごろ、敗北感を覚えるなという方がムリだ。

      「うへへへ、良縁に恵まれましてねぇ？」

      「くそう……くそう……」

      　そしてこう言った手合いには容赦なく追撃を喰らわせるのがノラという人間だった。涙を流さんばかりに悔しがる店員を見て、彼女はひどく満足そうな様子だった。ディアローズなどよりよほどサディスト役が板についている。

      「なにやってるのさ」

      　そんなノラを見て、輝星はため息をついた。

      「初対面の相手に、まったく……すいませんね、ウチのノラが」

      「いえ、いえ。……よくある話ですから」

      「よくあるんですか……」

      「ええ、こういう商売ですからね……」

      　店員は深々とため息を吐いた。結婚指輪のような習慣はなくとも、恋人にアクセサリーを贈る者はやはり多いのだ。

      「あの、一つ言っておきたいんデスが」

      　そこへ、ノラが口を挟んだ。若干、不満そうな様子である。……が、その口元はわずかにほころんでいた。

      「ウチのノラと言いましたがね、勘違いしちゃダメですよ。ワタシがアナタのものになったのではなく、アナタがワタシのものになったのデス」

      「アッハイ」

      　他の妻たちが同じようなことを言いだしたら、いったい俺は何等分されるハメになるんだろうか。輝星は内心そう思ったが、口には出さなかった。朴念仁ぼくねんじんぶりに定評のある彼とて、デート中に他の女の話題を出さない程度の分別はあった。

      「まあ、それはいいとして……イイ感じの指輪は見つかったデスか？ ワタシはこういうのよくわかんないのです、好きに選んでいいデスよ」

      　投げやりな様子で、ノラが言う。ヴルド人は男女ともに宝石や貴金属を好む者が多いが、ノラはそういうタイプではない。当然、今回も指輪そのもののデザインにはさしてこだわりはなかった。あくまで、輝星との婚約・結婚の証がほしいだけなのだ。

      「うーん」

      　対する輝星も、アクセサリーに関しては完全に素人だ。陳列された指輪をみてもいまいちピンとくるものがない。『派手なデザインだな』とか『高価そうだな』とか、その程度の感想を抱くのがせいぜいだった。

      「お互い素人なんだから、店員さんに選んでもらった方がよくない？」

      「それもそうデスね。お願いできます？」

      「……」

      　マジかぁ……と言わんばかりの表情で店員は黙り込んだ。ノラのカレシ自慢は、彼女の精神に深刻なダメージを与えていたのだ。とはいえ、彼女もプロである。小さく息を吐いて、うなずいた。

      「……どういった商品をお探しで？」

      「婚約指輪と結婚指輪が欲しいデス」

      「結婚指輪……ああ、あの地球人が結婚するときに交換するっていう、アレですか」

      　いまいちヴルド人社会では浸透していないこの風習も、さすがにプロは知っていた。輝星をチラリと見て、彼女は小さくうなずいた。彼の頭には、ヴルド人の特徴である狼めいた耳がついていない。地球人テランの男と、地球の様式で結婚するわけだ。自然と言えば、自然だろう。店員は納得した様子で、接客用の小さなテーブルを指さした。二人が椅子に座ると、自身も対面の席へ腰を下ろす。

      「専用品はないですけど、まあペアリングならそれなりに在庫があるので大丈夫ですよ」

      　そう言って店員はエプロンのポケットからタブレット端末を取り出し、何事か操作してから応接テーブルに載せた。画面には、指輪のカタログが表示されている。

      「というか、婚約指輪ってプロポーズの前に用意するのが普通なんですけど……」

      　先ほどノロケられたお返しとばかりに、店員は底意地の悪そうな笑みを浮かべて言った。途端にノラの表情が渋くなる。

      「……そ、そんなモノを用意しているヒマはなかったのデス。突然話が進んだので」

      　地球の風習を調べ始めたのも、ここ最近のことなのだ。

      「本当に突然だったねえ、僕もびっくりしたよ……」

      　輝星は恨みがましい目でノラを見た。完全に罠にハメられた形になるのだから、さすがの彼も思うところはある。

      「ほしいと思った獲物は力ずくでも獲りに行く。それがワタシの流儀デス」

      　ところが、ノラは悪びれもせずにそう言って平坦な胸を張った。罪悪感など、微塵も覚えていない様子だ。輝星はため息を吐いた。

      「……ちなみに、一応確認しておきたいのですが……婚約指輪の方は、ひとつだけで結構ですよね？ もしかして、こっちもペアリングをご所望だったりします？」

      「えっ、婚約指輪ってペアじゃないデスか？」

      　どうやら、ノラは婚約指輪と結婚指輪の違いをいまいち把握していなかったようだ。それを察した店員は生暖かい笑顔を浮かべる。

      「ええ、まあ。ルールとかがあるわけじゃないですけどね。結婚指輪は式で交換するものですから、ペアリングが基本です。しかし婚約指輪は基本的に一方的に渡すものですから、ね？」

      「なるほど」

      　難しい表情で、ノラは腕組みをした。なにしろ彼女の目的は、輝星が自分のモノであることを目に見える形で周囲にアピールすることだ。彼だけが指輪をしていても、その目的は果たされない。

      「それはちょっと面白くないデスね。結婚までまだ二年もあるんデスよ？ やっぱり、目に見える形でつながりがほしいじゃないデスか」

      「結婚は二年先……ということは十四歳かぁ……」

      　どんよりとした顔で店員が呻く。

      「まあ、今回は変則的なカタチだし……ペアで用意してもいいんじゃない？」

      　輝星は少し笑って、そう提案した。ノラがこんなことを言いだしたのは、年齢の問題ですぐに籍をいれることができないからだ。せめて、婚約したという証が欲しいという彼女の気持ちは、確かにわかる。

      「……デスね。それで行きましょう。おねーさん？ オススメとかあります？」

      　ニヤニヤと笑うノラを見て、店員はため息を吐いた。こうなったら、できるだけ高いヤツを売りつけてやる。彼女は内心そう決意していた。

      「ちなみに、ご予算は？」

      「中古の駆逐艦が買えるくらいはだせますよ。こう見えて高給取りなんでね？」

      　店員は思わずテーブルに突っ伏しそうになった。ノラが見栄を張っている、とは思わない。何しろ彼女のお相手である輝星は、すさまじいほどの美少年だ。これほどの美形なら、どう考えても王侯貴族から求婚されるだろう。それを押しのけて婚約に持ち込めたわけだから、ノラ自身も貴族と見て間違いない……店員はそういうふうに想像していた。

      「あ、あんまり高いのはちょっと勘弁してほしいんだけど」

      　もっとも、困惑したのは輝星も同じだった。頬を掻きながらそんなことを言う彼に、ノラが半目になる。

      「……まさか、自分もお金を出そうとか思ってませんよね？」

      「そりゃあ、共同購入するものだし」

      「女の甲斐性を受け入れるのも、いいオトコの条件なんデスよ。アナタもヴルド人に婿入りするなら、覚えておくように」

      「……ハイ」

      　納得はしなかったが、輝星はおとなしくうなずいた。そもそも、彼は報酬の大半を実家の仕送りに回している人間だった。冷静に考えれば、貴金属製の指輪を買えるほどの金銭的余裕はない。

      「……」

      　二人のやり取りを見ていた店員が、ニヤリと邪悪にほほ笑んだ。甲斐性を見せたいというのなら、見せてもらおうか。そんなことを思いつつ、タブレット端末に表示された指輪カタログを見せる。

      「じゃあこの、宇宙戦艦の装甲にも使われてる素材のリングなんか、オススメなんですけどぉ……」

      　その後、三十分ほどかけて諸々を決めると、店員は店の奥へと引っ込んでいった。指輪の在庫自体はあったので、宝石(リングの内側に埋め込む小さなものだ)の装着やメッセージの打刻が終わればすぐに手渡ししてくれるらしい。

      「そういやさ……」

      　お茶をすすりながら作業が終わるのを待っていた二人だったが、輝星がふと思いついた様子で湯飲みをテーブルに置いた。

      「あんまり、こういうこと聞くのもアレなんだけど、どうして俺と結婚しようなんて思ったの？ 正直、君からは嫌われてるものだと思ってたんだけど」

      　なにしろ、ノラは戦場で手ひどく輝星に打ち負かされているのである。帝国軍のトップエースだったノラからすれば、耐えがたいほどの屈辱だっただろう。実際、再び出会った時の彼女は復仇ふっきゅうに燃えていた。

      　それが突然共闘する流れになり、気付けば婚約まで取り付けられていた。輝星からすれば、かなり不可解な流れだ。

      「ああ、そりゃカンタンですよ」

      　それを聞いたノラは、心底愉快そうな表情で手を振った。やっと聞いて来たか、そう言わんばかりの態度だった。

      「ええ、もちろん最初はアナタのことは大嫌いでした。輝星サンがディアローズのところから逃げるのを手伝ったのも、決着をつける前にアナタが壊されちゃ困る……その程度の気持ちでしたよ」

      「じゃあ、なんで？」

      　ノラの言うことはもっともだ。輝星とて、自分が彼女から好かれていたなどとは思っていない。戦闘すること自体が大好きなテルシスなどと違い、ノラはあくまで勝利にこだわるタイプだ。自分を敗北に追い込んだ相手など、反感を覚えこそすれ好きになるはずがない。

      「アナタが救出された後、ワタシはアナタを押し倒しましたよね」

      「ああ、あったね。そんなこと」

      「まあアレはあくまで『男なんて生身じゃよわよわなんだから、あんまり油断するな』……そういう風に警告したかっただけなんデスが……思った以上にアッサリねじ伏せることができたものだから、思っちゃったんデスよ」

      「なにを？」

      「この男に勝ちたいなら、戦場よりベッドの上の方がラクだし楽しそうだ……ってね」

      　ニヤニヤ笑いつつそんなことを言うノラに、思わず輝星は頭を抱えた。思った以上にひどい理由だった。

      「戦場ではまさしく無双、誰にも勝てない最強のエース様。そんなアナタを力ずくでねじ伏せ、モノにする……たまりませんね？ ワタシが本気になったら、輝星サンを強制的にパパにしちゃうことだってできちゃうんですよ。こんな快感、他のオトコじゃ絶対に味わえないでしょ？」

      「怖い女だなあ……」

      　輝星は果てしなく渋い表情でお茶をすすった。残念ながら、彼女の言うことは本当だ。身体は小さくとも、ノラはヴルド人である。その筋力は地球人テランなどとは比べ物にならない。

      「そう、ワタシはコワイ女なのデス。でも、ワタシに火をつけたのはアナタですからね？ 自業自得ってやつデスよ。どうせもう逃げられないんだから観念するがいいデス」

      　結局、ノラという少女は根っからの肉食獣なのだった。獲物と見れば食いつかずにはいられない、狂暴な獣である。

      　たとえディアローズが夜這い計画など立てずとも、いずれノラは自分に食いつきモノにしていただろう。輝星はそう直感していた。恐ろしい女に狙われてしまったものだと、もう一度ため息を吐く。

      「ま、安心しなさい。責任はちゃんととってあげる。ココロもカラダもドロドロになるくらい幸せにしてあげるから、ね？」

      　ふだんの雑な敬語を捨て、素でそう語る彼女の顔には年齢不相応な艶やかな笑みがうかんでいた。輝星はそれを見て、思わず苦笑してしまう。

      「わかったよ。せいぜい、末永くよろしくね」

      「ええ、もちろん」

      　そう言ってノラは輝星を抱き寄せる、その額に優しくキスをした。

    
  
    
      
        あとがき

      

      　ドーモ、またまたお久しぶりです、寒天ゼリヰです。

      　いやー、三巻目ですよ、三巻目。まさかここまで出せるとは思っておらず、我ながら驚いております。これもすべては皆様の応援のおかげ、深く深く感謝しております。

      　さて、本巻の話に移りましょう。本巻はいわゆる温泉回というヤツで、どいつもこいつも浴衣姿で羽を伸ばしまくっております。北斗君がとうとう年貢の納め時を迎えることになり、ストーリー的にも大きな動きを見せるエピソードとなっております。

      　が、問題が一つ。巨大ロボットと温泉という組み合わせは、ひどく相性が悪いのです。『女難戦記』世界における花形兵器ストライカーは全高一二メートルの巨大人型機動兵器であり、こんなものが縦横無尽に大暴れをした日には温泉宿など木っ端みじんに破壊されてしまいます。
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      　実際、趣味小説ということもあり、Ｗｅｂ版ではストライカーがほぼ登場しないまま強行いたしました。しかし、正直に言えばこの構築に関しては違和感を覚えておりました。そこで、書籍版は大幅改稿を断行。大まかなストーリーラインは変わっておりませんが、内容に関してはこれまでの巻以上に新規の加筆が多い話となっております。Ｗｅｂ版の読者様も、お楽しみいただければ幸いです。

      　最後に、本巻を出すにあたってお世話になったすべての方々に謝辞を送りたいと思います。担当編集者様、イラストのよろづ様。そして何より、読者の皆様。本当にありがとうございました。願わくば、また次回……つまり、四巻でまた皆様とお会いできればと思っております。
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